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Ⅰ．セ ン タ ー と し て の 活 動 

 



１．北海道内の地震活動，地殻変動，電磁気観測を行っている観測施設 

および常時観測点のある活動的火山 

 

 

 

 

部で道内 6観測施設，５活火山を観測． お， 勝 ４点， ３点， 前山

点， 山1 点， 12点での観測 火山 辺で行 れている．
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地震予知研究観測施設及び観測項目 

 

（北海道北部地 ） 

文北観測点 N 

  小地震，GPS 

文 観測点 S 

 小地震 

中川観測点 TN  

  小地震， 地震（STS SI ），地殻変動（ ， ）， 

地磁気 

観測点 T  

  小地震，GPS 

子里観測点 S  

  小地震 

前観測点 T I 

  小地震，地殻変動（ ， ） 

観測点 S I 

  小地震（ ー H） 

日観測点 S  

  小地点（ H） 

観測点 I  

  小地震， 地震（STS），地殻変動（ ， ） 

 

（北海道 部地 ） 

観測点 H  

  小地震 

ト 観測点 T  

  小地震 

勝 観測点 T  

  小地震 

子 観測点 NP 

  小地震，地殻変動（ ， ） 

子 観測点 T S 

 小地震，地殻変動（ ， ），地下  

観測点 N T 

  小地震（３点ト タ ト） 

多観測点 NIT 
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  小地震 

観測点  

 地磁気，地電位 

観測点 T 

  小地震( H) 地殻変動（ ） 

観測点 S 

  小地震 

観測点 T 

  小地震 

観測点 N  

  小地震， 地震（STS SI ），地殻変動（ ， ， ），地電位 

田 観測点 HT  

  小地震 

観測点  

  小地震， 震動，地殻変動（ ），地電位 

観測点 H 

  小地震，地殻変動（ ， ），地磁気，地電位 

 

（日高地 ） 

日高観測点 HIC 

  小地震 

岩内 観測点 IWN 

  小地震( H) 

野 トンネ 観測点 NT  

  小地震 

地震観測 （上 ）  

  小地震， 地震（ ック ），地殻変動（ ），地磁気，地下  

茂 観測点  

  小地震， 震動，地殻変動（ ， ） 

地殻変動観測  

  小地震，高 波地動（H SN），地殻変動（ ， ）， ，地磁気， 

地電位 

井 観測点 I T 

  小地震 

石観測点  

  小地震，地殻変動（ ， ） 

観測点 SN 

  小地震 
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（ 辺地 ） 

地震火山研究観測センター（ ） H 4 

  GPS 

観測点 H  

  小地震（ H） 

新 川観測点 ST  

  小地震 

観測点 S  

  小地震，地殻変動（ ），GPS 

小 岩観測点  

  小地震 

地震観測 （ ） HSS 

 小地震， 地震（STS SI ） 

前田観測点 （設 市） 

  小地震（ H） 

里 観測点 STZ（設 市） 

  小地震（ H） 

中 観測点 N （設 市） 

 小地震（ H） 

観測点 N  

  小地震（ H） 

 

（渡島 島） 

観測点 I G 

  小地震，地殻変動（ ， ） 

山観測点 SH 

  小地震， 震動，地殻変動（ ， ） 

渡島大野観測点 N 

  小地震 

前小学 観測点  

  小地震 

前 観測点 T  

 小地震 

前 観測点 G  

  小地震 

上 国観測点  

 小地震， 地震（STS），地殻変動（ ， ） 

石観測点 I 
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  小地震 

観測点 T 

 小地震 

観測点 IW 

  小地震 

青 観測点 S 

  小地震（ H），地殻変動（ ， ） GPS 

渡島大島北観測点 N 

  小地震 

渡島大島 観測点 S 

  小地震   
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２．地震予知連絡会提出資料 
 

147 （2002 年 5 月 20 日） 
1.北海道と の 辺の最 の地震活動 

2002 年 2 月 4 月（最 3 月と 1 月）の活動 
2. ・ の地震活動(2002 年２月 1 日 4 月 30 日)  
3. 野 の地震活動 
 

148 （2002 年 8 月 19 日） 
1.北海道と の 辺の最 の地震活動 
 2002 年 5 月 7 月（最 3 月と 1 月）の活動 
2. 勝 ( )の最 の地震活動(2001 年 10 月 1 日 2002 年 8 月 12 日) 
 

149 (2001 年 11 月 18 日) 
1.北海道と の 辺の最 の地震活動 

2002 年 8 月 10 月（最 3 月と 1 月）の活動 
2.北海道 の最 の地震活動 
3. ( ) の地震活動  
 

150 (2003 年 2 月 17 日) 
1.北海道と の 辺の最 の地震活動 

2002 年 10 月 2003 年 2 月（最 3 月と 1 月）の活動 
2. 勝・ の最 の地震活動(2001 年 9 月 2003 年 1 月) 
3. 子 地 での 観測 
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勝 の地震活動（2001 年 10 月 2002 年 月） 

 

2001年 10月から11月 か て 勝 で地震活動 活発 った(最大 4 9)1) 12

月 活動 一時 下した 2002 年 月 って び活動 活発 し(最大 4 6)

の活動 6月まで いた（ 1 ） の活動 19 2 年 3 月 4 日 発生した

勝 地震(  2)の本震の る地 あるので の地震との関 目

れる  

の地震活動 の の部分で発生しているのかを るた 震

の を行った．活動 の 海洋科学技 センター（ ST C）の ー

海底地震 設 してあ ( 1 ， ) 震 海底地震 の ータと

上観測点の ータを いた 海底地震 を いる の である

ので PS 変 波( ３ )を いて を 海底地震 の 測 を

た 度構造 Iwasaki et al の海底 構造 の結 2)から 4 一次

度構造を設 して 震 を の後 と観測 の を最小 る

ouble e erence 3)を いて を行った  

５ 震 の結 られた震 分布を の活動 10 20

で発生してお の の ート の 10 であると れてい

る 2)ので の活動 平洋 ートとの で発生していた と 分かる

勝・ で 常的 平洋 ート内部での地震活動 活発であ

ート での活動 である． の理 として の で

ート の いた ート で発生 る中小 の地震活動

いと られる 4) 発生した一連の地震活動 ート で発生し

てお の地 として しい活動であった  

 

文  

 

1) 北大地震火山センター 勝 の地震活動（1976 年 7 月 2002 年 1 月） 地震予知

連会報 6 （2002） 27 29  

2) Iwasaki T  H Shiobara  Nishizawa  T anazawa  Suyehiro  N Hirata  

T rabe and H Shimamura  19 9   detailed subduction structure in the uril 

trench deduced rom ocean bottom seismographic re raction studies  

Tectonophysics 16 pp 31 336 

3) reli  Waldhauser and William  llsworth  2000   ouble i erence 

arth uake ocation lgorithm  ethod pplication to the Northern Hayward 

ault  Cali ornia  SS 90 6 pp 13 3 136  

4) Takahashi H  and  Hitata  2002  The 2000 Nemuro Hanto ki earth uake  o  

eastern Hokkaido  apan  and high intra slab seismic activity in the 

southwestern uril trench  in press  
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３．火山噴火予知連絡会提出資料 

 

92 2002 年５月 23 日 

１．2001 年 山の火山 構造 で られた波 記録の ー ト ッ ． 

２． 山 

 （１）火山活動の  

    2001 年新山の 高変 ( T GPS 地震の時 分布および 位変 ) 

 （２） 西外 の地 活動 

３．北海道  

 （１） （N 7）変 ，火山 地震の時 分布 

 （２）2002 年２月 19 日の の地震活動 

４． 前山 

  ー 西 および 西噴気 の表 度 

 

93 2002 年 10 月 1 日 

１．2002 年 の火山 構造 で られた波 記録の ー ト ッ ． 

２． 山 

 （１）火山活動の  

    2001 年新山の 高変 ( T GPS 地震の時 分布および 位変 ) 

 （２）2000 年噴火 後の 変  

３．北海道  

 （１） （N 7）変 ，火山 地震の時 分布 

 （２） および 辺地 お る の 年変  

 

94 2003 年１月 21 日 

１．2002 年 の火山 構造 で られた３次 波 度構造． 

２． 山 

 （１）火山活動の  

    2001 年新山の 高変 ( T GPS 地震の時 分布および 位変 ) 

 （２） 山噴火の隆 の推 マ マ活動の の の１ として  

３．北海道  

 （１） （N 7）変 ，火山 地震の時 分布 

 （２）GPS 観測 よる 変  

４． 前山 

 （１）最 の地震活動 

（ ） および 辺地 お る の 年変  
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４．地震予知研究協議会への平成１４年度成 報告 

 

（１）課 0301 

（２） 施機関名・部 名 北海道大学大学院・理学研究科 

（３）課 名 地震観測・ 観測・ T観測を 本と る北海道内 地震 の活

動度および構造  

（４）本課 の 年 の と の中での平成 14 年度までの成  

（４ １） 地震予知のた の新た 観測研究 の推進 いて の項目  

     １．（１） 常的 地殻活動 

（４ ２）関連 る 議 の項目  

     １．（１）  

（４ ３） 年 としての の研究課 の と 目 る し

た成  

（地震）平成 11，12 年度と北海道日高山 地 で 時地震観測を大学 同で

施し，震 分布・震 ・P および S 波 時 の ータを 集し

た．また P波および S波の 3次 度構造の 報的結 を た．平成 13，14 年度 3

次 P・S 波 度構造，震 の ， 平洋 ート内２ 地震 の 推 ，

テン ン ー ン よる の推 を行った． 

（海底地震）平成 11 12 年度と日高・ 勝 で海底地震観測を 施した（課

030 照）．１で た の観測 ータと併 理を れまで進 て た．平成13，

14年度 地震波ト ー よ 日高 辺の3次 P波 度構造を

した． 

（電磁気）平成 12，13 年度 勝・日高地 おいて電磁気観測を行って 構

造を た．2 年 あ ると，大 村から まで 22km たる測 上で 36 点

おいて観測を行った．測 地震動研究 ー よる 地震 測

と一 してお ， の結 を る と で る． 

（ ）北海道渡島 島 部 辺 おいて 観測を行 い， の ータと

と ，西 北海道 お る 常 を 成した． 前 島 田 島を

西 測 で行 れた 地震動の観測結 と ータをあ て地殻構

造 を行 った． 

（５）平成 14 年度成 の  

（５ １） 平成 12 年度 子の 明 ３． 的 課 提 の の

の項目を 施したのか  

(1) 1． の  および 

(1) 3 1．地殻・最上部マント の変  

（５ ２）平成 14 年度項目 施 の の項目を 施したのか  

常的 地殻活動  

（１） ート の地殻活動及び構造 関 る研究 および 
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（２） ート内部の地殻活動・構造 関 る研究 

（５ ３）平成 14 年度 施 れた研究の  

（地震）平成 11 12 年度 れた北海道日高 地 での 時高 度地震観

測 ータを ，平成 13 年度 ，3次 P波・S波 度構造を推 し， の

3 次 度構造を いて震 の を行った． ら られた震 分布から 平洋

ート内 2 地震 の を推 した．また P波 動の し を いて テン

ン ー ンを行 い，日高山 辺および 平洋 ート内部の を推

した． 

（電磁気）14 年度 12 年度，13 年度の観測 ータを と ２次 を構

した．13 年度 ミ ー ー の ータ を した 2次

を報告した ，14 年度 ，電 の トー ン タテ ック

ト を行い の ータを って2次 を 成した（ １）．

の結 ，日高山 で ， した高 構造 あ ， れ よ

上 られた下部地殻である ある．山 西部 西 的 い の構

造 分布してお ， の高 との 地震 多 発生している．石 地

で 度 km 位まで非常 い を 分布し， い 分布して

いると られる． 

（ ）石 平野と の 辺 おいて の ータ 新た 観測

を行 って石 平野 辺の 常分布を 成し  ト を構 した

また 新しい活 マッ との を行い 常から た活 マッ ン

を行 った また， の 地 を し 新た  0m  

る研究を 施した ら 中部地 地 おいて ータ ー を

した 常 を行 った  

（５ ４） 平成 14 年度の 目 る成 の  

（地震） 時地震観測の成 を論文としてまと るの 年度の目 であった． 時

観測 関 る 報告 地震研究 報 れた． 平洋 ート内地震

の 関 る論文 中，3 次 地震波 度構造と テン ン ー

ン 関 る論文を れ れ 中である． れらの論文の主 内 下の で

ある．日高山 下の地殻 の高 度 と西 の 度 とい 度

ターン 出 れた．またマント ッ 平洋 ート よ 度

連 っていて， ミネートした 島島 の下部地殻 していると られ

る．地震 の から推 した 平洋 ートの 度 ，日高山 の西 で

2 度である ， で 40 度と 変 している と 分かった． の

度 変地 で ート内部を るよ 地震活動 られる．また 2

地震 の地震活動 変地 の で 上 活発，西 で 下 活発

っていて 変 している とを している． 

（電磁気）14 年度 12 13 年度 行 れた よる共同観測で られた ータの

を行 とを目 とした 13 年度 行った ミ ー 結 から 電 の
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トー ン タテ ック ト を行い 測 いの２次 構造

を一 成 た また 構造と地震の分布との を行い 目 と れる地

震活動度との関連 いて 議論した  

（ ）平成 14 年度 ，西 日本 島を中 として，9 点を る ータ

を タ (C )で るとと ，西 日本 島 の 常 ，

常 ， の大 同時 した． れらの と新しい活

マッ との を行い 常から た活 マッ ン を行 と

年度の目 であった． の結 ， 常 から る活 を推 で る

れた． ば， 常 から石 地 を ると の

( 真 )から  20 km 程度 している れた

の 新 い れの活 分布 ット れてい い地 である  

（５ ５）共同研究の  

北大学大学院理学研究科， 大学地震研究 ，名 大学大学院理学研究科，

大学 研究 ， 大学大学院理学研究院，弘前大学，海洋科学技 センター，

業技 研究 との共同研究． 人員 0名． 

（５ ） 表 れた成  

 ・ 田 子・志知 一・山本明彦 測 平野の地下構

造 日本地 学会 109 年年会 P49  

atsumata   and  asahara  2002   ive years super slow aseismic precursor 

model or the 1994 3 Hokkaido Toho ki lithospheric earth uake based on 

tide gauge data  Geophys  es  ett  29  10 1029/2002G 0149 2  

勝俣啓・和田 人・笠原稔・ ，2002，大学 同 時地震観測 よって れた島

島 日高 の震 分布と震 ，地震研究 報，77，

199 223． 

勝俣啓・和田 人・笠原稔，2002，北海道日高 の 3 次 P 波・S 波 度構

造，日本地震学会 2002 年度 大会 予 集，P1 0． 

茂木透，日高２ T ー ，2002，日高地 での T ，月 地

24 4 3 4 7． 

茂木透，日高２ T ー ，2002，日高 の 構造，地 科

学関連学会２ ２年 同大会 016 P006． 

志知 一  山本明彦  藤  村田泰  名和一成  澤 夫  中田 夫  宮 宏

 小 裕明  田洋一   博  紀  本修  中川一郎  渡辺秀文  

小 茂  大野一郎 12  および国 地理院・地 発 進センター 2002，西

日本 ータ ー の  地 を として 日本地震学会 2002 度

大会，P217  

山本明彦  2003，石 平野と の 辺の 常 ト  北海道大学地 理学研

究報告  66  33 62  

amamoto    2003  Gravity based active ault mapping  around  the 
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easternmargin o  the Ishikari owland  Hokkaido  apan   ac  Sci Hokkaido 

niv  ol 12  No 1  17 39  

amamoto   2002  Spherical terrain  corrections or gravity anomaly using 

a digital elevation model gridded with nodes at every 0 m   ac   Sci  

Hokkaido niv  ol 11  No 6  4 0  

山本明彦・西 日本 研究 ー 2002，日本 島 お る新しい活 マッ

ン と 常の関 日本地震学会 2002 年度 大会，P21  

 

（ ） の課 の 施担当連絡  

名 勝俣 啓 

 
（１）課 304 

（２） 施機関名 北海道大学大学院理学研究科 

（３）課 名 子 ・ での地殻活動 タ ン  

（４）本課 の 年 の と の中での平成 14 年度までの成  

(4 1) 地震予知のた の新た 観測研究 の推進 いて （ 下 議）の項

目  

III 1 (2) 程 お る地殻活動 

(4 2) 関連 る 議 の項目  

III 1 (3) ，  

(4 3) 年 としての の研究課 の と 目 る した

成  

本年度 ，GPS 観測点 30 点の 点 おいて 時観測を 施し ータの を っ

た．また，本 地 で発生した 発地震の を 施した． 

（５）平成 14 年度成 の  

( 1) 平成 12 年度 子の 明 ３． 的 課 提 の の

の項目を 施したのか  
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（３） 内 活 辺 お る ・ の成  

（３）・２．内 の 集中 の変   

（３）・２・２．変 の 分布 

（３）・1． の への 程の 明 

( 2) 平成 14 年度項目 施 の の項目を 施したのか  

(2) 地震多発 への ー ン 機構の 明 

( 3) 平成 14 年度 施 れた研究の  

本年度 ， 点 おいて GPS 観測を 施し， ータの を った．また，本 地

で 2003 年 2 月 発生した 発地震 いて， の 震

を行った． の結 ， の活動 非 ッ 成分 よ

よ 発生していた と 明らか った．また，震 火山（ 4紀，最

新噴火 1000 年前）の 下で発生してお ， を る 火山 の地震

活動であると られる． の活動 ， 発生した ク の地震の震

から か km 程度しか れておら ， のよ い範 でテクト ック 地震

と火山 の地震 同 して発生している と い である． 

( 4) 当 設 した平成 14 年度の 目 る成 の  

本年度 ，30 点から る GPS 観測 での 測を予 していた ，観測機 の

から で ， 点の で観測を 施した． れ よ ，観測 ータの

を った． 

( ) 共同研究の し． 

( 6) 平成14年度の成 関連の い ので 平成14年度 表 れた成 し． 

（ ） の課 の 施担当連絡  

名 高橋浩晃 

 

 

（１）課  0307 

（２） 施機関 北海道大学大学院理学研究科附属地震火山研究観測センター 

（３）課 名 勝・ 大地震を と る地震予知の た 的観測

研究 

（４）本課 の 年 の と の中での平成 14 年度までの成  

（４ １） 地震予知のた の新た 観測研究 の推進 いて の項目  

III 1 (2) 程 お る地殻活動 

（４ ２）関連 る 議 の項目   

III 1  （２）・１．（２）・２． （2）・２・２．  

（４ ３） 年 としての の研究課 の と 目 る し

た成   

次の 勝・ の 大地震の予測 度の 上のた の地殻変動観測事 を

るた の地 おいて 的 地殻活動観測 を構 る とを目
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している 平成 13 年度まで，観測点の設 られてい いた ，

ー の設 業 施 れてい い．電磁気関 で ， 地 ３地点，

地 ３地点， 地 3地点 地電位変動観測点を設 し，地震前 の観測を

た．また， 地 ック ート磁 を設 し，地震前の 信

の観測を した．また， れらの観測点および 子 地 おいて地磁気・地電位・

地電 変動観測を同時 施して た． ， 子 ， ， ，

おいて地磁気，地電位の変動連 観測を ている． の地 おいて大

地震のあった 1999 年，2000 年の ータ いて磁 変 関 を し，地震との関

連を議論した． 6 を た 1999 年 月 13 日の 中部地震 2000 年 1 月 2 日

の 地震で ２ いし 日前 顕 磁気変 関 の変 観測 れた ， の

変 の理 いて 中である． ら H  電磁波 常と地震発生との

関連を る観測を た GPS 観測から 地震震 100

していると られる． の での ッ あるい 部での の 進

を よると で 海 変動の 大 られる． ら

19 2 年 勝 地震の 分布を 波波 ータよ した結 を ると 震

と られる ート で大 った の１ の である事 明

れた れ での ー 観測 勝 地震の前 を ら る上で

非常 である事を る 14 年度 の での S N の 1 と

して 観測 最 部 10m 度の ー の設 を た  

（５）平成 14 年度成 の  

（５ １） 平成 12 年度 子の 明 ３． 的 課 提 の の

の項目を 施したのか  

（２）・１． ート 地震の予測 

（２）・２．テ ト ー   

（２）・２・２． 海・ 海・ 勝 ・  

（５ ２）平成 14 年度項目 施 の の項目を 施したのか  

（２）・１． ート 地震の予測 

（２）・２．テ ト ー  勝 ・  

（５ ３）平成 14 年度 施 れた研究の  

本年度よ H 電磁波 常と地震発生との関連を る観測を 地震観測

および 中川地震観測 おいて した． 観測 おいて中 ， ，

， 田 の からの電波を ，中川観測 で ， ， 田 の電

波を ている． の結 ，日高地 ，日高 ， 勝 ，北海道 で る

上の地震 いて 地震発生の１ ２日前 らいの 常 観測 れ

た．と 日高地 内 の地震 田， 中川および の の で

常 観測 れた． の で 常を観測 る と よ ， 発生時 発生

を と と る． 

 14 年度 の での S N の 1 として 観測 最 部
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10m 度の ー の設 を た  

（５ ４） 平成 14 年度の 目 る成 の  

 電磁気観測 ， れまでの での電磁気 と地震発生との関 を る観測

を行って た． のよ 観測 観測 し 分で いので，観測 で観測

で るある程度 上大 い地震 る と よ 研究 進 と られる．1999

年と2000年 観測 内および で 6 ク の地震 お ったので れを中

ータ を進 た． の結 ，磁 関 常として地震発生との関 観測

で る ある と かって た． れ て， 地で地震発生との関

報告 れている H 電磁波の 常の観測を た． れ 観測 を構 し

の で を観測 る と であると ，北海道内を中 観測 を構

し ある． 上の の電波であって ，大 い地震で ，多分，後

よる 常 ら られるので， 勝， 北海道 のよ 海底で

お る大 地震 観測で る ある と かって た．観測 を る

と よ 前 の観測をよ のとしたい． 

（５ ５）共同研究の  

  

（５ ） 表 れた成  

学会報告 

ogi T and Takada(2002)Geomagnetid trans er unction changes associated with 

a large earth uake in eastern Hokkaido  apan  International Workshop on 

agnetic  lectric and lectromagnetic ethod in Seismology and olcanology  

Sep 2002 oscow 

森谷武男，茂木透，山科 史，大 ，笠原稔（2002）北海道 お る H 電波

常観測 の構 ，地 科学関連学会 2002 年 同大会， 0 9 P006 

森谷武男，茂木透，笠原稔（2002）北海道 お る H 電波 常観測 の構

（２），地震学会 2002 年度 大会，P176 

（ ） の の 施担当連絡  

名 笠原稔 

 

 

（１） 課  0311 

（２） 施機関・部 名 北海道大学大学院理学研究科附属地震火山研究観測セン

ター 

（３） 課 名 日本海 部活動 ，北海道北部地 の 地殻活動の常時 と

 

（４）本課 の 年 の と の中での平成 14 年度までの成  

（４ １） 地震予知のた の新た 観測研究 の推進 いて の項目  

１ー（１） 常的 地殻活動 
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（４ ２）関連 る 議 の項目  

１ （１）  ２ （１） 1 (２)，  

（４ ３） 年 としての の研究課 の と 目 る し

た成  

 の 平成１３年度 新 上 た のである れまで進 て た

課 0302 北海道北部地 での高 度 GPS 観測 よる ート 位 の推

課 0303 北海道北部地 の 時地震観測 よる地殻構造推 の２ の を

し ら 電磁気 を て進 ている のである 北海道北部での 時 小地

震観測を て の地 の 地震活動 明らか った ー ート

の 位 していると れる 北海道北部の西 の 活発 地震活動

られ 国 地理院の GPS 観測点の の変動 の地 れるよ

る 13 年度 １部 Hi Net の ータ の地 の地震 知

一 った とから れまでの結 しい と か られた

ンで進 ている との 時共同地震観測 よ 2001 年 月 か ての

ンの前震活動を ５ の地震活動の を記録で 前震活動の を明ら

か し ある の活動 北海道北部地震活動 の北部 ある 13 年度

の 観測を行い ３次 構造 ン を行い，中

を している地震の と ら い と地震の っている西 （北海

道北部地震活動 ）との 構造の いを した． の結 ，地震の ら

い 的 構造 部から 部まで一 であ ， 地殻構造であると

られる， れ して西 で ，地震の発生している部分 顕

分布してお ， の の上部 下部の地 と る あると られる．地震

っている である理 ， 多 まれ 高 地震を

し いのか，また ，地震 多 発生しているので 進 でいるとい

ある． 

（５）平成 14 年度成 の  

（５ １） 平成 12 年度 子の 明 ３． 的 課 提 の の

の項目を 施したのか  

(1) 1． の  および 

(1) 3 1．地殻・最上部マント の変  

（５ ２）平成 14 年度項目 施 の の項目を 施したのか  

常的 地殻活動  

（１） ート の地殻活動及び構造 関 る研究 および 

（２） ート内部の地殻活動・構造 関 る研究 

（５ ３）平成 14 年度 施 れた研究の  

14年度 ，13年度 行った北海道北部 T の の地 の を進 るとと ，

西 の地 の を行った（ 1）． れ よ ，4 0 N 44 0 N の 地 の

構造 られ， の地 の地震発生 との関 議論で るよ った．西
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の ま ミ ー と まってお ， 西 まで た

３次 構造の構 を行っている． 

北海道の地震観測 Hi Net の 動 よ の地 で 2 の地震 一 観測で

るよ った での 時的観測を で るよ テ

の を進 4 点の観測 れている ら 地 の 知 を 上

るた  

ンターネット よる ータ を進 地震観測 おいて ン

ク観測点と北海道大学の北海道北部の観測 ータの併 理を した  

（５ ４） 平成 14 年度の 目 る成 の  

 電磁気関 の目 ， の地 の 構造と地震発生 との関 をしら ， の

を明らか る とである．１３年度 施した の ータの

３次 構造 ン よ 中 を している地震の と

ら い と地震の っている西 （北海道北部地震活動 ）との 構造の

いを明らか で た． の結 ，地震の ら い 的 構造

部から 部まで一 であ ， 地殻構造 推 れる 西 で ，地震の発生

している部分 顕 分布してお ， の の上部 下部の地 と

る ある．地震 高 中 と 分布している と 明らか った．

ら 14 年度 地 ・ 地 で 観測の結 から で ，中

て 西 測点 いて T ー の ，位 を いた

２次 構造 ン である ，地震 多 発生している高 西

， の 地震震 西 で い ととよ している．西

平野の 地 分布してお ， の地 ５km まで 分布 る（

２） とを明らか で た． 

 の 常観測点の 設と 時観測点の ータとの よ 度の高い

の震 分布 られるよ った  

（５ ５）共同研究の  

科学 ミー 地震観測 ・ 業技 研究 との共同研究． 人員

１ 名． 

（５ ） 表 れた成  

茂木透，内田 弘， ee Tae ong， 藤秀 ， 岡晃一郎，田村 ， N P Singh，渡

辺顕二，後藤友宏（2002）北海道北部中 地 の３次 構造， 112 地

電磁気・地 学会 会 

（ ） の課 の 施担当連絡  

笠原稔  
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１．中 地 の震 分布と 観測点 
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 ２．中 地 の 構造 

 

 

（１）課 0316 

（２） 施機関 北海道大学大学院理学研究科附属地震火山研究観測センター 

（３）課 名 日本海 お る大地震発生 での海底地殻構造と地震活動 

（４）本課 の５ 年 の と の中での平成１４年度までの成  

（４ １） 地震予知のた の新た 観測研究 の推進 いて 下 議の項目  

  １．地震発生 る地殻活動 明のた の観測研究の推進 

常的 地殻活動 

． ート内部の 構造の 明 

（４ ２）関連 る 議 の項目 １．（１） ・ ・ ，（２） ・  

（４ ３）５ 年 としての の研究課 の と 目 る し

た成  

 平成 12 年度 13 年度で ，1993 年北海道 西 地震 後 施 れた海底地震観

測（ １） よる 震の地震 タ を いて 当震 での３次 P 波 度構造

ト ーを た 最 的 られた最 ３次 構造と 地震の観測 P波

時とを たした 震の震 位 の 分布から 日本海 られる 海

底の地 変 を で多 の 震 発生していたの で た の事 海

底地 の変 進行中である とを し 当震 の であ

の地震で の一部を地震 よって した のと で る 当海 北 ー

トと ー （ ー ） ートとの ート し ２ の ート

の よって 後 の の大地震 る を した また

の地震 タ から 1 ート の を れよ い 震

であった 10km 1 km で最 多 の 震 発生した ，震 の中で い
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かの地震ク ター し れらのク ター 連 って 北 1 0km

した い震 を 成したと る と で る P 波 度構造ト

ーの から ， 度の 変 北 の ら 西 ，

地殻構造 推 れた（ ２） しかし海 で られるよ ートの

を るよ 度分布 られ かった 一 地震のク ター られた

おお 地震波 度の い 度 常 していた のよ 度 常

本震発生後の であるのか，また 前から していたのか 時点で で

い ら 本震の震 程の から 出 れた の ント

して 度分布の 的変 られた  

（５）平成１４年度成 の  

（５ １） 平成１２年度 子の 明 ３． 的 課 提 の の

の項目を 施したのか  

  (1) の 成  

  （１） ２  

  （１） ２ ２．日本 島の西 の  

（５ ２）平成１４年度項目 施 の の項目を 施したのか  

  (2) ート内部の地殻活動・構造 関 る研究 

（５ ３）平成１４年度 施 れた研究の  

 平成 14 年度で ，平成 13 年度 行った 1993 年北海道 西 地震 後 施 れ

た海底地震観測観測 ータを いた３次 P波 度構造ト ー を行っ

た の観測点 ータを併 した高 度のト ー よる 度構造の推 を

た ータの併 理 で した 度構造ト ー る と

出 かった 北海道の と日本海 部とを 度構造 て で，

らか 度構造を した の手 で した結 い とを

した，また平成 14 年度 海底地震 と ー ンを いた地下構造 を 施 る

であった で かった  

（５ ４）共同研究の  

1993 年北海道 西 地震の海底地震 震観測および ー (1 名) 

北海道大学 北大学 大学 大学 気  

観測 施 1993 年 月２１日 月１ 日 

観測 施 1993 年北海道 西 地震の 震 で観測を 施． 

人員 1 名 

（５ ５）平成１４年度の成 関連の い ので 平成 14 年度 表 れた成  

高波鐵夫・村井芳夫・島村英紀・日野亮 ・ 沢 彦  下 1993 年北海道

西 地震の震 での 波 度ト ー（No 2） 地 科学関連学会 2002

年 同大会 S0 6 P004  

（6） の課 の 施担当連絡  

名  高波鐵夫
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１ １ ３年北海道 西 地震の 震観測のた の海底地震 ．観測 地震 後の

1993 年 7 月 21 日から 8 月 16 日までの １ 月 行 れ 大 の 震を観測で た． 
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—２ の研究 震 度の高い地震 1031 の地震を び出し 23 の海底

地震 記録 れた 6510 の P- 時 ータを した． １５ での 波ト

ー．（ 度 perturbation． （マ ） slow,青 （ ） high

れた 震の震 １５ （ /—５ 内）． 度 多 の 震 している． 
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（１）課 0317 

（２） 施機関・部 名 北海道大学大学院理学研究科附属地震火山研究観測センタ

ー 

（３）課 名 大地震発生 での海底地殻構造と地震活動 

（４）本課 の５ 年 の と の中での平成 14 年度までの成  

 

（４ １）地震発生 いたる地殻活動 明のた の観測研究の推進 いて ( 下，

議)の項目 (1) 常的 地殻活動． ． ート内部の 構造の 明 

 

（４ ２） 関連 る 議の項目  

    （１） ・ ・ ，（２） ・  

（４ ３） ５ 年 としての の研究課 の と 目 る し

た成  

平成 11 年度および 12 年度 れ れ 27 の海底地震 を北海道 小 から

設 し，観測 中 た地震を 上の 同観測 の ータと併 して震

を行った れ よって海 まで 度の高い震 タ を る と 出

た の地震 タ から 海 海 での震 の ント

大平洋 ート上 のよ らか 明らか った 平成 12 年度および 13

年度 ， られた高 度の震 を いて当海 での地震波 度ト

を行い， 島 と 北日本 との での３次 P 波 度分布を推 した（

２）． の結 島 の下部地殻 の で ミ ー ンを 成し，19 2 年

地震 の前 で ていた とを明らか した (村井・  2002  urai et 

al  2003)． 

平成 14 年度 ，19 2 年 勝 地震の震 での の 地震活動度を る

た 10 の海底地震 を設 した（ １）． の観測 海の いて で

報告 れている（高波・ 2002  高波・  2003） ， れた ータの

明中である． 

（５）平成１４年度成 の  

（５ １） 平成１２年度 子の 明 ３． 的 課 提 の の

の項目を 施したのか   

（２） ート お る ッ ン の時  

（２） ２ ２ 海・ 海 勝 ・   

（５ ２）平成１４年度項目 施 の の項目を 施したのか  

（１） ート の地殻活動及び 関 る研究 

（５ ３）平成１４年度 施 れた研究の  

勝 地震の震 での海底地震観測 ．2002 年 月 20 日 IS 行 人

研究センター北海道 研究 と共同して 19 2 年 勝 地震の震 お

る最 の 小地震 小地震の活動を るた 上 海底地震 を
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当 震 内 10 設 し 2 月 の連 観測を 施した．海底地震 の観測

点 を １ した．海底地震 設 のた した 行 人

研究センター北海道 研究 属の 海 である．7月 19 日

での機 勝 での海底地震 設 後 ー ク海

内 して日本海 で 業 を行い 7月 23 日 小 した．

で れ れ海底地震観測のた の 員と機 を して海底地震 の設 海を

た  

 海底地震 の 月 10 日 月 12 日 および 9 月 19 日 9 月 20 日 行っ

た． した 市 業 属の たか である． の 業 を任

務とした で の として 12 7m 3 23 1 27m トン

7 3 トンである． の 月 10 日 月 12 日の 海で 9 の海底地震 を

し 9月 19 日 9 月 20 日の 海で の 1 を した． 

 で ータの 生 業 した． 観測 た地震の 北大の ー

ン観測で震 られた地震 ２ であ れら １ ２程度の 地

震 と である． の海底地震 記録 れた ータを る と よって

度の高い震 位 の 分布を る と と の分布と１ ５２年

勝 地震の テ 分布との関 を るた 目下 測 業の最中であ

る． 

（５ ４）当 設 した平成１４年度の 目 る成 の  

勝 の海 ている地震 ータを いる と よって まで 明であった

１ ５２年 勝 地震の震 お る３次 ト ーを る と 出

る． のた の地震 ータを の観測で る と 出 た．しかし 地震活動

て い 地震の震 である とから観測 内 発生した地震の

いと予 れる いままでの海底地震観測 よる ータを併 し ３次 ト

ーを る 業中である． 

（５ ５）共同研究の  北大地震火山観測センターと 行 人 研

究センター北海道 研究 との共同研究（1 名）． 

観測 施 日 2002 年 月 20 日 月 20 日． 

観測 勝 （19 2 年 勝 地震の震 ）． 

（５ ）平成１４年度の成 関連の い ので 平成１４年度 表 れた成

論文 

高波鐵夫・村井芳夫・本多亮・西村裕一 勝俣啓 下 海底地震 よる１ ５

２年 勝 地震の震 での地震観測 報 北海道大学地 理研究報告 66

63 7 2003 

urai   S  kiyama   atsumata  T  Takanami  下 elamination 

structure imaged in the source area o  the 19 2 rakawa oki earth auke   

Geophys  es  ett  2003 (in press) 

高波鐵夫・村井芳夫・本多亮・西村裕一 勝俣啓 下 海底地震 よる１
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５２年 勝 地震の震 での地震活動 日本地震学会予 集（２ ２年度

大会） 139 2002 

村井芳夫・ 山 ・勝俣啓・高波鐵夫・渡辺 下 海底および 上 観

測から明らか った日高 の地下構造 地 科学関連学会（２ ２年

同大会） 0 6 002  2002 

 

（ ） の課 の 施担当連絡  

名  高波鐵夫 

 

１．  海底地震 の ． 

 19 2 年 勝 地震の震 で 最 地震活動 である．震 での 小地震

の活動を るた 海底地震 を の震 内 10 した．観測

2002 年 7 月 20 日から 9月 20 日の 60 日 である．      
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２．  海 同観測の地震 ータから推 れた 度 ー ． 

1 km  (b) 2 km  (c) 3 km (d)4 km． 

の 同観測 よって 日高 の地下構造 明らか って 下での

ミネー ンの 成を で た．  
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Ⅱ．研 究 活 動 



１．研究テーマ 

 

ー ク ートおよび ー ート の 
地震テクト ク の 研究 

 

笠原稔 

 

 年度から 3年 で 科学研究 助 の を て （ 海

および ク ） ンおよび ッ 島 おいて ー ク

ートおよび ー ート の地震活動およびGPS観測 よる の

の地 理的観測を した ッ 島 おいて 1997 年 の観測

を の研究 の協 の下で で ている 11 月 ッ の共同研

究の 手機関である amchatka perimental ethodical Seismological epartment

の vgenii Gordeev と 主任研究員 ilory althiarov を し

れまでの GPS ータの共同 を行った ン 部での 時地震観測および

西 の GPS 観測を 6 月から 10 月 か て した 2003 年 2 月 共同研究の

手機関である Institute o  arine Geology and Geophysics から 主任研究員の

Nilolay asilenko と 同 Sakhalin perimental ethodical Seismological 

epartment の主任研究員 Sen ak Se を し ータの 度 を進

た 関 の 絡 で 一時中 していた ク での観測

て 9月から 10 月 か て 共同研究の 手機関である Institute o  Tectonics 

and Geophysics を し GPS 観測と 地震観測の共同研究を し 海

で テ ン大 を で 6 点から る GPS 観測 で 3

の 信機 よる 2 3 月 の観測を している トックの共同研究の

手機関である Institute o  pplied athmatics の主任技官 Nikolay Shestakov

を 2002 年 12 月から 1 年 し の地 での GPS ータの共同 を進 て

いる                                  

 

 

石 地 北部の地震活動と活構造の関 関 る研究 
 

笠原稔 

 

の最 年度を 新設の ５ 大学観測井戸と 市の５ 観測井戸３

本 よる 小地震の震 を た の結 北西 の地震

明 って た また 石 地 る 北 の構造 地震

市の 部 て た の ・地下 の ー ン ータ

新 3紀 の 地 の 市地 での 分布のマッ ン を進 の

を 地下構造を推 した  
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波波 から推 れる 1978 年宮城 地震の 分布 
 

谷岡勇市郎・ 司 （地震研究 ） 

 

１）  

宮城 い 大地震 発生 る 高いと れてお の地 で発生した

の大地震 いて しい を行 ある 197 年宮城 地震の震 程

で 多 の研究 よって議論 れている（ 田（197 ） Seno et  al （19 0）

山中・ 地（2001） ） 山中・ 地（2001） 1936 年宮城 地震を て

し 197 年と 1936 年 った テ ーを したと結論 た ら

197 年の テ ー 震の かった 位 る（ 震と 的関 あ

る）事を した 本研究で 平洋 いの 12 で観測 れた 波波 を い

て 197 年宮城 地震の 分布を し いままでの結 と る  

２） 波 ータ及び  

波波 ータとして 戸（ ） 戸（ ） 宮 石 大 渡 気

月 川 川 石 業 小名 大 の 14 記録を いる

の小 分 した の と 30 km  30 km である て

の小 おいて 190 76 とした の小 して

位 を て海底の地殻変動を し 波の を いて 波の

を行った の ッ 20 （ 600 ） の ４ （

120 ）を いた で れた 波波 を ーン関 として ン ー

ンを行 い 小 の を た  

３）結  

最 った小 西 の で 1 4 であった 次 った

小 の で 0 7 であった の の小 の 0 ２

５ 下で と ってい いと推 れた を 1010N/m2 と るとト

ータ の地震 ー ント 1 7 1020Nm（ w7 4）と れる の結 山中・

地（2001） よる 2 3 1020Nm と 同 で Seno et al (19 0) よる 3 1 1020Nm

ると し小 い  

４）  

 最 大 った小 Seno et al (19 0) 推 した の 一 し

また の の小 ら よる海 の 一 る また の小 西 よ

大 ている分布 Seno et al (19 0)と 一 している 山中・ 地（2001）

の結 と の 大 った点で大 的 一 している しかし し

ると 山中・ 地（2001） 北西 の小 で大 を ってお

の 波波 結 と し分布 大 渡・気 の 波波 を 明

るた 北西 の小 大 を る事 で い  

文  

Seno et al  (19 0)  P PI  23  39 61 

山中・ 地（2001）地 科学関連学会予 集 
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Effect of structure near trenches on tsunami generation of tsunami 
earthquakes 
 

Yuichiro Tanioka 
 
    Large earthquakes occurred in subduction zone generally generate large tsunamis. The 
amplitude of the tsunami wave is related to the amplitude of the seismic waves due to the 
earthquake. However, there are earthquakes that excite considerably larger tsunamis than 
expected from its seismic waves. Those earthquakes are called tsunami earthquake [Kanamori, 
1972]. The discrepancy can be quantified in terms of the surface wave magnitude (Ms) and 
tsunami magnitude (Mt). For tsunami earthquake Mt is larger than Ms by more than 0.5 units. 
The most unusual tsunami earthquakes are the 1896 Sanriku earthquake (Ms 7.2, Mt 8.6) and 
the 1946 Aleutian earthquake (Ms 7.3, Mt 9.3).  
    The mechanism of tsunami earthquake was first proposed by Kanamori [1972] who 
indicated that the large discrepancy between seismic and tsunami waves of tsunami 
earthquake is caused by slow and long rupture processes. Fukao [1979] and Okal [1988] then 
proposed that an earthquake source within a shallow sedimentary layer, might excite much 
larger tsunamis than in solid rock, and be responsible for such anomalous tsunamis. Satake 
and Tanioka [1999], using tsunami waveform analysis, concluded that most moment release 
of tsunami earthquakes occurs in a narrow region near the trench and the concentrated slip is 
responsible for the large tsunami.    

Recently, Seno [2000] suggested that an additional uplift caused by sediments near a 
toe of an inner trench slope with a large horizontal movement on a decollement due to a large 
underthrust earthquake may generate a larger tsunami than that expected form the seismic 
waves. In this paper, the effect of the additional uplift to the tsunami generation of the 1896 
Sanriku and the 1946 Aleutian tsunami earthquakes is quantified. We estimate the slip of the 
earthquake by numerically computing tsunamis and comparing their waveforms with those 
recorded at three tide gauge stations. For the 1896 Sanriku tsunami earthquake, the estimated 
slip for the model without the additional uplift is 10.4 m, and those with the additional uplift 
are 6.7 and 6.8 m. This indicates that the additional uplift of the sediments near the trench has 
a large effect on the tsunami generation of the 1896 Sanriku earthquake. For the 1946 
Aleutian tsunami earthquake, the simulation result also indicates that the additional uplift near 
the trench has a large effect on the tsunami generation. We conclude that the tsunami 
earthquakes are caused not only by a slow rupture process or a concentrated slip near the 
trench, but also by an additional uplift of the sediments near the trench due to a large 
coseismic horizontal movement of the backstop. 
Reference 
Fukao, Y., Tsunami earthquake and subduction process near deep-sea tenches, JGR, 84, 

2303-2314,1979. 
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Kanamoro, H., Mechanism of tsunami earthquake, PEPI, 6, 246-259, 1972. 
Okal, E. A., Seismic parameters controlling far-feild tsunami amplitudes: a review, Natural 

Hazards, 1, 67-96, 1988. 
Satake, K. and Y. Tanioka, Source of tsunami and tsunamigenic earthquakes in subduction 

zones, PAGEOPH, 154, 467-483, 1999. 
Seno, T., The 21 September, Chichi earthquake in Taiwan: implications for tsunami 

earthquakes, Terr. Atmos. Ocean Sci., 11, 701-708, 2000. 
 
 
2002年 9月と199 年7月 ー で発生した地震 波の

 

 

谷岡勇市郎 

 

  199 年 7 月 17 日 ー で s7 1 の大地震 発生 の地震

ー で最大 上高 1 及 大 波を発生 た 波 よる

1600 人 した また の 波 平洋を し 日本 で 観測 れた

日本 の 波 地震 動 よる地殻変動を とした 波として 明で

る ー の大 波を 明 るた ー 的原

（海底地 を ） と られている しかしま の原

明 れた で い  

2002 年 9 月 日３時 44 分（日本時 ） 199 年の地震の震 （ へ 100km）

で び大地震（ s7 ） 発生した の地震 s で る 199 年の地震よ

大 い ー ー C T で 地震 ー ント 2 7 1020Nm

と推 れた の地震 よる 波 上高 ー で 3 4 であっ

た また 波 よる ある のの 波 よる かったと報告 れている

ま 2002 年の地震 199 年の地震よ 大 かった かか ら

での 波 か 小 かった事 る 2002 年の 波 平洋を し 日本 の

で観測 れている 2002 年と 199 年の 波波 を ると 2002 年の 波

199 年の 波 大 いか同程度である事 分かる れ 2002 年の地震

の 199 年の地震よ し大 かった事から 当であ ま 199

年 ー 地震 よる 波 ー （最大 上高 1 m）

常 大 かったと る の観測事 Tanioka(1999)の 同 199

年の地震で発生した Sissano agoon の大 波 的原 よる のである事を支

る  

 次 2002 年の地震 よる発生し日本で観測 れた 波 で 明 で

あるか か るた 波 を行った oussines を 的

分 で いた ッ １分た し の 20 で行った

ー ー C T よ 行 110 2 2 とした 地震

後１日の 震 よ の 100km 0km とした 地震 ー ント 2 7 1020Nm
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よ 3 1010N/m2を し 1 とした ら 地 よると

Wewak の い か 島 地震 よ 30 40cm 隆 した事 報告 れている

の隆 を上手 明で るよ の位 を た 日本での 波観測波 と

波 の ると 名 の観測最大波 で てい いの 気 る

れた波 おお 観測波 と一 している ま 日本で観測 れた 波

地震 よる で 明で る事 分かった  

結論 

199 年 ー 地震 よる Sissano agoon の大 波 的

を及 波発生原 （海底地 を ）であったと られる  

 

 

大学 同 時地震観測 よって れた 

島 島 日高 の震 分布と震  

Published on ull  arth  es  Inst  niv  Tokyo 77 199 223 2002 

 
勝俣 啓１）・和田 人１）・笠原 稔１）・岡山 宗夫１）・一柳 昌義１）・石川 春義１）・
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 敦 ）・小森 也 ）・ 田 弘 ）・ 藤 ）・小  ）・和田 博夫 ）・平

野 雄 ）・西田 平１ ）・ 島 １１）・ 平 司１１）・大島 光 １１）・平野 
一郎１２） 

 

１）北海道大学大学院理学研究科附属地震火山研究観測センター ２） 北大学大学院
理学研究科附属地震・火山噴火予知研究観測センター ３）山 大学理学部地 学
科 ４） 大学地震研究 ５）名 大学大学院理学研究科地震火山観測研究セン
ター ） 大学教育学部 ） 沢大学大学院 科学研究科 ） 山大学理学部 ）

大学 研究 地震予知研究センター１ ） 大学 学部 木 学科 １１）

大学大学院理学研究院附属地震火山観測研究センター １２） 島大学理学部附属
西島 地震火山観測  
 
  group o  seismologists rom eleven universities operated a dense temporary 
seismic network rom uly 1999 to uly 2001 in and around the Hidaka Collision 
Zone  Hokkaido  apan  where the urile Island arc and the northeastern apan 
arc meet and collide  ll wave orm data were telemetered by way o  a communication 
satellite and recorded continuously  We obtained seven thousand well located 
hypocenters and 3 1 ocal mechanisms  This research orms a part o  The new 
Program o  the Study and bservation or arth uake Prediction  in apan started 
a ter the Hyogoken nanbu ( obe) earth uake in 199  
 
 

 53



 ive years super slow aseismic precursor model or the 1994 3 

Hokkaido Toho ki lithospheric earth uake based on tide gauge data 

 
ei atsumata and inoru asahara 

Institute o  Seismology and olcanology  Hokkaido niversity  Sapporo  apan 
 

Shinzaburo zawa 
Geographical Survey Institute  Tsukuba  apan 

 
le ei Ivashchenko 

Institute o  arine Geology and Geophysics  uzhno Sakhalinsk  ussia 
 

Here we present a super slow aseismic event model prior to the magnitude 3 
urile Island (Hokkaido Toho ki) earth uake on 4 ctober 1994 based on data 
recorded by two tide gauges  located 0  1 0 km rom the earth uake epicenter  
oth instruments recorded several cm o  subsidence during a ive year period 
prior to the earth uake  The observed signals are consistent with a precursory 
uasi stable slip on the western hal  o  the Hokkaido Toho ki ault plane  When 
recognized  such aseismic events can considerably improve our intermediate term 
(several years) prediction capability  

 

utomatic Seismic Tomography  o ou elieve Human or Computer  

ei atsumata1 and Naoto Wada1 2 
1Institute o  Seismology and olcanology  Hokkaido niversity  

Sapporo 060 0 10  apan 
2Now at Shibetsu cho town o ice  Shibetsu cho 0 6 1632  Hokkaido  apan 

 
How much laboratory automation is possible in seismology  We conducted an 

e periment to compare seismic tomography images using arrival times picked by 
a computer and a human  I  the computer gives the same tomographic image as that 
the human gives  seismologists have no need to insist upon a manual picking o  
arrival times  We ound that une pectedly a computer is able to provide rather 
good results  

 

 

1994 年北海道 地震 関 る 研究 
 

高橋浩晃 

 

 1994 年 10 月 4 日 発生した北海道 地震（ 2） ， 年の日本で発生した

地震の中で最 大 のである 関 ら ，高 ・ い れの っ

た のか ， ータ のた まで られてい い ある．当時，

北大 1成分（上下動）の ータしか ，また， ミック ン 12
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ットと まかったた ，北大で れた 震分布 大 まれていた．

当時，気 波 地 の 前であったた ， られた観測点での震

業であ ， の 度 あま よ い．国 地理院 国 100 点の GPS 連 観測

を の地震の 4日前から を していた のの，震 から１ しか ータ

られ いた 地殻変動から の を行 と であった． 

 と ，当時， 気 おいて 的 波 地 れてい

た と 最 明した． のた ， の ータを したと ， 分 る

る である と 明らか った． の ータと北大の ータを一 して 1994

年の震 を る 業を した．気 の観測点を れる と よ ， 中

の ータ ，震 度 大 上 る と れた．また，

の気 震 ータ 同時 る と よ ， を議論 るの る 度

で震 で る と 明らかと った． ， 震の 業を 施してお

， で 10km 下の 度で震 れている．本研究を進 ，最

震 を る と で れば，1994 年北海道 地震の を る と

と ， の地震を した 関して 新た 知 られる のと

れる． 

 

図：（左）1994 年 10 月 4 日の北大の観測網．（右）気象庁の津波早期検

地網と北大観測網の一元化された観測網．羅臼・中標津などが加わるこ

とによりカバレッジが大幅に改善されたため，震源決定精度が向上した． 
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北海道 お る GPS 観測 
 

高橋浩晃 

 

 活動的火山である北海道 おいて北海道 地 研究 （GSH）・ 気

・国 地理院（S ） している GPS 連 観測 ータを高 度 し，火山

地殻変動の 出を行った．GSH，S と ， 野電気 の 1 波 信機を している

た ， 辺の 2 波観測点の ータから電 ータを し， れを 1 波

ータ 当て た を 施し，電 の を した． 結 から ，山 を

の で， 一 の の び 出 れた． ら ， の 変

ータを いて，点 を たと ，山 下の 3 4km まった． れ

， の噴出 の岩石学的 と 一 る と 明らか った．GPS の

ータ 1997 年 られてお ， れ 前 関して 明 ， の

を前 の噴火（1929 年）まで一 で 分 ると，1929 年噴火の噴出 の

と 一 る と かった． 上のよ ， の地下で ， マ マの

進行している と 明らか ， 後と を して

ある． 

 

 

図：駒ケ岳の GPS 観測点分布図 
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地震記録から推 れる２ 年北海道 島 地震の震 程 

 

本多 亮・笠原 稔 

 

２ 年１月２ 日 北海道 でマ ー 6 7 の地震 発生した の

１ ４年 ったマ ー 3の北海道 地震の震

る の地震の C T られている 震 から 地までの またマ

ー 小 いた GPS 測地学的 ータ 地震波 から を 出

と である れ して 地震 static 成分 て 波

まで記録 れてお (Sasatani and asahara  19 ) 震 での 関 を

している ある 本発表で 地震 の記録と理論波 との よ 震

程の推 を た  

波 っ と観測 れた N  T S  H   の５ の観測点を いて

を行った 理論波 の 波 を い を した 理論波

C T から られる２ の いて を行った (1)

3 の dip slip (2) ５ で ートを 平 るタ である  

測地学的 ータ 地震波 よる震 程の推 中小 の地震 いて

波 まで記録で る 地震 の記録を同時 いる とでよ しい震

の 報を るの 目的である の で 観測点 の の を

る と で のい 結 られ かった  

文  Sasatani and 
Kasahara, P.E.P.I, 37, 
124--134, 1985 
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2002 年 ・ ッ ン 海での海底地震観測 

 

北海道大学地震火山研究観測センター海底地震研究分野 

（文 ・島村英紀） 

 

 と と大 あったと れて 大西洋 生した の 事

たの 6000 年前であった ま いまの ーン ン と ー

地 の と の大 った の後 るまで 大西洋の底を 北 ってい

る大西洋中 海 の山 部分から出て たマ マ て ま 海 の 次

新しい海底を造っていっている ま 大西洋 っていっているのである  

 北大西洋 生した事 の ま 日本 島の 生よ 3 い しかし

れ して 地 の 史を 1 日 たと たと か 1 分前である 地

か らの を変 て ているのである  

 の大西洋の 生と の後の 史 ま 多 の っている たと ば

ーン ン の大 から かって顕 海底山 びている 山 の

600km る ーン ン と れる山 の海底山

と と（ ーン ン ーを た）大 った のの か ら の

か あるい 海底 ってから らかの理 で られた海底 の のか かっ

てい い（ 1 観測地 ）  

 の研究 の 海 らの の のかを 明 る と 目的

の と であった を る 地下構造 手 る し大 らば

大 の れ まで知られてい かった 事 ていた と

一 で れば 海底 って 後 れ 知られてい かった の事

ていた と る  

 の研究 一 の目的 あった れ ク ッ 海 一 海

洋底 大をしてい い理 を研究 る とであった ク ッ 海 と 大西洋中

海 の一部で ッ ンの西 を 北 っている海 である お大西

洋中 海 ク ッ 海 から北 ンセン・ ッ 海 いてお 北

海を している  

 のク ッ 海 年 議 と 発 れた ま 海底 大

して行 海 っている と 行しているの の 大 っ

て 海底 多 の海山 でいると と 海山 て のっ ら と

か km れて っているのである 海 で ート

一 ってい と れてお のよ あるの とである  

 た の研究 の の地下構造を して しよ とい の った 海

山 の らいの 生 ているのか また海山 いと の海底下

しかして 出 か の あるい 出 いの 海山 れているので いか

とい の 研究の目的 ったのである  

 と で 大西洋中 海 で生 出 れている ー ートと北 ート

れ れ地 を した 日本 で している の 北海道 西

地震（1993 年）を 日本 の地震 火山 また日本 島の 成 の
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の している のた 大西洋中 海 を研究 る と 日本を研究 る

と るのである ク ッ 海 の北 連 っている ンセン・ ッ

海 とと の二 の ートの の と で ある で て 二 の

ート 動いていると の の あるとい 位 を ているので れ

ら ートの動 を研究 るた のである（ 2）  

 のよ の た の研究の目的 北 の海での海底下の地下構造の

明 った 観測 2002 年の 月から 9月 か て行 れた  

 観測の手 として 北海道大学から 海底地震 と ーの大学

ンとい 人 震 を て 地下構造を る の った ンと

1 0 気 らいの 気を 中で噴 る である 人 の透 を で行

よ ン を った人 地震を って 地下の構造を し

研究 る と で る ま 地 の ント ンを とい のである  

 た 海底地震 た の 紀かかって 発し を て

たい ば 手 の道 である 国 信 の高い海底地震

い のた た たびたび大西洋 と ト の海（2001 年 ）

海（2001 年 2002 年 ）まで出か ている  

 観測 として ー・ ン大学 海洋観測 ー ン ー

(497 トン）を った 北海道大学から海底地震 の観測機 人員を ッ

ン で で海底地震 の をした  

 観測の 地 したの ッ ンの である ン ー ン っ

た 度からい ば の北 から北 点までの 分行った の高

度 から 最北の である といって 人口 1000 人（一 7 0 人）

しかい い から 海 れ でいる を と で る   

 一の研究目的のた 月後 一 の 海 二の研究目的のた 9月前

一 の 海 の 二 の観測 海を行った 最 の 海 12 日 で

西村裕一と山田亜海( 2) した 二 目の 海 10 日 で 島村英紀と村

井芳夫 した の か ー・ ン大学の研究 技官 れ れ

の 海 同 して 共同研究として観測を行った お 二 目の 海 ッ

ンから出 して ー北部の 北 69 度のト までであった

ト 北 の中 ある として 最大の で 人口 3 000 ある  

 観測 い のよ 海底地震 を の測 って の後 観測

で ンを して人 地震を行った ン 大小7 を て

っと まで 波 を よ 同 を っている れ よって 海底下

0km らいまでの地下構造を る と で る ン 1 0 気

の 気を った 気の大 で 地震波（ い 波）を発生 る  

 200km の測 の上で 2 m/s とい っ した で し

ら 20 と ンを か た の一 の ン と 0m と

20 の海底地震 記録を る から として 大 の ータ る  

 観測を したと っと した と 山であった ッ ンの

辺 で 山 っている の海 で 多 の 山 ーン ン の

海 て 山 った の 山 海 とって であるばか で
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海底地震 の設 大 支 る い た の 2 の 海と

山 れ の とい 山の 最 い を

あった  

 人 地震 ったあと 海底地震 の を行った 海底 ある海底地

震 から 波の信 を って 海 まで 上 る の信 れ

てお 設 してある 20 の海底地震 の の の のと 信 る と

で る  

 海底地震 上 の信 を したら 海底地震 分で ト を

し 分の で海 まで って る 海 あれば 海底地震 真上 上

って ると ら いし 海 よって 出た 波 荒かった また

った るから 上した海底地震 電波の発信 と 光電 を か る

と っている  

 電波信 知機で から 30km らいまで るし 光 6 km まで

る 光 で と 目を ら た しばら 前から の明か

を して の の中で 上を と る  

 海 上した海底地震 37kg ある 北洋の 荒れた海 る

た 高い ま 高い 海 上 か 20cm しか出てい い海底地

震 を ま る 業 外 大変である  

 して した海底地震 から記録 を 出して 北大 って った 記

録 れた ータ 大 ので を るまで 1 2 年かかる 大西洋の 史

いて 知 られる である  
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観測地 の研究の観測海  
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北 ート 北日本 北 ート っている 北 ートと

ー ートの を北へた ると，北 を て大西洋中 海 いている

の二 の ート の北部 あって， を中 して して

いる の の大西洋中 海 で ート 新し 生まれていて ー

ートと北 ート のよ っている一 ， の ら で ，二

の ート し のよ し っている （島村英紀 地震 島との共生

（岩波 ）から）  
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1993 年北海道 西 地震の震 での P 波 度ト (No.2) 
 

P wave velocity tomography in the source area o  

the 1993 Hokkaido Nansei ki earth uake (No 2) 

 

高波鐵夫 村井芳夫 渡 原 小平秀一 島村英紀 日野亮 沢 彦

原 藤 典 弘明 

 

 

日本海 の北海道 西 で，大地震（１ ３年 月１２日北海道 西 地震，

7 ） 発生し，震 内の 島 渡島 島の 地で多 の を った．と

波 よる 大であった． の地震の震 位 を るた ，地震発

生の １ 後から 時の海底地震協同観測 施 れた（日野・ ，１ ４）． 

高波・ （２ ） の震 を ー るよ れた海底地震観測

ータを いて当震 内での地震波 度の ー ン を ， れた P波 度

分布と 震の発生 度分布とを し， 度変 の大 い 的高 度

で地震 多発してい とを した．しかし， の後の から， のト

の結 し 地下構造の真の 度分布を していたと い ， いた２次

地下構造の る と 理 れ，結 の を られる

った． ， の を １次 平多 構造を して を

ると した． 

ータおよび  

，日野・ （１ ４），Nishizawa et al (1999) 日本海 で行っ

た ー ン よる地殻構造 の結 を し ら１次 を

した． 震 報 海底地震 の観測 ータの よる震 結 を いた．

の結 ，ト ー いた ータ ，北 41 6 43 4 ， 13 7

139 7 の海 内 た 震の ， 的 度よ まった１ ３１ の地震

であ ，の ２３ の S で記録 れた P 波 測 である． 上の地震 ータと地

下構造 とを，前 （高波・ ，２ ）と同 Zhao et al  (1992) よる

地震波ト を いて，P波 度構造を推 し同時 震 を行った．S

波 いて ，S 波 測 の 大 かったた の ン ー ン・ト

い かった．また 上の 常観測点の 測 ータとの併 行 かっ

た． 

結 と議論 

地震の震 分布を 観 ると， の地震 ， と １ km から２ km の

集中して ていた．また 平分布 関して ， 北１５ km １ km， １

km ２ km の 北 い震 分布であった．しかし 観 ると， 震

の で ていた のの， の分布 られた．と 本震の北 で られ

た北西 の ント 分布を した北部 震 と， 島西 い

北北西 のト ン を した 部 震 との２ の 顕 であった． 

の２ の まれた中 部で 的地震活動 かった．しかし， S の観測
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の 震 を ーしていたた ト の議論 ，２ km の上

部地殻 られる のの 平 の 範 震 であると られる． 

れらの地震活動分布と のト の結 とを して ると，地震活動の

高かった で 度 っているの 明 られた． の ， １５km

のト 顕 れている．また，本震の震 位 北 の

であった．最 地 で行 れて た の の研究から ， のよ 地震活動と

度 常との関 れて た． の で られた 度 常 常時 し

ていたのか，また の大 地震で生 た と関 した の のか 明

らかで い ，地震の発生 テン を る上で大変 結 れたと

い よ ． ら の ート で のよ のよ で して

いるのかを研究 る と 地震発生 テン を議論 るた 大変 であ

ると られる． 

前 の で ，北海道 で上部地殻 る２次 の 度構造 を い

た． の結 と の１次 多 構造 とを ると の結 出

れた と る．地震波 の と推 れた 度 常と ト ー の関 あ

るた ，３次 地下構造 明らかで い当 おいて ，

を る と るの ましいであ ．  

 文  

高波・ ，２ ，日本地震学会 予 集， 29  

日野・ ，１ ４，月 海洋， 外 ，３５ ４２． 

Nishizawa et al  １  Tectonophysics  ３ ，１ ２１  

Zhao et al  １ ２， ．G． ．， ，１ １ ２ ． 

 

 

海底地震 よる１ ５２年 勝 地震震 での地震活動  

 

高波鐵夫・村井芳夫・西村裕一・本多亮・勝俣啓・島村英紀（北大地震火山研究セン

ター） 谷川 ・ （ 研究センター北海道 研究 ） 

 

1 ５２年 勝 地震（ 2) 的 大 を出した で ， の後

の北海道と の 辺の地震活動 大 を た．しかし の地震を理 る

当時の観測 で 分であったと ， 多 の 明 点 れて

いる． の地震の震 大平洋 ート 島海 から北海道 かって

を た ート での地震である． の ート 動 か の の大

地震 し発生 るであ ．と で北海道 辺の 島海 で ク の

大地震の震 で 地震を し，い る し い． かで 当震

での の地震活動 る で， の地震活動の 下 大地震の前

と ら る か か， るの しい．しかし最 北海道 辺で た大

地震 同時的 発生している を ると して 出 い．と い 最

の地震観測 の と地震学の 進 よって の地震を と

ある． の一 として海底の震 で海底地震 を し， の か 地

 64



震活動を る と ある． １ 年 ，当震 で の の観測を行

って た． と 本震 の地震活動 目 るた ， の北 ４１度

１ 分 ４２度１ 分， １４３度５ 分 １４５度の海 で海底地震 １ を

設 した．観測 月２２日 月中 である． 

 

 

１  海底地 と S  

 

 

１ ５２年 勝 地震( 2) まで 明 れたのか 
—１ ５２年 勝 地震の ーと当震 での海底地震 よる 

地下構造 — 
 

高波鐵夫（北海道大学）・中西一郎（ 大学） 

 

19 2 年 3 月 4 日 発生した 勝 地震 新 日本 地震 （宇 美 1996）

よればマ ー 2（ s 3 w 1）であ 震 北 41 度，

144 13 度 0km の 島島 最 部での ート 大地震であった．震

の (1973) よる 波波 よれば 160km 70km から る

を ．一 3月 1日から 月 31 日までの 2 月 の地震の震 分布 (

気 2000) の地震 よって れた であったと れば の震

0km 200km から るよ い震 と る．本震 の 西 で

た． の地震の ータ 関 る研究 い かある．たと ば 笠原(197 )

と ida(197 ) (1973)の 波波 を と 地震 後 行 れた 測 結

と して最 ータを推 している． ida(197 ) 波の を行

って 震 から推 した よ 笠原(197 )の測地学的 の 最

であると ている． れ よれば 地震 ー ント o 2 3  1021Nm で
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ある． ら 最 の 波の波 ン ー ン（Hirata et al 2002a） よれば

地震 ー ント 1 7 1021Nm で れ anamori and nderson(197 )の地震波

よる 1 7 1021Nm と しい．また目 いて 波 時の

しを行った後推 れた地殻上下動変動分布から 最 大 った

海 よ あ おおよ 2 2 10３km２ の で 0 1m 上の地殻上下変動

った と られた． れ よって波高 6 m を記録した 3m の 多布

でと 大 ったと推 している． ら 本震時 地震発生

（Seismogenic Zone）の い部分で 4m 上の を っていた とを明らか し

た．また 下 4 pa 下の で 震 集中し 19 Pa の で 震 と

てい かったとい 事 から推して 的 下と 震活動度と の 関

関 あったと れた．後 勝 地震の で た 7 ク 地

震 的 の小 かった ている． れら 19 2 年の地震 よって

生 た 集中 よって た地震であ ． ら の震 の 島海 と日本海

の会 部 海 から 海山の れている( amazaki and 

kamura  19 9)．19 2 年の地震時 れ ーと いて 的 かっ

たよ である．また山中・ 池(2002) の地震の気 震記録の波 ン ー

ンから震 での 的 ー ント を テ 分布を 成してい

る． れ よると震 部で の分布の変 干大 い． 

上のよ 地震の の 的分布 一 で よる い られる

よ った． 

 19 2 年 勝 地震 発生して で 0 年 した． び のよ 地震の発生

を ると の 震 で海底地震 よる地震観測 地下構造 を

施 る と て であると られる． のよ と いて

関 機関の研究 と共同して 施 る 同海底地下構造 を している．  

 

 

子 地 での 観測 

 

高波 夫 

 

ーネ ー研究 との共同研究として 子 地 及び の 辺の地殻の変動を

る目的で １ 年 （ T）と 田地 (NIT) ック ・

ート ン を れ れ １ の ー 底 設した れ １

３年 地震観測 設 した と同 タ のセン ーである  

２ １年まで ３ ン で２４ ットの / 変 よる タ ータを

して 地の PC（ S の手 機）の ー ク 録して た の

ら 気 地 気 地震 の ータ 一 録して た ータ

大である とから 地 設 した４Gbytes の ー ク ての生

ータを して 録して た の ータ 録の 電 あると ら

中の から 一 電 を介して ター 記録の で るよ した し
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た ってワ ントン C ある ーネ ー研究 から 観測の を した

した る と であった 地で ータを記録した ー ク ー

タ ４ 月 と れた 地震火山研究観測センター った ー

ク ータ センターのワーク テー ンを介してテー した の

中から テー から C った 大 地震 発生

した れ れ の ータを電 を して い上 る と であっ

た のよ 地中 の観測 を 年 上 して た  

しかし 地の の し って 録 出したた ２

２年度 新た ータ 録 （S C C ） し ータ 録 トの 発 お

よび を して た． 地で inu の S を した市 の aptop

機を いているた の ー ト のある NI の マン

るた ータ 理 的 った また市 の ー クの の

上 い 地の aptop 機 電 と大 の ー クを る

と った した って 地の aptop 機の ー ク ータを

録 る か 日 時 分 一 電 を して 地の１日分の ータを

地震火山研究観測センターの esktop 機の ー ク 動 録している

の 動 ータ を介して行っている マン である

また S C C テ ータ ッ ー 出 子を設 た した

って 地と地震火山研究センターとの で った

タ で ータ と る お 部 の の 上 S C C 前の

録 テ と １ ットの / 変 ー を いている 的 ２４

ット / 変 の ータ 録 ー ン ッ る予 である  

S C C の設 後 の 下で 地震 発生し かの 震 た 震

震 から10km 1 kmの ある 記録 れたので  
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1 ．上 下地震の 記録 多観測点（NIT） 観測点（ T）下 最大地 

震（２月１３日 ４時１ 分 M3.8）の 記録 NIT KUT 
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非常 分布 る よる 2 次 SH 波の と 度分 (2) 

 

村井芳夫 

 

 

地 内部 多 の まれている と 知られている 地震波

ると れ し 度分 を生 る のよ 観測 ータから

分布を るた 波 の 分布を した理論 と

行 れて た しかし ば 観測から で の分布 度 非

常 高い と 明らか って たので れまでの を いた理論的研究の結

の範 の 分布 度まで か てお と である 村井（2002）で

非常 的 分布 る 平 波を て 波を し

1と位 度を oldy (194 )の を いた結 （ awahara  amashita 1992）

との を行った の結 波 で 度 高 る れ の多

の れ oldy の よる 理論波 から た 1

小 っていった 一 位 度の分 分布 度 高い で oldy

の を いた結 と一 していた 平 波 る

と ン 分布 る いて る  

分布の  

分布として２ の を る １ 村井（2002）と同

一 の れ れ 分布 る であ

る １ urai et al  (199 )と同 ある の の

ン 分布 る である と ての 同 で平行であ

ると る 理論波 分布の urai  amashita (199 )

の を ン 分布の urai et al  よる 分 程 を い

urai et al  と同 の で 1と 度の波 を る  

結  

(1) 1 

の分布 度 い時 1 の波 分布 よら

awahara  amashita (1992) よる oldy の を いた結 とよ 一 した

度を高 してい と 分布の 波 で oldyの よる

理論波 から た 1 小 っていった ン 分布の oldy

の よる と ー ーの範 で一 した の 同 の結

られた ig 1 時の a2 0 1 の の 1を で の

度 a の 分 k 波 である awahara  amashita よる oldy

の を いた結 である れから 波 で の多 の

れ 1 の の分布 度 で 分布の ると る  

(2) 位 度 

ig 2 a2 0 1 の の 時の( v)/ （ の S波 度 v 位

度）を awahara  amashita よる結 波 での
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である 位 度 の分布 度 高い で 分布 よら oldy

の よる結 と一 している と かる の 同 の結

られた の とから 度から 分布 度を る 分布 度 高い

で １次 の を した理論 であると る  

(3)  

本研究で の 分布を しているので れを と と で

る からの 波の クト を 波の クト で る と よって

を を 度 と して の波

から の 度構造を推 して た の 推 れた の と

度 の 分布の と理論波 から られた位 度の と 一 した

しかし る よ で い 度 であるとい 結

られてしまった の とから 分布を 度 と して 波の か

ら の構造を推 しよ と ると の し られ い

ある と かった  

文  

oldy  194  Phys  ev  67  107 119  

awahara  amashita  1992  Pageoph  139  121 144  

urai et al  199  Geophys   Int  122  92 937  

村井 2002 平成 13 年度 大学地震研究 共同研究（ ） 波 構造

と高 波地震波の 研究会  

urai  amashita  199  Geophys   Int  134  677 6  

 

 
Fig.1 The wavenumber dependence of Q-1. a2=0.1 and normal incidence to the crack surfaces are 

assumed. Boxes and circles are the mean values obtained for periodic arrays of cracks and randomly 
distributed cracks, respectively. The solid curve is the result obtained by Kawahara & Yamashita 
(1992). 
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Fig.2 The wavenumber dependence of   ( -v)/ . a2=0.1 and normal incidence to the crack surfaces 

are assumed. Boxes and circles are the mean values obtained for periodic arrays of cracks and 
randomly distributed cracks, respectively. The solid curve is the result obtained by Kawahara & 
Yamashita (1992). The dashed line is the value at the low wavenumber limit. 
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火山活動に伴う重力変化 

− 北海道駒ヶ岳 − 

 

大島弘光 

 

 変 を 出し，地下 お るマ マの 動 程を 明 るた ，北海

道の活動的 の火山 北海道 ， 山， 前山， 勝 ， おい

て， 測 を して た． 

 2002 年 前 の測 から５年 し， の 山 火口で小 気 発

れた おいて， 北大学と共同観測を 施した． の測 で ，

点 の西 から られていた とから の北

点を新設した．また 的 変 観測 れていた 山道 点

で ったた ，山 から山 びる を新た 設 た ， 点の

設 ，また 測 の 点 あ ，変 を る 点 い． 

 1996 年 3 月５日の 気 発前後 ， を る 変 観測 れた

，1996 年 い範 で を し， から た 山 火口

かって 大 る られた（ １）． の の変 タ ン 山

いている とを る． 
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１ 和４年火口からの る 1996 年 6 月 の 年変 ．

動点 の 30km ある GS 茂木 よ

る ． 
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 の 変 を茂木 （ 山 火口 下と ） よ ると，

の 3 7km，マ マ 3 109kg/yr（マ マ 度 2 00kg/m3と ）

と られた． の で 1929 年の噴火から までマ マの いてい

たと ると， れたマ マ 3 1011kg と 1929 年噴火で 出 れたマ マ

4 1011kg し，地下で 噴火の っている ある． ら ，推

れた の 山 下 びる震 の下 あた ，火山 地震活

動との関連 目 れる． 

 変 の を いて の 及びマ マ を推 した ，

変 られている とから を併 た 後の課 として れた．また

GS と同 れまで 点 設 れた とから， よる

点観測 の構 である． 

 

 

山 お る人 地震  

 

大島弘光，鬼澤真也，青山 裕， 

山構造 ー （ 表 岡田 弘） 

 

 山および 辺地 の P 波 度構造を明らか し， 山の噴火機構 マ マ

を るた ，火山噴火予知 目の人 地震 を 2001 

年 11 月上 山で 施した． の 9 の国 大学を主 0 名

して，2  点の地震観測点を設 し， で人 地震の 震を行った． 

 山 2000 年の噴火を 100 年の 1910，1943 4 ，1977 19 2 と４

の ト マ マ よる噴火活動を行った．い れの噴火活動 しい地震活動

と地殻変動とと 新山（ 岩 ー ー ）の 成を った．しかし，火口

新山の 成 れた地 ，前 活動とマ マ活動の 時 噴火活動 と

った． のよ いを の１ として火山 の構造 ある．

構造 マ マの を し， マ マの 構造を変 ， の変 また

マ マの マ マ を及 ． のよ マ マの上

の 成 マ マ 程を し，噴火地点 活動の 時 の いを生 て

いると られる． 

 で 山をとお る２ （NW S  および N SW ）を主

， 的 観測点を した．観測点 測 上で 2 0 00m，山 から km 

内で 00 1000m， れよ い で 2 4km である． 観測点 波

２Hz の地震 と ータ ーを設 し， ン ン 波 2 0Hz で人 地震動

を 録した． 点 ２測 の 設 た か， 山を よ 上

した． マ トの 山 から 1 km 上 れた NW S  測 の で

2 0kg， れ 外 200kg である．観測点および 点の apid Static GPS 測

および Static GPS 測 よ した．測位 度 れ れ１m 内および

10cm である． 

 73



 11 月５日の１時 30 分から 2 時 0  分 か て予 お 行 れ，

地震記録を 録 る と で た． 

 予 的 二 構造 を行 と， の 波 度 6km/s， の 度 北

から内 かって る られた． の 常 T

から れる の地 の地 である 新 の構造と 和し， ら 波

度 新 の ン の P 波 度 一 した．また 2000 年噴火

地震の震 分布と ると，前 地震を て 多 の地震 内で発生し，

れらの地震 構造 を ていると推 れた． 

 

 

山の2000 年新山 お る地震  

 

大島弘光 鬼澤真也 青山 裕（北大院理） 本 （ 大院理）  

原 和 田 夫 木知子（ 地 ） 

 

 2000 年３月 まった 山の噴火活動 山北西 ある 山および

山西 の西山西 を活動 として， れらの地 多 の火口 口し， しい

の 気 発 れた．同時 西山西 地 で 地下 部 マ マの を

る地 の隆 月上 まで ， 0 隆 して 2000 年新山 成

れた． の マ マを 出 るた 2000 年 12 月中 2000 年新山 おいて地

震 を 施した． の よ 海 （地表下 200 ） として を

る連 のよい 出 れた． の 新山の中 部で小 上

，マ マの よ 成 れた のある とを た． 

の構造の を目的 ，噴火予知 山で 2001 年 11 月上 行

れた人 地震 あ て，2000 年新山で を行った． 

 で 2000 年の 測 と 同 位 を設 し， および

を行った．測 190 m である．測 新山中 部をとお N SW びる

新山と 60 度の 度を ． で 波 4 Hz いし Hz の上下

動地震 を 1 m で設 し， S 1(  G SP C )を いて地震動を ン ン  

波 00Hz で 録した． で 10Hz の地震 を と

ー ン し 1 で設 した． 点 30m と 設 ，２本の （ 度

1m）内で 200g の マ トを し，地震動を S 1( G SP C ) よ ン

ン 波 1000Hz で 録した  

 の 度 200 で最下 の 度 2 7km/s と られた． 的 構

造として新山中 部 中 を 構造 られた．一 ， で 2000 年

の で 出 れた の下部 新た 3 4 の 出 れた．測

をとおして連 のよい上部２ の いて ると新山中 部

を る 連 られた． の で マ マを 構造 出で

かった 変 マ マの を してお い である． 
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中 火口 ま の 位・ 変 と  

 

橋本武志（北大理）・池辺 一郎（ 火山博 ）・吉川 （ 大理） 

 

中 の １火口 高 の ま ある． した高 の火口 ，

からの の 発 程 って大 の を 出してお ，火山の お る

大 であると る と 出 る． 中 で ， ト ン 噴火

る前 多 の ま る と 的 知られている． の お

いて， 位 度 ま 関 る の 理 を 的 測 る と ，

火山活動の予測を行 上で の と である． 

ま 表 からの を るた ，表 度 で の

知る ある． れまで， の あたって，国 地理院発行の

火山 本 （19 1 年 10 月 11 日 の 真を 成 れた の）を 照して

た．火山 本 よれば，当時の ま 高 11 4 7 m であ ， 高 から

ま を るとおよ 2 1 104 m2である．一 ，2002 年 9 月 3 日

行った測 で ， ま の 高 114  m， 4 0 104 m2 であった．

れらの から 明らか よ ， １火口 ，19 1 年と ると大

れている．お ら ， の の大部分 ，19 9 1990 年の噴火活動

った のと れる ，火口の地 変 しているので， 後 的

地 の測 行 と 推 の から ましい． お， yan et al  

(1974) の を いると，2002 年 9 月 お る ま 表 からの

1 0 200 W 程度である．  

    

Fig.2: Topography map (GSI, 1981) of the crater 
area. Dashed and thick solid lines indicate the 
edge of Yudamari of Oct. 11, 1981 and Sep. 3-4, 
2002, respectively.  

Fig. 1: Edge of the crater lake (Yudamari) on 
September 3 to 4, 2002 obtained by distance and 
dip measurements. Units of the axis are in meters. 
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ま の 位 2000 年 ，  m/yr 程度の ー で 下している． の 最

の の上 と関 あ ， ま 表 からの 発 進 れている とを して

いる ， の ま へ れる している と られる．

のまま 位 下し れば て 噴出 の活動 行 る 高い． 

 

 
Fig.3: Water level of Yudamari obtained by video image processing and triangulation. 

 

 

  前山北 山道 測 で明らか った上下変動(1997 2001) 

 

  ertical displacements between 1997 and 2001 along the mountain road on the 

northeastern slope and oot o  t  Tarumai  

 

森 済 

 

 1997 年 （7， 月） 集中 観測の一部として 前山北 山道 い 点

を設 し 名 大学と共同で最 の国 地理院の 点 4 60 まで い ら

中から ー ッ までの 同時 設 した  

 2001年 国 地理院 前山 辺の の と 測 を 施した の 同

年10月 北海道大学の点 測った  

 前山北北 9 6km ある 4 60 を 動と して の の上下変動を

た 高400m ( 山道４ 目 山 中 よ 北北 km)を 小として の

で隆 を し 目の 山道 点で最大隆 4mm 高300m で 大 1

2mm を 山道上 部の隆 山 の を していると られる

山道下 部の隆 原 よ から い  

 ４ 目から上の 点の 高変 いて の活動 い れ 山 火口からである

ので 山 下 を し 変 で る 最 の

の 2 9km 4年2 月 で 1 9 10５m３と られ 山 中 での最

大隆 6 6mm と る 当 の と ら 山道下 部の変動 明 れ い

上 の 大隆 で 0 mm程度の隆 と ってお の部分の隆 を 明 るた
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を る の ら い の での を変 ると 当 れら

の 変 る 山道上 部の測 結 を 明で るの 2 3 km

1 3 2 3 10５m３の範 であ い れ して て 小 を

れば ら い の の原 い い と る 山 の 活動の活発

いている と から 部からのマ マの いている とを してい

る ある  

 山道下 部の隆 の ( で 小 い か 山道 い で 3 km)

から て い原 を れば ら い 山 部同 で 明

を た 平位 を る る ・ ータ いので

る2 km の を 100 西 北 で 0 4kmから kmま

で 100 って の 子点を中 と る を して の

いて を行った の中で 観測 を 明 るの 最 の 山 から

N37 6 9kmの位 の 0 7km 4年2 月 10４ ３の

あったと る であった 当であると れる の中 位 平的

200 程度の範 内 0 0 9kmと て 10 10４ ３と

られ 山 中 部 られる のの 0 程度と小 い しかし予 れる最大隆

山 中 の よ ら いた 2 90mmと 一 大

い と る の の 平位 から 北 1 km ある

山 とい 小山 当たっている い火 れた森 地

で 地 的 報 し しい と から い  

 前山で 測 辺 測 及び 測 で 山 20 年 上

いている と かってお 測 で 山 れた と る 1996

年から小噴火を している 北海道 の 山道 測 で 噴火前からの隆

観測 れていた と あ 前山の 後の活動 目 れる  

 の 山道 の の点を測 して下 ータを提 して下 った

国 地理院 いたしま  

 

 

北海道の火山 お る地震学的研究 

 
青山 裕 

 

 2001年 火山観測 して ，北海道 ， 山， 前山の道 3火山

と 勝 おいて噴火予知研究観測施設の を進 て た． れ 火山活動

の とい で ，マ マ活動の 的 理 の構 の る

ータの を目 した のである． 

 ，道 3火山の地震活動 おおよ で るよ ，発震 の推

い かの ント して行 れた． で れらの成 いて火山 と

まと る． 
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山 2000年噴火活動 地震活動 下してから ，山 火口原下の 部 おいて

0 ク の 小地震活動 している．2002 年度 記 ント 発生してい

い． 

地震の発生 山 火口下の 6km まで っている と 明ら

か った． ら 部 おいて ，山 北 部で の大 地震（ 1 3）

時 発生 る ある．2002年 2月19日 の 9km で 1 2 の の

地震 連発し， の地震と て西北西 を タ と推

れた． の後2002年7月および 月 2 3の地震 北 および北 の 10km

で発生した．マ マ セ を る上で， のよ 部での地震活動 後

のよ 推 るのか， のよ で発生しているのか， 後 の た

れるテーマである． 

前山 前山 辺で ，山 の北西部の で

発的 地震活動 高まる と ある．2002 年 12

月と 2003 年 1 月 発活動 あ ，3 の震 集

中 れた．196 年の北大 よる 時観測

前山の西 での地震活動を してお ，北西部で

の地震活動との関連 れる． の いて

， 後の ータの たれる． 

勝 2003年2月 日 37分 の火山 動

発生した． 動中 い かの地震 れる．

最大の の 時27分 の地震で， 波地震

分 れる．地震波の 度 の2 を

と， の地震 して大 テッ れる．

テッ の大 から， 動 時 お る

波動 出 ネ ーの ， 動 よる ネ

ーよ の地震１ よる ネ ー

る の 大 い と 明らか った． 

． 勝 で2003年2月 発生した

動の2 と の波 ．

最下 T 観測点の記録を 分し

て た変位波 の 大 ．  

 

 

2000 年 山噴火の 程 関 る研究 

 
青山 裕 

 

 火山噴火 いしばしば 観測 れる． お るvolume lu の時

変 を しているた ，火口 お る の 動 関 る 報を している．

の火山噴火 おいて ，火口 の の 動 関 る 報を る と し ，

地震波 を て火口 火道内部の 学 程を ている． 

 2000年の 山噴火で 北西 多 の噴火口 ， 年 上 たって 気 発

れた． の 発 よ れた多 の の 波マ ク
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ン観測 よってとら られ， の ータを いて の推 活動 ターンの 明を行

った．また火口底の 記録を したと ， の れている の

火口 の 子 明らか った．火口から 連 的 火山 出 行 れている ，

らかの原 よって 出 一 （1 1 ）し， の後， び る

の あ て 出を る． 出 る理 明 ， ば火口 辺

まった 動して火口内 るとい ー られる ． の

の 時 と の の時 で てい いので の と同時

れていると で い ， の 火口からの 出を る ら

かの の し していた 高いと られる． 

 のよ の と ，3月31日の最 の噴火（小 ン ）

って連 的 観測 れている． 0次 として火道から出た気 変 し

いとい をお ， の の から火口での 出 度の ら を推 した．

の結 ， の を 明 る 出 度 20m/s程度の ら あれば いと

られた．噴石の から 火口での 出 度の 100m/s 程度あったと推測

れるので， ら

の のおよ

1/ 程度を てい

る と る． 

 ータ あ

まで 火口よ

上の 報しか

でい いた ，火道

火口 辺での

学 程を るた

の 報

である．地震

ータ の一 である ，大気 動と地動 ッ ン しているた ， の ータを

一 お とと る 干の ある．理論的 で 野外 発

を して， のよ の を る とを目 している． 

 

． 出 出 の の ー ． を

ると同時 の れていると られる． 

 

 

テ ータ の  

 
青山 裕・石川和也（ テク ）・前川徳光・大島弘光 

 

 山 上 電 の しい地点 お る地震観測を る目的で，

（ ） テク よって 小電 を いた テ ータ 2 発

れた． のテ ータ 信機 れた 信 を 信機から 信

として出 る ので， の 程で信 を一度 タ 変 している． 火山

観測 2 を いた連 観測点 あるた ， ータの ックを て ンク
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ン ネ ータ 地震 を いて 2の を行った． 

まで 大 2 の 点 ある と 明した．1 ， ト 波

の タ の 関 ると れる ー ト 干 れる と． 1

波 で 干の られる とである． テク で れらの を るた

の 業を行ってお ， し次 2003 年度 火山観測 て を行 と

を予 している． 

 
 

道内火山 お る噴火予知研究観測 の ICP/IP ネットワーク の推進 

 

青山 裕・大島弘光・前川徳光・鈴木敦生 

 

 噴火予知研究観測施設の おいて， の TCP/IP 1 の大

トを ている．TCP/IP を る と よ ， ータ の 上， ータ 変

の ， 業 の 上，施設設 の ある． 後 ら

ータ の まれる ，道内の火山 辺で で る として

行 れてい いと 多 ， た 手 の 発を観測 一

と って進 ている． 

 

．北海道 お る ータ の ． 
 
 

北海道 火山 お る人 地震 3次 P波 度構造  
 

鬼澤真也・大島弘光・青山 裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・岡田 弘 

 

北海道 西北海道 位 る活動的 火山で， 史 ， 発的 マ マ噴火
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気 発 記録 れている． 年で 1996年，199 年，2000年と小 気 発

れ， の本 的マ マ噴火の れている．高い噴火 テン

を る火山 おいて， の噴火の前 マ マ活動・噴火活動の としての 学的

を推 してお と であ ．また火山活動の タ ン よる震 ・地殻変動

ータの推 の高 度 ・ のた 地下 の を理 してお

と である． れらの目的のた 2002年9月から10月 火山 おいて 部

3 次 地震波 度構造の 明を目 した人 地震 を 施した． の で P 波

度 いての ミ ー 結 を ． 

P 波 度の推 火山 および の 辺 した 221 点の 時観測点で られた

の発 記録から の 動を ータ いた． の ータを い，(1) 時

の 成，(2)time term よる 度・ 度の推 ，(3) ン ー ン よる

3 次 度構造の推 ，とい 手順で を行った． の結 ， 0 km および 1  km

で(1) 火山を 西，北， の 地での 度 ，(2) の

辺 木地 山から森川山 る 西 の 辺山地での高 度 ，(3) 山地か

ら 山 下までNW S のびる高 度 られた． 

れらの結 山 地での 常， 辺山地および から 山 下 のび

る高 常とい ， の地 の ー ー 常と非常 的である． の地 の表 地

および山 の 地 い，西・ の 辺山地で 新 出してい

る．また 山 で の 1000 m ー ン れ， 山地から 山

下へNW S のびる高 度・高 常 で 新 られ

っている と， の 西で 海 下 1000 m で しておら ，新

している と かっている． の 結 的 れらの地 構造を

した のと られる． 

 
 

２ 年 山噴火の推 と の後の観測  

 
前川徳光 

 

１．  

1977年 発 した 火山観測 ， 年2 年を た．観測 の 1977年4月

発 していた ，観測 の 設 事 れる前の 1977 年 月 山 噴火活動

を したた ，山 設 れた を 点として観測研究 れていた．

の 任 の であった．活動 いた 197 年春 って観測 新設

事と常時観測点の れ，観測 の発 から1年 後の197 年10月 ，

成した． の後観測 で ，19 1年 前山を として，北海道

（19 2 年）， 勝 （19 年）， （1992 年） おいて 噴火予知研究とし

て常時観測 観測の支援を行って た． の 勝 で 19 年から19 9年 か

て噴火を した．また集中 観測 火山 構造 噴火活動時の 観測

る と 出 ， 大学の 生 技官の と 知 機会をいた いた． 
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山 一 3 年程度の で噴火を と れている． れ ， 官まで

山の噴火を る と いと っていたとい の と である．しかし

ら の予 して， 山 2000 年 3月 1 年 噴火活動を した． の3

月で 2000 年噴火の から 3 年 る． の 3 年の ，噴火活動 時観測

の設 同観測 よる 山の火山観測，新 火山観測 の設 ，道 3火山の

観測 行 れ，観測 の観測研究 2000 年噴火の前と大 変 した．

下で 山2000年噴火および2000年 の 火山観測 いて る． 

 

２．2000年 山噴火と 時観測  

山の噴火活動で ，顕 前 地震活

動と地殻変動 られる と 知られ

ている．2000 年の 山噴火 3 月 27 日

の火山 地震から まった．2 日 明

から 地震 し，地殻変動

表 れた．活動 の地震の震

山の北西 推 れていた．29日

マ ー 4 2 と の大 地

震 発生し， の から震 へ

大した．地震発生 度 30日 ーク

し， 度 した 31 日の 13 時 7

分 山西 の西山山 から噴火 ま

った． 4月1日 山北西の

山山 から 噴火 ま ，多 の火口

成 れた．また噴火 と前後して火口

での地表の隆 まった(岡田，

2002)． 

1 市内 設 れた の

火山 時観測 ．2 ミーテ ン ，1

テ ータ である． 火山観測 とし

て，また 同観測 の本部として 1 年 活

した． の後，同 の 4 設

れた． 

前 地震活動 活発 る中，噴火 よる で観測 で る とを

，観測 テ の と る 時観測 の 点を た． 地 ，火山 一

で ， ータ いる タ で る として， 山 10km

の 市 外を ，29 日 設を ，30 日 の 設 事，電気 事

った．後 を の であった ， れを た 西山西 から噴火

ま ，観測機 観測点を新設 る して，観測 の を進 ていった． 

噴火 後，ま して噴火 マ マ 気 発から 気 発 推 した． の

後 小 気 発 した ，噴火前から いていた地震活動 4月中

い と った．火口 辺の隆 活動 月中 し，9 月 一 して

まった． 地震 噴火前の った ， 山火口で

を 小噴出 2000年 まで観測 れた． 

 

３．新 火山観測 へ 

 火山観測 次 山噴火を した 2000 年度の観測 して

いた． の中で ，噴火活動 ， 山の山 一 で 火山活動
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施 れて クセ で る施設として， 山の kmのと 後 観測 （分 ）

を 設 る と の1 として予 れていた．しかし， の噴火活動の よ

を れた． 山の活動 月から 年 たって いてお ，

の と あって新 火山観測 設 の 施の 進 られ，分 の 地 新観測

の 設地 ばれた．2 ての新観測 ，2 研究 ，1 ータ集 理 と

観測 員 を設 ，地震 を設 るた 下 ットを 地震 を

設した．また， ー の 設 行 るよ ， ータ集 理 と研究

井とした．一 ，噴火前の 観測 分 とし，観測機 の

を行 業 ー とい で ，地震 ， の多項目観測点として機

るよ 位 た． 

新 火山観測 2001 年 3 月 成し，３月 日で ータ集 理 テ の

と共 火山 時観測 を した．観測 い火山活動研究分野の主 を

ン へ し，新 火山観測 4人の 員 よ 後で る道 ３火山を と

した観測研究 と った． 

 

４．道 3火山での観測  

新観測 で ， 山 い

噴火 れる北海道 およ

び 前山 おいて 観測 の を進

ている． 時観測 への を

した教 から，観測 から れた れら

2 火山 噴火の の観測 点と る施

設 であるとの ，

， クセ し の

を た 地点 分 を 設した( 2)．

分 観測 内と 同 テ

してお ， の火山の ータ 集

られ， ータの の と，

震 の 本的 理 行 る

れている． 

 

2．北海道 設 した 火山観測

森分 ． 
分 のよ を た る と

で たの ，2000年3月の 時観測 での観測 テ 構 ， ータ TCP/IP

ネットワークを している と 大 い．TCP/IPネットワークを る とで る

ーマットを 多 の観測 ータを同一の で で ，PCを いて ー

タの中 分 行 る． 地震 地殻変動の ータ で GPS 1分 の

の 行っている．分 から TCP/IP ネットワークで観測 へ ータ してい

るた ， 観測 から観測点の機 へ クセ して ンテ ン で るとい 点

ある． 
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しかし ら火山観測で 山 上 観測点 設

れるた ， 電 で い

多い． のよ 観測点で 高 位か 多項目

の観測を行 た ， 機 の 電 高

で る 機の を行って た． 3 した

観測点で ， ー ー ネ 3 で

地震 ， ， ，テ ータ ，

機を ている． れらの ータ の 信

観測点でIP ット 変 れ観測 分

れている． 

ータ TCP/IP ネットワーク った事

大 変 であった． ン ー ー テ

ー を いていた1977 年の 山噴火の と

ると，観測 テ の と れる技 っている． いるの っ ら

NI の S れた ン ータであ ， しい マン を新た れば ら

かった．またIP ーテ ン テー の 理， 大 の ーター PCの

とい ある． ンテ ン ネットワークの知 れ， し

0の手 い と ったと であ か． 

 

3 の 観測点．機 の

電 0m 程度である． 

 

５．まと  

 山の噴火から3年 ，活動 後の 変動 小 って ている．

次の 山噴火を で る と いであ ．と い ， 機 の技

進 して ，火山観測 観測の の し とい 常 まと ．

新しい観測 観測 の を進 て た とで ，火山観測 と れる

技 の 上を目 してい たい． 

 

 

 山の 2000 年噴火 して ，多 の 生 技官の まからお をいた

ました． 記し， てお し上 ま ． 
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の予測と 報・助 の活 （前 地震発生から噴火 まで），平成12年度科学研究

助 研究成 報告 （ 表，岡田 弘） 山2000年噴火と火山 関 る

的観測研究 ，34 7． 
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北海道北部 地 お る３次  
 

茂木透，山谷 介， 波 ，西田泰典，高田真秀，一柳昌義（北大・理） 

 

 本研究で ， よる３次 地下構造 を行い， の 点を した．

ー として 地 北海道北部地 である． の地 の地 日高

の変成岩， 成岩から る． の地 の，西 で 地殻内 地震 多 分布している ，

分 地震の ら い地 である． 

 ３次 を行 た 測点を平 的 分布 れば ら い ，日本のよ

山地の多いと で ，理 的 で測点を る と しい．ま の点 ３

次 の 点である．また， の として の を い点 ある．

地磁気の 一月 られた日しか いし， の い日 の る日 の と

ある． 

 の で ， ック T を した． の 機 磁 セン ーとし

て ン ク ン ，電 電 を いて測 る．観測 波 3 4Hz

0 000 Hzで， の の40 波 いて と位 を る．観測時

常 の1 時 である． 

 れた電 ，磁 の時 ータ ， 波 る クト 変 れる．

平磁 成分 ， で 一 と ， ー よる を るた

る２点 の 平成分を いて ート ン 理を行った． れ よ て

の クト ク クト として られ， ー を られる． 当 時

内での クト の変動から ン ー ン の ーを し， れ よる を

た よ 最 的 ン ー ン と ーを 出 る． 

 常の ータ 理で ， のよ 測 の いての ン ー ン して，地

表 の ー 構造 よる電 の トー ンを し， ー ２次

構造 る電磁気的 を る．しかし， れ ２次 構造を前提とした 理であ

してい い． 

 ま ， 西 ５点を と の測 として，測 の電 と れ る

の磁 よる および位 を いて２次 ン ー ンを行った． れら

の結 よると，地表から 10km位までの 部で 1000 下の られ， いと

い．また， の で ，西 で る られる．

れよ いと 分布 る ， 測 でか ， 測 で 1000 100

下の い と変 ら い を ，C測 測 で 1000 3000 上

の高 を 分布 る． 

 次 ３次 ン ー ンを行った． の結 よると， 度 km位までの 地 西

部で 30 下の 分布 る ， れよ 高い を し，

部で 1000 位の高 を と ある．10km ると 西

100 位の を よ る．しかし， 西部 ると

い． 

 2 次 ン ー ンの結 と３次 ン ー ンの結 を ると km で ，

同 分布と られる ， れよ 部の 構造 明 っている．
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の一 の原 ，2次 ン ー ン 測 してT ー ってお ，地表

分布 ると 部の構造 して 度 非常 いた と られる．２次

後 T ー （測 の磁 と れ る電 よる ン ー ン ）

た ン ー ンを行 ある．また，北 海 いので の を て

部（ ま 測点から れたと ） れる ある． 

 の結 で ，西 の地震 多 っていると と， の地震 いと

でと地下構造を ると， 部で 西 とい い られた ， 地震

っている 20km よ いと で 構造の 明 で かった． っと いと

い あるのか しれ い． 

  

 

勝 ・ 大地震予知のた の電磁気観測 
 

茂木 透，高田真秀，森谷武男，笠原稔 

 

北海道大学で ，1996年２月よ 道 の （NI ）および6月から （ ） お

いて地電位変動観測および ック ート磁 よる地磁気変動観測を行って た．

で 本（ 10km）， 本（ 100m 程度）で地電位変動観測

をしてお ， で 当 ５本， ５本で地電位変動観測をしていた ，

電 の光 ー ， ， １本の 観測 である． の

の一 の電 ，地殻変動観測 内 設 れている． 

 2000年 月 ，北海道大学と理 学研究 地震国 ンテ 研究と 共同で，

（N ）， （ ）， （ H） 観測設 を設 した． の新設地 で ， れ

れの地 ある北海道大学の地震・地殻変動観測 と れから 10kmの れた２地点，

３ ， い る２ （ 0 100m 程度）を いた． の

よ の観測点を と よ ，観測 れた地電位変動 地的 変動であるのか

地 的 を った変動であるのかを で ると られる．また， 電 ，電

1m 位の で平行 ２本 ， の変動 同 である とを ック る と

よ ， の電 よ 発生 る を られるよ した． よる観測 ，

観測点 を結 電 を いて行っている． ， １本， １本である．また，

12月 ック ート磁 を設 した． 

 観測 いている ー ， テ S S93（NI ， ）およびS S96（ Hの

多 ）および 山 業 S3300（ の ての点）を いている． のと ， ータ

と の地点で 10 ン ン である ， の磁 ータの １ ン

ン である． 

 2002年 月よ ， 中川， ， 観測 おいて， H 電波 常

と地震発生との関 を る観測を した． れ れの観測点 おいて， の の

からの電波を 信し， の で 常の発生した を で るよ

観測 を る とを している． 
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火山， 火山での地磁気・地電位変動観測 
 

茂木透，谷本 ， 波 ，山谷 介，高田真秀，西田泰典 

 

（１） 火山 

 火山で ，2000年の噴火時から トン磁 よる地磁気観測，地電位変動観測

を ている．2001年度 で観測中の地点 下の である． 

地磁気観測点  

 小 ，地 前， 日 の沢， 地， 小学 西， 西  

地電位変動観測 

小 ，地 前， 日 の沢 

2001 年度 道 地 研究 と共同で 施した 2000 年噴火地 を中 ， ，テン

ータを下 3次 構造 の 成を た． ミ ー

結 で ，西山火口の 下 部まで びる られる．また， の

火口の 下 られる． の と ，西山火口と 火口 の火

山 の上 を っている とを る． 

 

（２）  

 で 1996 年の噴火後から， 内で地電位変動観測を した．2000 年の

小噴火後， 目 で 地電位変動観測を し， の２地点で観測を し

ている．地磁気変動観測 ，2000年の小噴火後から， の ， 原 山口， 目 ，

ッ ン の４地点で観測を行っている． 

 2000 年の噴火後， 地点の地磁気の と 変 い ，2002 年 よ

目 の 下し たよ る． 推 を る ある． 

 

 

マト での地電位変動観測 
 

茂木透（北海道大学大学院理学研究科），田中 和（ 大学大学院理学研究科）， 

dy  rsadi  jedi S  Widarto ( ン ネ 科学院地 学研究 発センター)  

 

1997 年 9 月から， ン ネ 科学院地 学研究 発センター（ CG IPI）と共同

で ン ネ ・ マト 島 ある ワ地 で地電位 変動観測を行っている． の結

いて ，茂木・ ，199 ，茂木・ ，1999， ogi et al  2000 で報告して た．

の後，観測機 の よ 分 ータ られ かった ，199 年9月 よ 機

を し，地電位 観測 て 測点で地震観測および 観測 した．また，

ン ン 97年 10 であった ， れを１ した．しかし，１

の ン ン で観測を るの ， 地の電 事 から ッテ ーの

， か か であった．2000年 月 電池を設 る と で ， の

し， れ １ 連 して れている． 

ワ地 マト 島 部 あ ， 1700km 及 マト の上 位 し
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ている．本地 で ，1994年 s 7 2の地震 (Widiwijayanti et al 1996)，200

人 上の を出 大 生 た． の地 で の前 1933 年

s 7 の地震 ってお ， 年の ク で大地震 発生している． マト

， ン 洋 ート ン ークの西部 あたる マト 島の下 北 かって

でいるた ， れ られるよ 動 れ で， ッ ート

北部で 23 3mm/yr， 部で 6 4mm/yr と られている( ellier and 

Sebrier 1994)．地震 ， マト 上 発生 る と ある ， マト 島の西

海上で多 発生している． 

地電位変動観測 ， ワの から km 位 れている IPI の観測 を 地 して， の

 siteを設 ， れ れ 10km れた （北 ） C（ ） （西） （北

西）siteを設 した． れ れの測点 おいて，電 の mとし， 北， 西

の電 を２ 設 し 電 発生 る ックで るよ し

た．また， の中 電 の変 を ック るた ， れから１ 位 れたと

助電 を ， れらの の電位 測 る と した．  site ック ート

磁 を ，磁 の変動 観測している．電 表 を した を い，

１ 位の の中 電 地 （ ー ）を れ， の中 電 を設 した．

ータ 10 ン ン とし， の記録 山 業 S3300 ーの ーを

20 して いている．また， 点 地震 と とを設 している．地震

上下動 の観測で，１ ン ン ので，地震波の 分る ，波 ータ

れてい い． 

れまで ， 多 の co seismic 地電位変動 観測 れている． 7 ク の地震の

震 1000km位で 変動 観測 れた．また， km 下のよ で

る ， 4 位で 変動 観測 れた ある． 

 

 

石 平野と の 辺 お る 常  
 

山本明彦 

 

石 平野と の 辺 おいて の ータ  新た 観測を行 っ

て石 平野 辺の 常分布を 成し  常 ト を構 した  また  

新 活 との を行い  常との関連を た  

 

石 平野お る活 マッ ン  
 

山本明彦 

 

常 から行 った マッ ン 活構造 関して非常 である

と かった   一 よ 知られていると れている石 地

で  20km およ SS への 出 れる  知のマッ ン

外 明らか 構造を って分布 る と かった  
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西 日本 島 お る 常 と C  の 成・ 表 
 

山本明彦 

 

13年度  14年度の2 年 たる ータ ー の構 業 し   

 ( ) 12  分の1  (西 日本地 2 )   

 ( ) 7 分の1 3  (西 日本地 2 )   

 (C) 2 分の1 多  ( 地震震 1 )   

 ( ) ータ ックおよび C  

の成 を 表した  れらの成 のいか る  ータ ー よ

高 度・高分 を 点 ある  

 

地  中部地 お る 常  
 

山本明彦 

 

地  中部地 おいて  ータ ー を した 常 を行

った  平野 お る の結 ， 名 を ， 島から 田

宮西 か て北北西 km連 る 常の 変 ( 島 田 )，および の

変 の から へ 14km び 知池 る 常の 変 ( 田 知池

) る と 明らか った  れらの 変 ， 変位 2000 を る

の 常 変 ( 田ら 2000 の 中 られる ンターの 部分)

顕 で い ，名 市 地の地下構造と地震動 を る上で 構造である

と かった  

 
 

Inversion o  arge oop Transient lectromagnetic ata 
over ayered arth odels 

 
N  P  Singh and T  ogi 

 
An inversion scheme for the large loop transient electromagnetic (TEM) data that can be applied 

for all the measuring configurations due to a large loop source, such as central loop, in-loop and 
offset-loop configurations has developed.  The inversion is based on a non-linear least square 
method that generates a smooth layered earth model by minimizing the residual misfit function in an 
iterative process.  It produces an inverted model from the data using the criteria of minimization of 
misfit function and/or convergence of residual in two successive iterations. The forward problem is 
formulated in frequency domain, and then it is transformed into the time domain using Fourier 
cosine or sine transform.  It is equally suitable for the data with or without the displacement current 
factors.   

The theoretical examples illustrating the accuracy and efficacy of the inversion program for 
inverting the large loop TEM data with and/or without random noise demonstrate the potential of the 
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program for its further application for interpretation of real field data. In addition, this program 
reduces the local minima problem faced by NLSTCI program (Anderson (1982)), and as shown in 
illustrations it gives satisfactory results with initial model parameters far away from the original 
models, even with the noisy data.  The scheme works satisfactorily and produces reliable inversion 
results for data with 5% random noise.  However, the program in its present form is designed for 
inversion of voltage response data, but it can be further modified for inversion of apparent resistivity 
data with slight change in tolerance limits, input parameters and some modifications in its forward 
subroutine.  
 
 

大学の地震 ータの ータ ー いて 
 

本谷義信 

 

地震予知研究協議会の 地震 ータ ー 部会の 員（２ ３年３月まで）およ

び地震予知 研究 会の 小地震 ータ 員会 員として， 国の国

大学の地震 ータを 集し ータ ー を構 る 関 って た．協議会の部会

で した と を 員会の で 務 業を行っている．  

地震予知（研究） よって 国の 点大学で 常地震観測を ている ， 大

学で観測 時 っている． で 大学 る最 の ータから 集 る

と した．１ ５年から ータの出ている大学 ある ， 国的 ータ 出

の １ 年 からである（ の時点で 地 の観測 ってお ，同

で日本 国の震 分布 成で るの １ ４年 である）．また，１

年 大学の ータ 気 提 れるよ ったので，１年 の を っ

て１ 年 までの ータを 集 る ととした． れまで 震 ータ （観測点の

し）の 集 し， 震 ータ （震 ータ ）を 集してい

ると である． れから 大学の ータの照 ータ提 関 機関の ックを

て ータ ー し，１年後を目 一 る予 である． 

 下 北海道大学の ータ提 の を る． 

  北海道大学地震予知観測地 センター（１ 年まで れであった， 下 C P）の

ー ン（ 常）地震観測の ータ 理 大 ２ の 分 られる．１

年 月の観測 から１ ２年 月までのミ ン中 の テ から，１ ３年

５月まで（１年 ）の PC よる 行 を て， の後 まで WIN テ よって

いる． の 観測点の 大 変 あ ，震 ータ れている ，

の ータを って C P の 表 ータと るの よいか し 明 で い．知っ

ての 震 の ，震 ， した 度構造 よって るので，

人 の震 ータ あ るからである． で 下のよ で C P の ー

タを した のを 国の ータ ー まれるよ 提 した． 

震 ータ を いて地震活動 本的 研究 出 るよ る． のた ，

C P ー ン よる震 を 本と るの 当 である ，気 （ ）の震

分かっている地震 いて C P の結 と した． の結 大 る時

C Pの を た ある．震 と を変 した の と い ，
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マ ー を る地震で0 3 上の ある （ ）の と

た．また， らかの理 よってか の たって 測 あると，地震活動の

支 を た ． で １ ３年５月１ 日から 月 日までテ ータ テ

造のた 測した ， の 発生した日本海中部地震（ 7 7）と の 震の ー

タ られてい い． の の ータ の震 で した．同 理 で大

地震（ 6 上） C P で している の ータを した． 

WIN の 測 ータ から 的 測表（ ば気 の地震月報 ）

まれている （震 観測点 ）を 出した． の ，人 してN IS の

を た ントの れているので れ いた．また，明らか 同 地

震を2度 っていると れる １ の地震 した． ま

れる震 手を てい い．震 を と る を って

ら とを してお ， 震 ータ ある震 を と る の ン

ック ると ている． 

上のよ の で手を れた ータ ータ ー 成時 北海道大学の

ータとして れる と ま ． の ータ 関 員の 生 で

ある と 分 している で ， ータを ると れば て れ い道

と っていま ． のよ ータを提 したか 明か 出 ま し，一

れる前 ータの 修 で ので， 的 を たいと い

ま ． 

 
 

・高 波の２ のS波を 地震波  
上 の 的 ・  

 

蓬田 清 

 

 内部 上 の上のマント ッ から地震波の およ

び の 常 である と 知られている 本研究で 北海道 部の 内部で

の 発地震から 真上 る 観測 れる て 的 波 よ の成

を る  

 下中 2001 年 3 月 2 日 の地点の 129km での地震（ 平洋 ー

トの二 発地震 の下 ）からの 平成分の波 を た のである 一部の記録（

の で 最後の４記録 ら 観測点 IP での の ントの NS 成分の記録を下

） 下の大 られる （１） 常の い P 波（２）高

波成分（2 Hz 上） ているS 波 （３）S 波から 2  6 れて  Hz 

上の高 波成分を 時 多 10 内の 的 上 明 後 波

の観測点また ントで常 観測 れる で い とと（１）よ ー

トの で れらの 波 中のS波の よる のと結論で

る の多 の震 での観測と ると の で かるよ （２）の高 波S

波の の大 い 上 の  0 km の上 し の

海 の て ー である（下 ） 一 （３）の後 の高 波S波
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波との 時 よ 下 上 の し 大 い

ると推 れる  

 のよ を 地震波 北海道 西部 ら 島 下での 内

地震からの記録の一部で られる とから 高 波S波の また 大 い

している と で 的である とを る  
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本研究 勝俣啓・平 との共同研究の成 であ また平成１４年度 大学地

震研究 の一 共同研究（2002 G 17）よ 研究援助 あった 地震波 記録 いて

北大地震火山研究観測センターと気 から提 していた また 科学技 研究

のHi netの波 記録をW トから手動で ン ー して した  

 

 

地震前 としての H 電磁波の 常 （ 田 ）の観測的研究 
 

森谷武男 

 

前年度よ 信機の 的観測を て連 観測を した い

る 田 で 信機の同 を目的の 波 よ し ら た 電 度と出

ター電 の 関 成 た かった の 信機 電 度 した

の った れを って 市 地震観測 （HSS） 地震観測点（N ）

地震観測点（ ） 上の国地震観測点（ ） おいて 的 観測を行って 信

機の テ トと 観測点の を した また 中川地震観測点（TN ）

おいて 観測を行った で の観測 の提 である 田 男 （

文 ） を提 して と平行観測を した（7月） TN おいて

田 の３ 波 の観測を 月から ッ で した HSS

で 名 田 中 戸 の 波 の観測を

ート ー で し ２月から ッ ー ッ した

で ３月から観測を した で 位を北 北 西の５ 設

して ンテ を設 した で ンテ の で を いて
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いる    

 地震発生前 れる 波 1 日 １ ３ 程度 分 2 ま から観測

れる 年の観測結 で 予 ５ の地震 内 部で 4 の地震で の発

生前 波 観測 れる と って た の を る とで

の位 を推 し 震 の位 の 度を 上 る と であ しかし

の で同時 観測 れる と て で 常 時 れる と 多い

のた 同 地震の 常 のか の地震の 常 のか で い と ある しかし

的 本 田 非常 い結 と った 次年度で 北海道北

部の あるTN 観測点を らしのよい へ 設し ネ を と

また北海道 部 観測点を新た 設 る と ら 日高山 部 的 電磁気・

観測を 施 る とである 2002 年の観測結 2002 年 の地震学会で発表し

関 の 目を集 た また2003年I GG( ) おいて 発表 る予 である  

 

 

 93



 

 
 2002 年 3 月 の観測 信点  

 

 

1993年釧路沖地震による強震動記録：震源及び伝播経路特性の評価 
 

笹谷努（北海道大学大学院理学研究科，sasatani ares sci hokudai ac jp） 

森川信 （ 科学技 研究 ，morikawa bosai go jp） 

前田 浩（北海道大学大学院理学研究科，tmaeda ares sci hokudai ac jp） 

 

 地震発生から10年 した1993年 地震（ w 7 6 内地震） よる 震

動記録の から， の地震の震 と上部マント の 常構造の 震動への

いて した  

 ま ，火山 ントの前 位 る岩 上の観測点 おいてS波 度 クト

を ， れと の震 ン ー ン よる 的 ータと 二 震

よる理論 クト とを した の結 ，1Hz よ 高 波 での観測

クト 理論 クト よ るか 大 い を る と かった の事

， 地震の 度地震 ー ント 度の高 波 ， の地震 て

大 を した とと関 している  

 次 ， 的 ーン関 を いて， い 波 たる 震動記録を 明 る

震 （ テ ）を構 し， ータを推 した して，

的 ータと ータの関 いて した結 ， の
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ータ ， ・ （2002） よる震 を テ とした のお いの関

を る と かった  

 ら ， 内地震である 地震と ート 地震である 1994 年 るか

地震（ w 7 7） よる 震動記録を し， 地震 い から 時 多

の地震波 ネ ーを 出している とを した  

 最後 ， 地震 よる火山 ントの前 と での 震動記録を し，

で 地震波 ている とを した れ ，火山 ントを

して地震波の 構造 大 っている とを している で， 発地震

よる N T観測点の記録を いて 波 での ン ー ンから，北海道 部での s

を推 した 前 での s ， 波 る 常の を る と かった

一 ， の記録で 成分 大 れて S/N ， での s を

推 る と で かった しかし， 1sec よ 地震波 れ 大

れてい い と る ある  

 れらの成 ， 11 日本地震 学 ン （Nov  20 22  2002  ，C  

112）で発表 れた  

 

 

Three stage Inversion よる表 波ト ー 
 ー ト 大 の3次 上部マント 構造の   

 

吉澤 和範（北大・理） N  ennett（ ー ト 国 大） 

 

れまで 本及び高次 ー の位 度 を いて の表 波ト

ーの手 を し 高 度の３次 波 度構造を るた の新しい手

（Three Stage Inversion ）を 発して た( oshizawa  ennett  2002  ennett  

oshizawa  2002) の手 よ 高次 ー の 報 表 波の 波 波 の

大 からの れといった れまで いの った の 報を 的か 同時

表 波ト ー れる と と る 本研究で の手 を ー ト

地 の新しい３次 波 度 の した  

ま ー ト 辺 設 れているI IS及びG SC P の ー 常観測

点と ー ト 国 大学地震学 ー よって設 れた S IPP および I

での 時観測点の ータから ー波の 成分を いて波 ン ー ン

を行い 波 平 の１次 波 度 を る の ー の 成波 と観

測波 から られる 関波 を ット る と よ １次 を てい

れらの１次 から ３次の高次 ー までの位 度を る ー の 波

本 ー 40 1 0 １次高次 40 140 ２次 40 100 ３次 40 0

である  

次 られた 2000 る位 度を ー 及び 波 ン ー

ンを行い位 度分布 る spline関 よって れ

の を S よって る のよ して られた位 度分布 波

波 辺の ン ン ーンを して 時 新 れる の ン ン
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ーン 表 波の 波 を 的 記 る であ 一 ネ ーンの １

３の として 義 れる（ oshizawa and ennett  2002） 最 的 まった の

ー および 波 の位 度分布 から 地点 お る ー 位 度分

を る れらの分 を ータとして ら 非 ン ー ンを行い

地点 の ー １次 し 最 的 ３次 波 度構造 られ

る 

の る ン ー ン ーネ （ ば 波 波 よる

新の ）を いる と よ １ の ータセットから の３次

を た ての おいて 波 1000 上の ー の大 構造 いて

非常 よ 一 る れ 大 構造の 波 理論 的である

とを している 一 で 波 ン ン ーンを いて 新 れた

おいて よ 小 ー の構造 しての られる ン ン

ーンを いた おいて の 波 のた 度構造 平

度 ー ン れている また ２点 波 の結 の いた 波 で

波 の大 からの れ の で い と 明らか った 一

波 を行 大 辺の の ン ン ーンを いた で の

波 辺の れを いた と 同 を る って 表 波ト

ー の 当たって 波 の れよ 波 を る との よ

であるとい る  

 

文  

oshizawa   and ennett  N  2002  etermination o  the in luence zone or 

sur ace wave paths  Geophys   Int 149  440 4 3  

ennett  N  and oshizawa   2002   reappraisal o  regional sur ace wave 

tomography  Geophys   Int  1 0  37 44  

 

 

波 表 波のセン テ テ ー・ ーネ  
 

吉澤 和範（北大・理） 

 

地震波ト ー 高 波 よる波 理論 いて た しかし

の地震波 波 を 波 辺 からの を て る れ

まで 表 波の 波 を した ン ー ン の 発 で た

（ oshizawa  ennett  2002a  ennett  oshizawa  2002） れらの研究で 一

ネ ーン の 1/3の 内を る波 中 波 った波と ー ント 位

を と 目し 表 波 辺の ン ン ーンの を した れ よ

表 波の 波 を 的 れたト ー の

的 い で と った（ oshizawa  2002  oshizawa  ennett  2002b）  

本研究で よ 表 波の 波 を た ー波 る

ン及び ト と 波 理論とを る と よ 表 波の波 位 及び

 96



 97

の れ れ るセン テ テ ー・ ーネ を る手 を 発した

での ーネ を るた ２点 波 を あ

大 を る para ial ray の よ を大

る と で る Para ial ray 度構造 らかであれば非常 成

い ある ーネ 中 波 して非 と るた para ial

ーネ と か る と ある しかし ン ン ーンの 内 れば

para ial ーネ い の下であって ーネ と 一 る  

れら位 度 る2次 ーネ と 地 る１次 ーネ

との よ S 波 度構造 る 時 お る３次 ーネ へと

る と で る のよ 3次 ーネ を る と よ 観測 れた表

波の波 ータから 3次 S波 度構造 ン ー ン る と と る し

た って の主 表 波ト ーのよ 事前 位 を 測 る

い と る  

のよ 2次 及び3次 セン テ テ ー・ ーネ 関 る研究 表 波の

波 を して位 度 S波 度構造への ン ー ンを行 とを

し 表 波ト ー の る発 のと  

 

文  

ennett  N  and oshizawa   2002   reappraisal o  regional sur ace wave 

tomography  Geophys   Int  1 0  37 44  

oshizawa   2002  evelopment and application o  new approaches or sur ace wave 

tomography  Ph  thesis  ustralian National niversity  Canberra  

oshizawa   and ennett  N  2002a  etermination o  the in luence zone or 

sur ace wave paths  Geophys   Int 149  440 4 3  

oshizawa   and ennett  N  2002b  Sur ace wave tomography or the ustralian 

region using a three stage approach incorporating inite re uency e ects   

Geophys  es  submitted  
 

 
活火山の 義 と ンク  

 

宇井忠英（北海道大学大学院理学研究科地 科学 ） 

 

１  

 活火山と 2000 年 内 噴火した火山及び 噴気活動 活発 火山 であると

教科 記 れている 気 の 義 よる 6の活火山を し（気 ，1991）

火山活動の ・観測を行って火山 報を発表して た の行 機関 れを て

の施 を行って た  

活火山を 義 るか 国 よ る 国の ミ ン研究 で の

活火山の噴火 噴火の推 績を 噴火 の ータ ー を構 している

の成 の一 として噴火の の れ 年 上の噴火 の後 火山活



動を る火山 ある とを明らか した（Simkin and Siebert  1994） rancis(1993)

活火山と 後噴火を る を 火山であ 10 000年程度の 噴火し

た地 学的 のある火山 と 義している  

日本で ば2000年の噴火で 目 れた 山 7 000年前から1663年までの

噴火した 出 れてい い の とから 2000 年 内の噴火 よ 活

火山を 義 ると噴火の のある火山を としてしま とい る 活火山の ・

観測を業務と る気 で した最 の学 的 動 を れて 火山噴火予知

連絡会の と 活火山ワー ン ー を設 して活火山の 義の し 業を進

て た の 業 おいて 人の を たした 2003年1月 気 ・

観測の 度 よって分 た ンクを た新しい 義 よる活火山の トを 表し

た 下 新しい 義と ンクの の を 介し，最後 の を る  

 

２ 新し 義 れた活火山 

 新しい活火山の 義 おおよ 10 000年 内 噴火した火山及び 噴気活動

られる火山を活火山 と る 活火山 を るた の火山 いて 地

噴火 報 噴火年 測 を原 論文 あた の記 を

した また の研究 から 報を た 中 真と地 で火山地 の

を行った  

 日本 表的 火山構造と れる成 火山（ 士山）の か 大 火

噴火を 火山（ ） 岩 ー を る火山（ 火

山） 噴火地点 噴火の度 変 る 成火山 （ 成火山 ） 小 の

火山（ ） 噴火 の る多 火山構造 ある れらの で噴火

の し る と 的 から明らかである(Smith and udke  19 4)

って ての火山を一 10 000 年とい し い で活火山か か機 的 るの

で い 小 の 火山 岩 ー を る火山 噴火の いの

で 10 000 年とい を多 外れて 活火山と であ 成火山 いて

の火山名で る と で，火山 として 一 して一 の活火山と る

の よい 火山の噴火 年程度 ので 10 000年 内の噴火

あれば れ し 報とい る  

新しい 義 よる活火山 10 と った 内 の名 のままの活火山 2 新た

れる活火山 22 範 の 名 変 ２ 分 れた火山

である  

 

３ ンクの  

 活火山といって の活動度 である 活発 活動を る火山から 年 の

火山までを一 い ・観測 る と と い  

 活火山の ンク のた ２ の る テ ーの 報を した 噴火

活動 と 年の火山の ・観測 報 活動 である 活動

10 000 年 内の噴火活動の 最大噴火 噴出 山 した 績

から 的 した のである 一 活動 最 100年 内の噴火 火山

常 観測 れた年 の と噴出 から 的 る  

 98



活火山 活動 と 活動 を て３ の ンク 分 る と る

活動 ， 活動 れか あるし い よ 大 い活火山を ンク として気

点的 ・観測を行 ンク C 外の活火山で ・観測の

ンク よ 小 い 活動 ， 活動 共 のし い た い活火山を

ンクCとして 常時観測 行 的 地震観測と地殻変動観測のネットワークから

の 報で火山活動を 出 る と るよ  

 

４ の課  

 行 れる活火山の 義の と ンク 気 よる ・観測 の る

ての と るであ しかし 年 発生 る気 と 火山

で多 であるから，気 火山 報を した で 報の 手である火

山地 の れ い 199 年 の岩手山 島 士山の

活動 れ れの火山 辺の 会 て行 観測

を構 る を っている  

2000年の 山噴火への で火山 マッ の れた 火山 マッ

られ 布 れている活火山 30 た い 噴火 施設の 設 で

れ い と 明 である い 噴火とい を る 火山

マッ ， 火山 の 会 ま た の構 行 られ

る また 火山 辺 る 噴火 の噴火 火山 の

を高 る努 を から てお と である  

 

文  

rancis  P  (1993) olcanoes  Planetary Perspective  ord niv  Press  443pp  

気 (1991)日本活火山 （ 2 ）4 3 10pp  

Simkin  T  and Siebert   (1994) olcanoes o  the World Second dition  Geoscience 

Press  349pp  

Smith   and udke  G  (19 4) Potentially active volcanic lineaments and loci 

in western continental nited States  In Geophysics Study Committee ed  plosive 

olcanism  Inception  volution  and Hazards  47 66  National cademy Press  

 

 

 

Formation of a zoned magma chamber and its evolution during historic 
eruptive activity of Tarumai volcano, Japan 

 
Mitsuhiro Nakagawa （中川光弘） 

Department of Earth & Planetary Sciences, Hokkaido University, Sapporo, Japan 
 

Tarumai volcano is a post-caldera pyroclastic cone of Shikotsu caldera, southwestern Hokkaido, 
and one of the three active volcanoes in northern end of NE Japan arc which began series of eruptive 
activity since 17th century after several thousands years’ dormancy. Three major eruptive activities of 
the Tarumai volcano have been recognized in 9000, 3000 ka and since AD 1667. The 1667 plinian 
eruption occurred after ~3000 years’, and produced a large amount of air-fall pumice and pyroclastic 
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flow deposits (total=1.0 km3DRE). Another large plinian eruption occurred in 1739 were also 
accompanied with pyroclastic flows (total=0.7 km3DRE). Since then, although magmatic eruptions 
had occurred frequently from 1804 to 1909, scale of each eruption suddenly decreased (0.006 – 0.02 
km3DRE). These activity erupted pumice falls, pyroclastic flows and lava domes. No magmatic 
eruption has occurred after the dome-forming eruption in 1909. Historic pyroclastics consist of 
pumice, gray pumice, scoria and banded pumice. These and lavas are mostly augite-hypersthene 
andesites associated with olivine-bearing augite-hypersthene andesites.  

The rocks of 1667, 1739 and latest (1804-1909) show considerable variations, SiO2=57.5-62.5 
(1667), 55-63 (1739) and 57-62.5 (latest). However, variations in Mg-value of phenocrystic augite 
and hypersthene and An contents of plagioclase phenocrysts are similar irrespective of whole-rock 
compositions. These pyroxenes are not equilibrium with coexisting olivine phenocrysts on the basis 
of Fe-Mg partitioning between them. This and the presence of banded pumice suggest that the 
variations in the rocks of each activity are formed by magma mixing between pyroxene-bearing 
andesitic and olivine-bearing basaltic magmas. However, different types of pyroxenes and 
plagioclase phenocrysts have occurred since 1739. Based on Wo contents of pyroxenes, phenocrysts 
of augite with lower Wo and hypersthene with higher Wo are found in addition to pyroxenes with the 
same Wo contents as those in 1667 eruptives. Another type of plagioclase and magnetite phenocrysts 
have also occurred in the ejecta since 1739. Plagioclase phenocrysts with higher FeO and MgO 
contants have coexisted with those with lower FeO and MgO. Distributions in Mg/Mn ratios of 
magnetite are unimodal in 1667 eruptives, whereas those have become wider in both 1739 and latest 
ones. These different types of phenocrysts crystallized in magma with different magmatic 
temperature. Based on compositional mineral equilibrium, phenocrystic minerals are divided into 
three, type 1 (lower temperature), type 2 (intermediate) and olivine(higher). The type 1 phenocrysts 
are low Wo augite, high Wo hypersthene, low FeO plagioclase, low Mg/Mn magnetite and ilmenite. 
These would be contained in the silicic andesite magma (type 1 magma) which temperature is about 
950 C (two pyroxene) and 900 C (two oxides). On the other hand, type 2 phenocrysts are high Wo 
augite, low Wo hypersthene, high FeO plagioclase and high Mg/Mn magnetite with no ilmenite. 
These would be derived from intermediate andesitic magma (type 2 magma) with temperature of 
about 1000 C (two pyroxene). Olivine must not equilbriate with the above minerals in the same 
magma, and would crystallize in basaltic magma. Considering the assemblage of the above types of 
phenocrysts, the basaltic magma mixed with the type 1 magma in 1667, whereas the above three 
magma mixed in 1739 and latest. The type 2 magma always mixed with the type 1 magma. In 
addition, the rocks of each eruptive activity form linear trends in oxide-oxide diagram, suggesting 
that mixing of two end-member magmas occurred in each activity. Thus, type 2 magma was formed 
by mixing between the basaltic and type 1 magmas. It could be concluded that both type 1 and type 
2 magmas form a zoned magma chamber by injection of the basaltic magma into the type 1 magma 
during 1667 activity. Considering the density, the type 2 magma has underplated beneath the type 1 
magma. 

Compositions of olivine phenocrysts differ among each activity: Fo=74~76 in 1667, 71~74 in 
1739, and 73~74.5 in latest. This is consistent with the difference in chemical compositional trends 
of the rocks from each activity in SiO2-FeO/MgO diagram. Also, the rocks show three distinc trends 
in SiO2-P2O5, -Sr diagrams. These suggest that end-member basaltic magmas have differed among 
each activity. In conclusion, magma plumbing system beneath Tarumai volcano has been composed 
of shallower zoned magma chamber formed during 1667 eruption and deeper several batches of 
basaltic magma.   

The ratio of type 2 magma in latest activity is much larger than that in 1739, suggesting that 
considerable amount of the lower part of the zoned magma chamber has been withdrawn in the latest 
activity. Tapping depth in a magma chamber strongly depends on eruption rates. Considering 
eruptive volume and recorded eruption durations, eruption rate was much larger in 1667 and 1739 
compared to those in the latest activity. Withdrawal depth should be much shallower in the latest 
activity compared to 1667 and 1739 ones. Thus, thickness of type 1 magma in the zoned magma 
chamber would be thin in the latest activity. Most of type 1 magma in the upper part of the zoned 
magma chamber could be withdrawn in 1667 and 1739 eruptions. Considering the temporal 
variations in both the ratios of type 1 and type 2 magmas in eruptives and eruptive volume, it could 
be assumed that considerable scale of plinian eruptions such as 1667 and 1739 ones might not occur 
in near future. 
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Identifying seismic gap and quiescence by monitoring spatio-temporal changes in 
seismic energy releases and recurrence patterns 

 
Yuzo Toya 

 
Seismic gaps and seismic quiescence episodes are systematically mapped along some of the major 
tectonic boundaries near Japan for last 100+ years.  Quantitatively evaluating seismicity patterns is 
an important step in the development of a reliable earthquake forecasting algorithm.  
Spatio-temporal distribution of cumulative seismic energy release is graphed to identify spatial 'gaps' 
in seismicity, while at the same time, space-time distribution of inter-event time (or elapsed time 
since last event) for given magnitude-class events is mapped to delineate zones of on-going apparent 
seismic quiescence.  Importantly, the sampling window size and shape used for mapping a tectonic 
boundary segment is decided in reference to known fault dimension of a recent local maximum 
earthquake (or 'characteristic earthquake').  The employed simple but systematic mapping scheme 
allowed successful identification of some spatio-temporal 'gaps' in seismicity preceding large events 
(M ge. 7.0), as reported by other researchers.  Furthermore, other forms of seismicity patterns 
became apparent in result for some cases, such as migration of epicentres and nearly periodic 
occurrence of seismic quiescence.  For example, a few clear southward migration episodes of 
mostly moderate size events (M ge. 5) could be observed along the tectonic boundary of the eastern 
Japan Sea.  Following the migrating pattern of moderate events, large earthquakes along the same 
boundary appeared to migrate northward.  Also, in the case of southern Kurile trench near 
Hokkaido, quasi-periodic seismic quiescence episodes in M ge. 7 events were noticed dividing the 
studied plate boundary into approximately four equal-size segments.  Each separate tectonic 
segment was apparently moving with its characteristic recurrence period in tune with its neighbours.  
At the same time, M ge. 7.5 class events along the boundary in southern Kurile appear to occur by 
filling the gap at the SE Nemuro Pen. Oki.  A regionally nested structure of asperities is conjectured 
as a source for the future gap filling event(s) in the area.  The SE Nemuro Pen. Oki plate segment is 
geodetically shown to be coupled as well, and the strain is being accumulated there.  Accordingly, 
the segment may host large gap-filling earthquake(s) (M ge. 7.5) in the near future.  The introduced 
method is an effective tool for illustrating regular patterns in seismicity. 
(Note: 'ge.' = greater than and equal to) 
 

Reading the current trend of crustal deformation from acceleration field 
 using GPS data 

 
Yuzo Toya 

 
Local and regional scale crustal movements of inland Japan were investigated using both velocity 
and acceleration vector fields derived from continuous GPS array data, operated by the Geographical 
Survey Institute of Japan.  The GPS data used here are horizontal and vertical station position 
changes at about a thousand stations, approximately 30km apart.  We fit first- and second-order 
polynomials to time-series data, with prominent seasonal and transient signals removed.  
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Acceleration can be described as a vector comparable to velocity, so we simply depict their spatial 
distribution in the vector-field format.  Acceleration fields of crustal deformation in Japan 
effectively portrayed non-linear trends of deformation and their rate changes, for example; (1) 
concentric (subsiding- / uplifting-) trends associated with recent volcanic activities {e.g. Unzen, 
Sakurajima}, (2) trends of crustal movement associated with recent slow earthquakes {e.g. Bungo 
Channel, Tokai, Off-Choshi, and Boso-Pen. slow events}, or much gradual and larger scale build-up 
of forces against nearby plate interfaces, (3) back-slip trends of the overriding plate on a subducting 
plate {e.g. Tokai, Tohoku Region}, (4) rather weak trend of local crustal block movements {e.g. East 
of Abashiri Tectonic Line}, (5) trends of pre- and post- seismic deformations {e.g., the 2000 Western 
Tottori earthquake and 2001 Geiyo earthquake}.  Acceleration presumably arises from cumulative 
effects of various transient geodynamic processes, where it is also influenced by other factors such as 
mechanical strength (cf. density, heterogeneity, etc.) of crustal materials, and their distributions.  
Currently, comparison between observable crustal deformation patterns and seismicity is in progress.  
 

 
Figure:  Map of Velocity and Acceleration Fields 
 ● Sakurajima volcano bulging trend (in velocity); ongoing deflation (in acceleration) 
 ● Tokai-Kanto slow event(s) ongoing slow events 
 

Systematic identification of active fault zones in inland Japan  
utilizing large-scale GPS array 

 
Yuzo Toya 

 
Active fault zones of inland Japan are identified via an exploratory approach to nationwide 
continuous GPS array data, horizontal station-positions recordings of 789 stations, approx. 30km 
apart.  Paramount strain is presumably being released along webs of active faults, as much other parts 
in the Earth’s crustal surface being rather ‘rigid.’  Likewise, micro-plate formation is prevalent in 
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areas directly above the confluence of several major tectonic plates.  Assuming the general 
homogeneity of deformation rate within each fault block, multiple neighbourhood operations with 
median operative on deformation rate vectors can be effectively applied to predict probable extent of 
a fault block.  With further deduction of robust trends in strain-rate distribution, we illustrate 
temporal grouping variability of tangible fault blocks on Japanese islands, thereby illuminating 
manifest movements along active faults. 

Figure:  Pseudo Strain Rate Distribution 
 ●Dilatation (color scale: mostly in compression) 
  + {P-axes for earthquakes M>=4,  

within upper plates of contiguous subduction zones [source: JMA]}  
 ●Maximum Shear 
 
 

Constraints on Rifting Across the Kenya rift Inferred from GPS 
 

Waithaka Hunja, Minoru Kasahara, Muya Kamamia 
 
The Kenya rift which forms part of the great African rift has been an area of profound interest to 
earth scientists spawning numerous experiments for a number of decades. Most of these have been 
restricted to seismic, magnetic and other geophysical methods. Despite all these, none of the models 
so far proposed can describe the mechanisms of continental rifting within this region.To determine 
the current tectonic processes within the Kenya rift, a local GPS network was established in 
1998.The network which comprises a total of 8 stations spans most of the central part of the rift 
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basin. It has been observed periodically for the last 4.5yrs with two of the stations, KISM and ELDS 
being maintained on a continuously operating status. 
The results obtained from evaluating the 8 stations surveyed indicate a  1.5±1mm/year shortening 
on the area east of the rift basin. Across the rift axis, aligned roughly in the NW-SE direction, there is 
a significant extension of approximately 2mm/year. These initial results, although not wholly 
conclusive are consistent with the local strain regime and forms the basis for a first attempt at 
constraining geophysical models using geodetic methods. 
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Geodetic Network  Deformation Analysis: An Application to the Kenya rift GPS Network. 
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２．研究業績 

 

笠原稔 

１．主 観測の   

（１）研究観測地 海 および  

目的 お る 連 観測 よる地殻変動の研究 

内 ・成 し 笠原の研究テーマを 照  

 北大 笠原稔 高橋浩晃  

事業名 ッ 島 お る GPS 観測 一部科研 一部 任 理  

（２）研究観測地  

目的 の地殻変動観測 

内 ・成  ３ 目の kmok 島での GPS 観測を 月上 の 2 たって行っ

た の結 1997 年噴火 199 年よ まっている山 年 1年

の 3 し している とを で た ら 山 部 最 活発

火口 の 度および噴 の 大 れた  

  北大 宮城洋介(修士 2年) 笠原稔 後 支援 北大学理学研究科（

藤 技官） 名 大学理学研究科（木 文 助教授） 

事業名 kmok 火山 お る GPS 観測 N S 支援研究事業 

   

２．発表論文 

Saltykov  asahara  Gordeev  kayama  Sinitsyn  Takada and 

Chebrov  High re uency Seismic Noise Components bserved on Cape rimo  

Hokkaido Island  apana  Izvestiya Phys  Solid arth  3  16 172  2002 

Gerasimenko  and asahara  Tectonic plate motion and de ormation by space 

geodesy measurements (on the uestion o  i ing kinematics re erence rame)  

Geology o  the Paci ic cean  21  13  2002 

Hiroshi Hashimoto  uji nomoto  kito Tatsumi and inoru asahara  nomalous 

geo electric signals associated with recent seismic activities in Tsukuba and 

volcanic activity at t  su in Hokkaido  in Seismo lectromagnetics  

ithospere tmosphere Ionospere Coupling  eds  Haykawa and olchanov  

pp77 0  T P  Tokyo  2002 

ei atsumata  asahara  and S zawa   ive years super slow aseismic 

precursor model or the 1994 3 Hokkaido Toho ki lithospheric earth uake 

based on tide gauge data  Geophy  es  ett  29  10 129 10 132  2002 

勝俣啓・和田 人・笠原稔・岡山宗夫 一柳昌義・石川春義・ 夫・ 6 名 大

学 同 時地震観測 よって れた島 島 日高 の震 分布

と震 震研 報 199 223 ２ ２ 

岡 紀 ・高橋浩晃・笠原稔・石 ・森済・北川 ・藤原 ・中 明 高

度 GPS 観測 よる 2000 年 山噴火の地殻変動 火山 47 47 7 ２ ２ 

高橋浩晃・岡 紀 ・・石 ・森済・ 島 ・渡 志・ ・中 茂・ 藤照
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・木 文 ・笠原稔 ２ 波 GPS 信機 よる２ 年 山噴火前後の地殻

変動観測 火山 ４ 161 166 ２ ２ 

勝俣啓・笠原稔・和田 人 地震観測 よって て た 平洋 ート内

勝 地 ２４ 499 02 ２ ２ 

田村 ・一柳昌義・笠原稔・ im Choon ng・Sen ak Se ン 部 お る

発地震活動 北大地 理学研究報告 ５ 127 142 ２ ２ 

笠原稔 内 の （ enali）活 で w ． の大地震 S IS 地震

研究推進本部 ー １ 11 12 ２ ３ 

笠原稔 大 波を って 議で い 勝 ・  ook 地震

かる 日新 14 17 ２ ２ 

地 測事典 1  ， 修 内 ，2002 年 12 月 テク

テ ． 3  地 科学 1  地 の （地 ）と変 （地殻変動）

を測る．  ・ 変  笠原 稔 pp 11 19 

 

４． 研究  

１）研究 目，科学研究 助 （地 連 推進研究 （２）），石 地 北部の

地震活動と活構造の関 関 る研究， 表 ，笠原稔 

 ２，  

２）研究 目，科学研究 助 （ 研究 （１））， ー ク ートおよび

ー ート の地震テクト ク の 研究， 表 ，笠原稔 

 １５，４   

３）研究 目 研究 

目 市 下 発生 る地震の 研究 

  ２，１  

 

５． 会活動 （ 員会の 員，予知連，協議会 員 ） 

地震 研究推進本部地震 員会海 地震分科会 員  

地震 研究推進本部 員会観測 分科会 員  

噴火予知連絡会 時 員 日本学 会議測地学研連 員  

北海道 会議 員（地震 部会 員）  

 

．会議  

地震 研究推進本部地震 員会海 地震分科会 観測 分科会 出  

 
勝俣啓 
２．発表論文 

atsumata    asahara  S  zawa and  Ivashchenko   ive years super slow 

aseismic precursor model or the 1994 3 Hokkaido Toho ki lithospheric 

earth uake based on tide gauge data  Geophys  es  ett  29  

10 1029/2002G 0149 2  2002  
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勝俣啓・和田 人・笠原稔・ 61 名 大学 同 時地震観測 よって れた島

島 日高 の震 分布と震 地震研究 報 77

199 223 2002． 

atsumata   and N  Wada  utomatic seismic tomography  o you believe human 

or computer   ac  Sci  Hokkaido niv  Ser  II (Geophysics)  12  9 1  

2003  

 

３．学会発表 

勝俣啓・和田 人・笠原稔 北海道日高 の 3 次 P 波・S 波 度構造 日

本地震学会 大会（ ） P1 0 2002． 

勝俣啓・笠原稔・小沢 郎・ ワ ン 月平 位から 出 れた っ

地震前 地 科学関連学会 200２年 同大会（ ）S046 007 2002． 

 
．会議  

人 地震予知 研究 会 
テクト ク 研究会 地震活動 部会 

１  平成 14 年 月 17 日 

2  平成 14 年 7 月 19 日 

3  平成 14 年 10 月 11 日 
４  平成 14 年 12 月 12 日 

 
高橋浩晃 

１．主 観測の  

（１） ン 部での GPS・地震観測． 

ン 部 測 おいて GPS 観測を 施．また，同時 時地震観測

施 

（２） での GPS 観測 

ト ーGPS 観測 で観測を 施． 

（３）北海道 での GPS 観測 

北海道 地 研究 ・ 気 と協 して GPS 観測を ． 

（４） ・ 辺での GPS 観測． 

発地震発生 い， 時地震・GPS 観測を 施． 

 

２．発表論文 

岡 紀 ，高橋浩晃，笠原稔，石 ，森済，北川 ，藤原 ，中 明，高

度 観測 よる 2000 年 山噴火 地殻変動，火山，47，47 44  2002．  

高橋浩晃・岡 紀 ・石 ・森済・ 島 ・渡 志・ ・中 茂・ 藤照 ・

木 文 ・笠原稔，２ 波 GPS 信機 よる 2000 年 山噴火前後の地殻変動観

測，火山，47，161 166，2002．  

一柳昌義・高橋浩晃・本谷義信・笠原稔・ 田 ・平田 ・ ，2001 2002

年 発生した 勝 の 地震活動，北海道大学地 理学研究報告，66，7 101，
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2002． 

笠原稔・ 山 洋・高橋浩晃・ akthiarov・ evin・ Gordeev，GPS 連 観測

よる ッ 地 の地殻変動，月 地 ，2 ，1 19  2002  

岡 紀 ・高橋浩晃・中 茂・笠原稔，GPS 観測 よる 2000 年 山噴火前後の地殻

変動，月 地 ， 外 39，22 2 ，2002． 

高橋浩晃，GPS 観測 ータから た北海道 部と日高山 の地殻変動，月 地 ，24，

7， 0 11 2002． 

 

３．学会発表 

一柳昌義・高橋浩晃・笠原稔・S N ak Se，北大・ ン での ンターネット

よる タ 地震波 日本地震学会 予 集 大会 2002  22 22 ． 

岩下里詩・高橋浩晃・笠原稔・岡 紀 ・宮村 一，GPS よる北海道 の地殻

変動 日本火山学会 予 集 2002 2 197 197． 

岡 紀 ・高橋浩晃・中 茂・笠原稔，GPS 連 観測 よる 2000 年 山噴火前後の

地殻変動 地 科学関連学会 同大会予 集 (C ) 2002  032 P002． 

 

４． 研究  

科学研究 助 海外学 ー クおよび ー ート の地

理的 分担（観測）1 12 ． 

 

５． 会活動 

IC 測 地 学院 外  

地震予知協議会 程部会 員． 

 

．会議 ト 

3 日 国 地震火山ワーク ッ ・ ンク  

関 る国 ワーク ッ ・ ン ク 

 

本多亮 

1  主 観測の  

１ ５２年 勝 地震の震 お る海底地震観測 

高波鐵夫・村井芳夫・本多亮・勝俣啓，２ ２年 月 

 

２  発表論文 

Honda  and  omogida  Contribution o  vertically traveling plane S wave to 

dynamic and static displacements near a inite ault  Geophys   Int  2003  

1 2  443 4 4 

高波鐵夫・村井芳夫・本多亮・西村 一・勝俣啓・島村英紀・ 谷川 ・ 

(2003) 海底地震 よる19 2年 勝 地震の震 での地震観測ー 報ー 北海
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道大学地 理研究報告  

 

３ 学会発表 

本多亮 蓬田 清 ・地表 での 的及び動的変位 への表 の と の 波

地 科学関連学会 同大会(S049P006) ５月 

本多 亮 笠原 稔・ 地震記録から推 れる 2000 年北海道  島 地震の震

程 地震学会 大会(S0 09101212 0603 ) １１月 

Honda  and  omogidaSimultaneous Synthesis o  Static and ynamic Ground 

otions Near a inite ault in a ayered edium (G 2 09 )・ G  all 

meeting 2002 ecember San rancisco   

 

５． 会活動 （ 員会の 員，予知連，協議会 員 ） 

日本地震学会 議員 

国 地震 学研修（地震学 ー ）研修生への 義（2002 年 10 月 2 日） 

 
島村英紀 
２．発表論文 
jelde   Timenes  T  Shimamura  H  anazawa  T  Shiobara  H  odaira  

S  Nakanishi   2002  c uisition  processing and analysis o  densely 

sampled P  and S wave S data on the mid Norwegian argin  N  tlantic  arth 

Planets Space  4  1219 1236  

urvaag   odaira  S  Shimamura  H  Gunnarsson   Nakanishi   Shiobara  

H  2002  p/ s ratios rom the central olbeinsey ridge to the an ayen basin  

North tlantic  implications or lithology  porosity and present day stress 

ield  arine Geophysical esearches  23  12 14  

jelde   urvaag   odaira  S  Shimamura  H  Gunnarsson   Nakanishi  

 Shiobara  H  2002  p/ s ratios rom the central olbeinsey ridge to the 

an ayen basin  North tlantic  implications or lithology  porosity and 

present day stress ield  arine Geophysical esearches  23  12 14  

jelde   asahara   Shimamura  H  amimura   anazawa  T  odaira  

S  aum  T  Shiobara  H  2002  ower crustal seismic velocity anomalies  

magmatic underplating or sepentinized peridotite  vidence rom the oring 

argin  N  tlantic  arine Geophysical esearches  23  169 1 3  

igranes  P  jelde   odaira  S  Shimamura  H  anazawa  T  and Shiobara  

H  2003  egional and semi regional modeling o  wide angle shear waves in 

S data rom the oring asin  N  Nowray  a comparison  arth Planets Space  

 6 1  

reivik   jelde   Grogan  P  Shimamura  H  urai   Nishimura   

uwano   2002   possible Caledonide arm through the arents Sea imaged 

by S data  Tectonophysics  3  67 97   

aum  T  jelde   igranes  P  Shimamura  H  Shiobara  H  odaira  S  
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Haatvedt  G  Sorenes  N  Thorbjornsen  2002  Crustal structure o  the 

southern part o  the oring asin  mid Norway margin  rom wide angle seismic 

and gravity data  Tectonophysics  3  99 126  

Nakamura   oshida   Zhao   oshikawa   Takayama  H  oki  G  

amazaki  T  asahara   anazawa  T  Sato  T  Shiobara  H  Shimamura  

H  Nakanishi   2002  Three dimensional P and S wave velocity structure 

beneath central apan  Papers in eteorology and Geophysics  ol  3  No 1  

1 2  

Nakanishi   Shiobara  H  Hino   ochizuki   Sato  T  asahara   

Takahashi  N  Suyehiro   Tokuyana  H  Segawa   Shinohara   

Shimamura  H  2002  eep crustal structure o  the eastern Nankai Trough and 

Zenisu idge by dense airgun  S seismic pro iling  arine Geology(Special 

issue) 1 7/1 2 pp  47 62  

Nakanishi   Shiobara  H  Hino   asahra   Suyehiro   Shimamura  

H  2002 Crustal structure around the eastern end o  coseismic rupture zone 

o  the 1944 Tonankai earth uake  Tectonophysics  3 4  2 7 27  

 

４． 研究  

科学研究 助 研究( )(２)，研究 表 島村英紀 

地の 海 海 の 部地下構造と 小地震から た 活動のいま   

の 明 10  

 

５． 会活動 

ー ン 科学 ミー外国人会員 

国 地研究 ・ 協議 員会・ 協議員（地学部会 ） 

国 地研究 ・地学 員会・ 員  

国 地研究 北 科学研究推進 員会 員  

日本学 会議・ 地研究連絡 員会・ 員（ 員 ） 

科学 員会(SC )日本 表 

一 海上 本部・ 報 推進 員会・ 員   

人日本地震学会・ 議員 議員 

北海道大学 行会 議員 

 

高波鐵夫 
１．主 観測の  

（１）研究観測地 勝  

19 2 年 勝 地震の震 お る の 地震活動を る とを目

10 の海底地震 よる地震観測を 2002 年 7 月 19 日 9 月 21 日 施  

北大 高波鐵夫 村井芳夫 西村裕一 本多亮 勝俣啓 

    人 研究センター 谷川   
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（２）研究観測地 子  

子 地 および 地 の地殻活動を る とを目 多 上

設 した ック ・ ート ン よる 観測と観測 テ の 新  

北大 高波鐵夫 

    ーネ ー研究 Selwyn Sacks   lan inde  cierno ichael 

 

２．発表論文 

Takanami  T  and itagawa  G  ethods and pplications o  Signal Processing 

in Seismic Network perations  ecture Notes in arth Sciences  Springer  

Heidelberg  26 pp  2002  

itagawa  G  Takanami  T  uwano   urai   and Shimamura  H  traction 

o  signal rom high dimension time series  nalysis o  cean ottom Seismograph 

data  Progress in discovery science  eds  rikawa  S  and Shinohara   

Springer  erlin  449 4  2002  

Takanami  T  and itagawa  G  ultivariate time series model to estimate 

arrival times o  S eaves  in ethods and applications o  signal processing 

in seismic network operations  ecture Notes in arth Sciences  eds  Takanami  

T  and itagawa  G  Springer  Heidelberg  13 39  2002  

itagawa  G  and Takanami  T  traction o  small seismic signal by state space 

modeling  in ethods and applications o  signal processing in seismic network 

operations  ecture Notes in arth Sciences  eds  Takanami  T  and itagawa  

G  Springer  Heidelberg  1 12  2002  

高波鐵夫・村井芳夫・本多亮・西村裕一・勝俣啓・島村英紀・ 谷川 ・

海底地震 よる 19 2 年 勝 地震の震 での地震観測 報 北海道大学

地 理学研究報告 66 63 7 2003． 

 

３．学会発表 

Takanami  T  and itagawa  G  Signal e traction problems in seismology  7th 

nnual eeting o  astern Section o  the Seismological Society o  merica  

oston niversity  ct  22  2002  

urai   kiyama  S  atsumata   Takanami  T  amashina  T  Watanabe  

T  Cho  I  uwano   Wada  N  Shimamura  H  elamination structure imaged 

in the source area o  the 19 2 rakawa ki arth uake  7th nnual eeting o  

astern Section o  the Seismological Society o  merica  oston niversity  

ct  22  2002  

itagawa  G  Takanami  T  and atsumoto  N  Statistical modeling approach to 

signal e traction problems in seismology  invited paper o  the 6th S G  

International Symposium  Nihon aigaku aikan  an  22  2003  
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高波鐵夫・村井芳夫・渡辺 ・ 原 ・小平秀一・島村英紀・日野亮 ・ 沢 彦・

・ 原 ・ 藤 典・ 弘明 1993 年北海道 西 地震の震 での P

波 度ト ー（No 2） 地 科学関連学会 2002 年 同大会 2002 年

月． 

村井芳夫・ 山 ・勝俣啓・高波鐵夫・渡辺 ・山 史・ 夫・田中昌 ・

野亜 子・和田 人・島村英紀・ 大 ・ 田亮平 海底および 上 地震観測

から明らか った日高 の地下構造 地 科学関連学会 2002 年 同大

会 2002 年 月． 

高波鐵夫・村井芳夫・西村裕一・本多亮・勝俣啓・島村英紀・ 谷川 ・

海底地震 よる 19 2 年 勝 地震震 での海底地震活動 日本地震学会

2002 年度 大会 2002 年 11 月． 

高波鐵夫・中西一郎 19 2 年 勝 地震 まで 明 れたか． 海底地下構造

関連して ン ー 海地震の研究 い地震波 記録の 義と

高知大学 2003 年 3 月． 

 

４． 研究  

科学研究 助  研究（ ） 高次 時 お る予測および 報 出の

分担 研究 表 北川 郎（ 理研究 ） 

理研究 共同研究２ 課 14 共研 2022 海底地震 記録 れた 大

地震記録の 的 出 の 発 表 

大学地震研 共同研究（ ） から光へ い地震記 の タ と

分担 研究 表 中西一郎（ 大学大学院理学研究科） 

 

村井芳夫 
１．主 観測の  

（１） 勝 お る 地震観測（海底地震 設 2002 年 月） 

（２） ー・ ン 海 お る ン構造 （2002 年 月） 

 

２．発表論文 

村井芳夫・ 山 ・勝俣 啓・高波鐵夫・山 史・渡 ・  夫・田中昌

・ 野亜 子・和田 人・島村英紀・ 夫・  大 ・ 田亮平，海底およ

び 上 地震観測から明らか った日高 の地下構造，月 地 ， 24

7 ，49 49 ，2002 年． 

reivik    jelde   Grogan  P  Shimamura  H  urai   Nishimura  

 uwano    possible Caledonide arm through the arents Sea imaged by S 

data  Tectonophysics  ol 3  Nos 1 4  pp 67 97  2002  

高波鐵夫・村井芳夫・本多 亮・西村裕一・勝俣 啓・島村英紀・ 谷川 ・  

，海底地震 よる 19 2 年 勝 地震の震 での地震活動 報 ，北海道
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大学地 理学研究報告 66 ，63 7 ，2003 年． 

 

３．学会発表 

村井芳夫・ 山 ・勝俣 啓・高波鐵夫・渡 ・山 史・  夫・田中昌

・ 野亜 子・和田 人・島村英紀・  大 ・ 田亮平，海底および 上

地震観測から明らか った日高 の地下構造，地 科学関連学会 2002

年 同大会，2002 年 月． 

村井芳夫，非常 分布 る よる 2 次 SH 波の と 度分 ，日

本地震学会 2002 年度 大会，2002 年 11 月． 

村井芳夫，非常 分布 る よる 2 次 SH 波の と 度分 (2)，

大学地震研究 共同研究（ ） 波 構造と高 波地震波の

研究会，2002 年 12 月． 

 

４． 研究  

大学地震研究  共同研究（ ）， 波 構造と高 波地震波の

，研究 表  小 裕（弘前大学理 学部），研究分担課  中

の よるト ッ 波の および分 関 る研究，70 ． 

 

５． 会活動 （ 員会の 員，予知連，協議会 員 ） 

日本地震学会 議員 

国 地震 学研修（地震学 ー ）研修生への 義（2002 年 10 月 2 日） 

 

岡田弘 
１．主 ー 研修 の  

 2002 年 4 月 13 日 山 地 （文科 C ー 同行） 

 2002 年 4 月 20 日 山 和新山 山会( ・岡田 内 地 ) 

 2002 年 4 月 26 日 山 地 ( 大学 録 田・岡田) 

 2002 年 月 1 日 前山 測 （森 岡田） 

 2002 年 6 月  2 日 山 地 （山 部） 

 2002 年 6 月  4 日 （北海道 発 っかい ） 

 2002 年 6 月  日 山 地 （ 9日 日山 9日西山 ） 

 2002 年 6 月 1 日 山 地 （ 日新 同行） 

 2002 年 6 月 16 日 山 地 （ ミ ー 事前 ） 

 2002 年 6 月 19 日 北海道火山 IC 地研修（ 20 日） 

前山 山 北大 火山観測 IC 火山研修 7 名） 

 2002 年 7 月 11 日 山 地 （ 12 日） 

（ワ ントン大 2名 ッ ン PHI CS Teodorico 同行） 

 2002 年 7 月 14 日 勝 地  

（ワ ントン大 2名 ッ ン PHI CS Teodorico 同行） 
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 2002 年 7 月 23 日 国 会議 山野外  

 2002 年 7 月 27 日 山 地 ( 和新山) 

 2002 年 月 13 日 山 地  

 2002 年 月 2 日 前山 地 （北海道 発 同行） 

 2002 年 9 月  1 日 勝 地 （ ン ン大 マ ー・ ー ン ） 

 2002 年 9 月 3 4 日 山 地 ( ン ン大 マ ー・ ー ン ） 

 2002 年 9 月 14 日 前山 地 （ 小 市 小 同行） 

 2002 年 9 月 1 日 地  

 2002 年 9 月 16 日 山 地   

 2002 年 9 月 26 日 火山 （ 30 日） 

（噴火予知 国 大学 共同研究 北大主催 森 ） 

 2002 年 9 月 30 日 山 地 （ 10 月 2 日 文科 9/30 10/1） 

 2002 年 10 月 12 日 北海道 発 よる火山  

（ 山 山 多 前山の観 ） 

 2002 年 10 月 16 日 山 （北海道 よる 山観 あ ） 

 2002 年 10 月 26 日 山 地 （Thomas Wright 同行） 

  2003 年 2 月  日 北海道 よる 勝 の 地  

 2003 年 3 月 16 日 山 地  

 2003 年 3 月 1 日 火山観測 で資料 理 業（ 17 日） 

 2003 年 3 月 29 日 多 火山地  

 2003 年 3 月 30 日 火口ト ッ ン と 学会（am 山噴火  

員会 北大協 岡田・宇井 ） 

 2003 年 3 月 30 日 山 地 (pm N 火口 NC 火口)  

    

２．発表論文 

岡田弘 2002 山噴火予知と との共生 4 国中学 理科教育研究会

北海道大会集録( 国中学 理科教育研究会 46p） 11 26  

岡田弘 2002 と地 連 山噴火からの ッセー 地

ー 報告 (36p) 市・ ・北海道 発 発 設部 1  

井 一 田谷英次 田中宏明 笠原 子 上 司 岡田弘 2002 地

ー と地 の連 を る 地 ー 報(36p)

市・ ・北海道 発 発 設部 19 34  

岡田弘 宇井忠英 井 藤和明 山中 田 也 2002 2000

年噴火を の平成 12 年（2000 年） 山噴火 火山との共生

を して 北海道 (43p) 30 34  

岡田弘 2002 のセー 2000 年 山噴火と の科学 テ ・

（北海道大学 報 ） 12（2002 年 ）  4 6． 

岡田弘 2002 火山と 火山 と 火山 最前 いま （火山 ー

２ １in 北海道 報告 91p） 1 27  

藤和明 岡田弘 小宮学 田中 夫 2002 火山噴火予知と

火山 最前 いま（火山 ー ２ １in 北海道 報告
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91p） 2 60  

藤和明 岡 夫 川 一 山 上 司 平 中西清 岡田弘 小

宮学 田中 夫 大 男 2002 火山 会議報告

火山 最前 いま（火山 ー ２ １in 北海道 報告 91p）

61 91  

岡田弘 2002 火山との共生 噴火までと噴火発生 最 の内外の噴火 から

の ッセー ２ １火山 ー 記録集（火山 ー 員会

報センター p） 7 21  

岡田弘 2002 と の地 と あ のか 地理月報（二宮 ）

46 4 6  

岡田弘 井 二 武田 子 2002 報道 でのテ の

テ 6 76  

岡田弘（ ） 2002 山 2000 年噴火と火山 関 る 的観測研究 平成 12

年度科学研究 助 研究 進 報告 (No 12 00001) 北海道大学 19 p 

岡田弘 2002 で る 2000 年 山噴火 山 2000 年噴火と火山 関

る 的観測研究 平成 12 年度科学研究 助 研究 進 報告

(No 12 00001) 北海道大学 19 p 3 9  

岡田弘・大島弘光・森済・宇井忠英・新谷 ・井口 人・石原和弘・笠原稔・清 洋・

田中 和・中田 也・西田泰典・野 ・ 口博 ・平 順一・山岡 春・山

宏光・渡辺秀文 2002 山 2000 年噴火と火山 関 る 的観測研究の

山 2000 年噴火と火山 関 る 的観測研究 平成 12 年度科学研

究 助 研究 進 報告 (No 12 00001) 北海道大学 19 p 10 33  

岡田弘・大島弘光・青山裕・森済・宇井忠英・勝井義雄 2002 2000 年 山噴火の

予測と 報・助 の活 （前 地震発生から噴火発生まで） 山 2000 年噴

火と火山 関 る 的観測研究 平成 12 年度科学研究 助 研究

進 報告 (No 12 00001) 北海道大学 19 p 34 7  

鬼澤真也・大島弘光・森済・前川徳光・鈴木敦生・一柳昌義・岡田弘 2002 火

山地 の３次 地震波 度構造 山 2000 年噴火と火山 関 る 的観

測研究 平成 12 年度科学研究 助 研究 進 報告 (No 12 00001) 北海

道大学 19 p 110 117  

岡田弘( ・ ) 2002 2000 年 山噴火と た 的 いて

山 2000 年噴火と火山 関 る 的観測研究 平成 12 年度科学研究

助 研究 進 報告 (No 12 00001) 北海道大学 19 p 140 172  

岡田弘・大島弘光・宇井忠英 2002 2000 年 山噴火の推 予測・ と

課 したか 山 2000 年噴火と火山 関 る

的観測研究 平成 12 年度科学研究 助 研究 進 報告

(No 12 00001) 北海道大学 19 p 173 19  

勝井義雄・岡田弘・ 谷秀吉・ 夫・山中 ・ ・宇井忠英 2002 

山とと 2000 年 山噴火 (北海道新 2 7p) 0  

岡田弘 2002 山噴火 よる 2000 年 山噴火 (北海道新 2 7p)

42 73  
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宇井忠英・ 弘・田 ・ ・ 田藤夫・ 田 郎・中川光弘・岡田弘・勝

井義雄 2002 科学の目で る 山噴火 2000 年 山噴火 (北海道新

2 7p) 223 276  

岡田弘 2002 2000 年噴火への 2000 年 山噴火 (北海道新 2 7p)

249 264  

岡田弘 2002 山と か 2000 年 山噴火 (北海道新 2 7p)

270 273  

岡田弘 山 2000 年噴火と火山 科学 21 1 14 21 2002  

野上 平 順一 大 武 子勤 岡田弘 西村裕一 前川徳光 鈴木敦生

2002 山 2000 年噴火 お る地 学的研究 火山 成分の変動

と火山活動 火山 47 32 332  

宇井忠英 池田 夫 小山真人 田 子 岡田弘 新井田清信 2002 山 2000

年噴火で発生した火 ー 火山 47 333 337 2002 

森 野 Hernandez  P  Salazar   Perez  N  irgili  G  下池洋

一 岡田弘 2002 火山山 内での からのC 2 出 の連 測

火山 47 339 34  

Perez N  Hernandez P  Castro  Salazar  Notsu  ori T  and kada H  

2002 istribution o  oron and mmmonia in soil around su volcano  apan  

prior to the 2000 eruption  ull  olc  Soc  apan  47  347 3 1  

鬼澤真也・大島弘光・森済・前川徳光・鈴木敦生・一柳昌義・岡田弘 2002 火

山地 の３次 地震波 度構造 火山 47 49 06  

岡田弘 2002 で る火山噴火と の科学 2000 年 山噴火からの ッセー

．日本 学会 11 3，476． 

岡田弘 2003 の を て 山噴火からの ッセー ． 21 紀の

を る して ら る 会を して （北海道大学 行会 内

次 木村 21 p） 1 144  

岡田弘 2002 火山と共 生 る・・2000 年 山噴火から学 ． 田 史

2000 年 山噴火・・ の記録と教 田 史 集 員会 6 p 606 622． 

岡田弘 2003 2000 年 山噴火と への ． 報 い No 14 ． 

岡田弘 2003 山 報の ・・ ミ ー ン よる ミ テ 支

援．火山 報ワーク ッ 島報告 大学 研究 0p 13 17． 

岡田弘 2003 一研究 の から た噴火予知研究と 会との関 ．火山 4

137 140． 

岡田弘 2003 大 と ばよいのか・・2000 年 山からの ッセー ．

上小教育 46 9 ． 

山中 岡田弘 藤和明 2003 山噴火から まで・・ ー マッ

生か れた前 の教 ．2002 火山 ー 記録集 61p 7 19． 

 

３．学会発表 

岡田弘（ ） ミ テ ー支援科学としての噴火予知・地震予知 ， 地

科学 2002 年度 同大会（2002 年 月 29 日 ン ック青 年センター） 
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岡田弘（ ） の と生活支援の科学を して 2 の 山噴火

の から 地学 研究会北海道 会（2002 年 月 3日 教育大学） 

岡田弘・大島弘光・宇井忠英 火山噴火 後 お る 機 と研究 の

2000年 山噴火の事 よ  日本火山学会 大会(2002年10月22 24日

市震 記 ) 

岡田弘 および 外 よる 気 発の の研究( 報) 2000 年  

山噴火 いて ，日本 報学会（2002 年 11 月 6 7 日 大山上会 ） 

岡田弘( 報告) 2000 年 山噴火と火山 いの と ミ テ ーを

るか （60 分），日本科学 会議 学 研究集会(北大 ) 

岡田弘 科学 よる 会支援の ッセー ・・2000 年 山噴火からの報告 (課

2002 年 9 月 21 日) 日本科学 会議 学 研究集会(北大 ) 

岡田弘， ン 山 る での 報共 と連 いて

（ ネ ー 北大高 教育機 センター 2002 年 9 月 2 日）日本 木学会 

岡田弘， 山の火山活動 地 測 お る ー ー の活

と技 の (共 2002 年 9 月 26 日 北大高 教育機 センター) 30

日本 学会 会 

岡田弘， で る火山噴火と の科学・・2000 年 山噴火からの ッセー

（ 2002 年 10 月 10 日 トン ） 

岡田弘， 火山 の 科学で を か 科学研究 研究 火

山 発の ミク 平成 14 年度 ン （2003 年 3 月 3 4 日 大学地

震研究 1会議 ） 

岡田弘， 4 年 まった の小活動 を しているか (岡田弘) 

北海道大学理学研究科 属地震火山研究観測センター ン お

る研究の と （主催 2003 年 3 月 日 北大理 4 401 義 ） 

岡田弘， 山 報の ミ ー ン よる ミ テ ー支援

（岡田弘 

大学 研究 ２１ 紀 C 火山 報 ン in 島

（2003 年 3 月 13 日 島 ン ー 島 ） 

 

４． 研究    

平成１４年度科学研究 助 ・ 研究（２） 火山噴火の 予測と

のた の 科学 研究 表 岡田弘 名 ，４   

平成１４年度北海道 研究 北海道 お る火山 関 る 研究( )

研究 表 岡田弘 １，  

平成１４年度 任 理 れ 理学研究のた 研究担当 岡田弘 会

設技 研究 本  

 

５． 会活動 

 文部科学  科学技 ・学 議会 測地学分科会 火山部会（ 時 員） 

 地震予知研究協議会（ 員） 

 火山噴火予知研究協議会（ 員） 
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 火山噴火予知研究 員会( 員)  

日本学 会議 会 学研究 員会 学 員会( 員)  

 日本火山学会（ 議員） 

 中 会議 会（ 員） 

 山地 国 会（ 員） 

 火山噴火予知連絡会（ 員 地 事 ） 

 北海道 会議火山 員会（ 員） 

 

．会議  

文部科学 科学技 学 議会測地学分科会火山部会 2002 年 3 月 1 日( 9    

) 10 月 29 日（ 10 ） 2003 年 1 月 2 日（11 ） 3 月 24 日(

12 ) 

7 次火山噴火予知 員会 11 月 27 日( 2 ) 12 月 1 日( 3  

大地震研) 1 月 7 日( 4 大地震研) 2 月 19 日（ 大地震研）

3月 6日( 大地震研) 

火山噴火予知研究協議会 6月 10 日（ 大地震研）） 11 月 26 日（ ） 

火山噴火予知研究 員会 2002 年 月 29 日( )  

地震予知研究協議会 20002 年 10 月 日（ 大地震研）  

日本学 会議 会 学研究 員会 学 員会( 員) 2002 年 7 月 3

日（学 会議） 10 月 1 日（ 大山上会 ） 2003 年 2 月 4 日（学 会議）  

中 会議(内 ) 報の共 関 る 会（ 員） 

1 （2002 年 10 月 3 日） 2 （10 月 31 日） 3 （11 月 19 日 ）

４ （12 月 17 日） （2003 年 1 月 30 日） 6 （2月 2 日） 7 (3

月 14 日) 

火山噴火予知連絡会（気 員 事） 92 (2002 年 月 23 日) 93 （  

事会の 出 2002 年 10 月 1 日） 94 (2003 年 1 月 21 日) 活火山ワー ン

ー 会(2003 年 1 月 7 日) 

山地 国 会（ 員） 

 1 山地 国 活 本構 会(2002年7月1 日 後 テ ) 

 山地 国 活 本構 会野外 （2002 年 7 月 23 日） 

２ 山地 国 活 本構 会(2002年9月19日 後 テ ) 

3 山地 国 活 本構 会(2003年3月19日 後 テ ) 

北海道 発 前山 報 会（2002 年 月 29 日 小 市） 

北海道 会議火山 員会(北海道 火山 員)2002 年 3 月 2 日 2002 年

10 月 9 日 2003 年 3 月 2 日 

連 会議 1 （2002 年 10 月 4 日 気 ） 2 （2003 年 1 月

17 日 北海道 発 ） 

NP 人 報支援 会 2002 年 11 月 29 日 北大火山 ー 会

2002 年 10 月 7 日  

日本火山学会 ー マッ 研究ワー ン ー 2002 年 月 30 日( ) 2002 

年 10 月( ) 
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火山噴火の 予測と のた の 研究ワーク ッ 主催 2002 年 12

月 11 日 北大 年記 会  

分野 大震 研究 員会 2002 年 6 月 11 日(北大本部事務 会議 ) 

ワ 大学 学 会（本部事務 会議 ） 

国 発協 推進 関 るワー ン ー 会議 

  1 2003 年 1 月 29 日 2 2003 年 2 月 24 日 3 2003 年 3 月 7 

 

． ・ ン  

2002 年 6 月 4 日 ン  

の噴火 と 山噴火からの教 （ ） 

2002 年 月 3日 地学 研究会北海道 会 の と生活支援の科学を し 

て・・2 の 山噴火の から （ 教育大学） 

2002 年 月 24 日 川市 大学 セミ ー 地 と か の 

と生活支援の科学を して 山からの ッセー （ 川市 済

ンター） 

2002 年 9 月 10 日 平成 14 年度 道 市 担当職員研修会 火山噴火と

山噴火からの ッセー （ 義 田 ） 

2002 年 9 月 20 日 平成 14 年度 火 理上 会( 小 本部主催 小 市

会 ) 活火山 前山の噴火 て 学 及び事業 の 機 理 ( 義) 

2002 年 9 月 2 日 日本 木学会 ン 山噴火 る での

報共 と連 いて （北大 ネ ー ）  

2002 年 10 月 26 日 辺地 ミ ー ン 火山の で

ら た ミ ー への （ 文 センター） 

2002 年 10 月 2 日 火山 ン （ 田 ネ ー ） 

2002 年 11 月 13 日 北海道 セミ ー（ 義 北海道 発 木研究 ）科

学 よる 会支援の 2000 年 山噴火からの報告  

2002 年 12 月 12 日 ン （主催 北大学 会 ） 火山噴火

の 予測と のた の 科学 噴火 の と科学 の 2 年

の噴火予知研究を て (岡田弘) 

2002 年 12 月 21 日 市 会（ 市教育 員会） い とい

時 た 最 の火山 から （ 市 会 ） 

 

．主 成  

地震火山 C 教 協 ・ 協 地底 3 マ の ・・地震と火

山の まる 文部科学 地震 研究課 人地震予知

研究 会地震 研究センター 2003 年 3 月 19 日（岡田弘 研究 へ G ・・

火山研究 へ G の部分を担当 2000 年 山の 地での および 真・

資料 の提 ） 

山地 ック 市・ 田 ・ ・ ・ 村共同  

2003 3 岡田弘 修 

NH テ 成・岡田弘 協 及び出 協 北海道 ・・北の

 120



た ・・噴火 い ・火の山と生 る NH 北海道

地 の 2002 年 7 月 19 日 20 00 20 4 NH 2 国 2002 年

1 月 30 日 14 1 1 00 

大学テ 教 成協 (岡田弘 地 義 録 2002 年 4 月) 

 田 史 2000 年 山噴火 の記録と教 （ 田 6 p  2002）  

ミ ー テ ト施設 （岡田弘・勝井義雄日英 修  

 明 2003 年 3 月 31 日） 火山 会議協議会（ ） 2002 

火山 ン ック 火山と を知る （岡田弘資料提 助 ） 

勝 の ー マッ (美 ) 

美 い とい と のた 2002 3 岡田弘 修 

 

． の （新 ・ よる主 活動 介記事 ） 

2002 年 03 月 2 日 北海道新 目 道 会議 火山の 報告  

2002 年 0 月 1 日 報 北大大学院生ら 2000 年噴火 学 市 で

を C 山 教育 一  

2002 年 06 月 01 日 報 の知 次 へ 行  

2002 年 06 月 0 日 日新 ま か ２１２ 火山 ートしよ  

2002 年 06 月 17 日 報 し共 を 60 人ワーク ッ 内

岡田教授 山で ート ミック噴火 山 山 ミ

ー ート  

2002 年 07 月 17 日 北海道新 の 点から 噴火を 記録本あ 出  

2002 年 07 月 1 日 北海道新 構 北海道 ー

北の た  

2002 年 09 月 0 日 日新 30 日 内部構造 い地震波を観

測  

2002 年 09 月 26 日 北海道新 との連 大 噴火で研究 論  

2002 年 09 月 26 日 北海道新 人 地震で構造 る 北大 30 日山

 

2002 年 09 月 26 日 北海道 信日 設 木学会 国大会 タート 北大で学

施  

2002 年 09 月 27 日 北海道 設新 木学会 国大会研究 論会  

2002 日 09 月 30 日 北海道新 発 し を  

2002 年 09 月 30 日 日新 内部 で 施  

2002 年 10 月    ら 大学教授と いて て分った 山・ 前山の本当

の 学び観光 お し い 火山 （ ク ート北海道 ら ） 

2002 年 10 月 10 日 北海道新 火山噴火予 道 会議 報告  

2002 年 10 月 17 日 北海道新 岡田教授 し 山で  

2002 年 10 月 17 日 報新 中 会議 新た 二 の 会

上 の共 関 る 会  

2002 年 10 月 17 日 報新 日本 学院 セミ ーの 内 北

海道 セミ ー  
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2002 年 10 月 21 日 北海道新 へ英知結集 ン ー 田・

で 月  

2002 年 10 月 2 日 北海道新 噴火の教 共 を ・ ・ ら

の ー  

2002 年 10 月 29 日 北海道新 火山 理 大 ー  

2002 年 11 月    報 い 平成 14 年度 山火山噴火  

2002 年 11 月 17 日 報新 日本 報学会 11 月 6 7 日 大学で 研

究発表大会を  

2002 年 12 月 11 日 日新 77 年 山噴火 あ 北大で 紀 ン  

2002 年 12 月 12 日 北海道新 への から 岡田教授  

2003 年 02 月 09 日 北海道新 勝 噴火 し 道 本部を  

2003 年 02 月 09 日 日新 火口観測 噴火 し 勝 岡田北大教授推

目 山 を  

2003 年 03 月 17 日 日本新 火山 報ネットワークを  

2003 年 4 月     ン No 604 山 録 （平

文 ） 31 33． 

 

大島弘光 

１．主 観測の  

（１） 測  

北大学との共同観測として 2002 年 月４日から 月 日 か て および

辺地 の 測 を 施した の タと てマ マ および

マ マ を ，火山活動の を した． 

 大島弘光，前川徳光， 木 人，武田 人． 

（２）北海道 地 お る GPS・ 測  

地殻活動の ミク を 明 る とを目的 ，島 島 である 地

している GPS ， の 測 を 月 26 日 2 日および 11

月 14 日 16 日 施した． 

 大島弘光，前川徳光，小山順次，高田真秀 か２名 

（３）北海道 構造  

部の 度構造を 明し， 度を高 るとと 火山活動を る構

造を るた ，2002 年 9 月 26 日 10 月 2 日 か て人 地震 よる構造

を共同して 施した． および 辺地 の一 的 度構造および 次

度構造 られた． 

大島弘光，鬼澤真也，青山 裕，森 済，前川徳光，鈴木敦生，岡田 弘

北海道大学， 田大学， 北大学， 業大学， 大学，名 大学， 大

学， 大学， 島大学， 気  

（４）2002 火山 発 測 クト 中  

中での 発的噴火の ン の ，及び噴火 の 測 関 る を

るた 10月2 日 31日 か て おいて 中 を行い地動と

の 関 る タを した． 
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大島弘光，青山 裕，前川徳光，鈴木敦生，谷口宏光，後藤 夫，大 司，

市原美 か５名． 

（５） 士山 地震観測 

士山の 部地震活動をとら て，マ マ 部 波地震発生機構の 明

と，火山活動の を目的 国共同観測として進 られている 地震観測のた

， 士山西 の２ で観測点を設 した． 

大島弘光，青山 裕，前川徳光，鈴木敦生， 北大学， 大学，名

大学， 大学， 大学， 島大学，気 ， 科学研究  

 

２．発表論文 

hba T  H  Taniguchi  H  shima   oshida   Goto and esearch Group on 

olcanic plosions， ect o  e plosion  energy and depth on the nature o  

e plosion cloud   ield e perimental study ，  olcanol  Geotherm  es   

11  33 42，2002． 

亮彦 谷口宏 大島弘光 後藤 夫 大  司 宮本 火山 発研究

ー ，野外 発 から た 2000 年噴火 火山，47，243 2 3，2002． 

鬼澤真也・大島弘光・ ， 火山地 の３次 地震波 度構造，火山，47，49 06，

2002． 

吉田 一，笹谷努，一柳昌義，大島弘光，田村 ，2000 年 山噴火活動

波地震，火山，47， 07 19，2002． 

青山裕・大島弘光・前川徳光， 山 2000 年噴火 活動，火山，47，21 32，

2002． 

鬼澤真也・大島弘光 か，2001 年 火山人 地震 ３次 波 度構造 ，月

地 ， 外 39，14 21，2002． 

大島弘光・前川徳光・ 木 人・武田 人，北海道の火山および の 辺地 お

る 測 ，北大地 理報告，66，101 110，2003． 

大島弘光・青山 裕，火山噴火 出 度， 噴出 度の 測を目 して ，

研究 火山 発の ミク 平成 14 年度成 報告 ，2003． 

 

３．学会発表 

岡田弘，大島弘光， 山構造 ー ， 山 お る人 地震 の

，地 科学関連学会 2002 年 同大会，2001 年５月．  

鬼澤真也，大島弘光，青山裕 か， 山 お る人 地震 3次 P波 度構

造 ，地 科学関連学会 2002 年 同大会，2001 年 6 月． 

大島弘光，鬼澤真也，青山裕 か， 山の 2000 年新山 お る地震 ，地

科学関連学会 2002 年 同大会，2001 年５月． 

大島弘光，青山裕，鬼澤真也 か TCP/IP ネットワークを いた火山観測 テ

ータ テ の ，地 科学関連学会 2002 年 同大会，2001 年５月． 

前川徳光，石川和也，大島弘光 か 小電 テ ータの ，地 科

学関連学会 2002 年 同大会，2001 年５月． 

井 ，鬼澤真也，大島弘光， 山構造 記録 られる後 ，日本火山学
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会 2002 年度 大会， ． 

岡田弘，大島弘光，宇井忠英，火山噴火 後 お る 機 と研究 の 2000

年 山噴火の事 よ ，日本火山学会 2002 年度 大会， ． 

市原美 ，大島弘光，山本裕 ，谷口宏光 か，高 度 と セン よる

中 発同時観測 ，日本火山学会 2002 年度 大会， ． 

大島弘光，前川徳光， 木 人，武田 人，北海道の火山および の 辺地 お

る の 年変 ，日本火山学会 2002 年度 大会， ． 

大島弘光，青山裕，火山 発 の 出 度 噴出 度の 測 て ，

火山 発の ミク 平成 14 年度 ン ，2003 年 3 月 3 4 日，

大学． 

前川徳光，大島弘光， の 1 地殻変動 ，北海道大学地震火山研究観測セン

ター・ ン お る研究の と ，2000 年３月 日，北

海道大学． 

大島弘光，小野 ，1929 年噴火 噴 の１次 常 よる ，北海道

大学地震火山研究観測センター・ ン お る研究の と

，2000 年３月 日，北海道大学． 

 

４． 研究  

科学研究 助  研究一 （ ） 発的噴火 の ン の と

予測，分担， 表 北大学 北 研究センタ  教授 谷口宏光． 

科学研究 助  研究 火山 発の ミク ， 04 火山 発 地

表 る新研究手 の 発と ，分担 ， 表 北大学 北 研

究センタ  教授 谷口宏光． 

大学 研究  一 共同研究 火山 地震・ 動の ータ ー の 成と発生

程の 研究，協 ， 表 北大学大学院理学研究科 助教授 西村 志． 

 

５． 会活動 

 構造 報告会 催 

 火山観測 一  

 

．会議  

 平成 14 年度 山噴火 （2002 年 10 月 16 日） 

 

橋本武志 

１．主 観測の  

 火山 電位 し観測 

目的 1990 年の噴火 の発 程を ． 

成 山 部の 的 電位変動 られた． 

岩 ー を中 と る の と れる変 られる． 

火山地磁気 磁 観測 

目的 中 火口の地下 部 度変 を推 る． 
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成 199 年 いて た 2001 年 底を ， 

た と 明らか った． 動の 大と 関連 られる． 

火山地磁気 磁 観測 

目的 199 年噴火 火口 辺 の地下 度変 を推 る． 

成 噴火 後一 して で 明で る．最 の変 る． 

ン ー 電磁気観測（ SGS と共同） 

目的 地地震 ト ー れた地殻変動 地磁気変 の 出と ン  

成 年 変 成分 目した を行った． 

気 変 表 の岩石磁 の年 変 の を した． 

 

２．発表論文 

山口 ・ 藤史 ・橋本武志・村上英記・高木典子  野島 部の２次 構

造および 活動度との関連  地震   (2)  p  143 1 1  2002  

Nakaboh   no  H  Sako   Sudo   Hashimoto  T  and Hurst   W  

Continuous depression by umarolic activity at Iwoyama  uju olcano  yushu  

apan  Geophys  es  ett  accepted  2002  

2001 年地殻 研究 ー ，2001 年 西部地震震 辺での 部

構造 の ， 大学 研究 年報  4   4 9 497  2002  

橋本武志・宇 木 ・ 中 也・田中 和， 山の 出 程と地磁気変 ，

大学 研究 年報  4   617 62  2002  

谷英 ・高 一・石戸 士・ 藤 子・橋本武志・田中 和・大 敬宏， 山

お る岩石のゼータ電位測 ， 大学 研究 年報  4   64 6 6  2002  

中 真・小野博 ・ 雄・橋本武志・ 藤 明・大 敬宏・吉川 ・宇 木 ・

中 也・ W Hurst， 火山の地殻変動， 大学 研究 年報  4   633 643  

2002  

 

３．学会発表 

橋本武志・田中 和・ 山 ，マ マ の発 と 電位変動，

地 科学関連学会（ ）  ay 27 31  2002  

宇 史・吉田 一・ 一郎・大志 人・笠谷 史・ 山 ・橋本武志・中

郎・ 部 ，大山火山の 部 構造 （ 報），地 科学関連学会（

）  ay 27 31  2002  

笹井洋一・ alcolm  S  ohnston・田中 和・橋本武志・宇 木 ・ 中 也・上

， ー 上での 磁気変 の ー茂木 を としてー，地

科学関連学会（ ）  ay 27 31  2002  

谷英 ・石戸 士・高 一・ 藤 子・橋本武志・田中 和， 山 辺の岩石

のゼータ電位測 ，地 科学関連学会（ ）  ay 27 31  2002  

岡学・ 山 ・笹井洋一・上 ・橋本武志，2000 年 島噴火・ 成

磁 変 ，地 科学関連学会（ ）  ay 27 31  2002  

Wahyu Srigutomo・ 山 ・ 田 ・橋本武志・宗 浩志・田中 和・宇 木 ・

大 隆雄， esults o  time domain electromagnetic survey in nzen olcano  
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yushu  apan，地 科学関連学会（ ）  ay 27 31  2002  

笹井洋一・上 ・ 田 司・ 山 ・ ac ues Zlotnicki・橋本武志・高橋 志，

島火山 2000 年活動 地磁気変 の ，地 電磁気・地

学会（ ）  Nov  11 14  2002  

橋本武志・田中 和・宇 木 ・ 中 也・上 ・笹井洋一・ ン トン マ

， ン ー の 磁 られる年 変 い

て，地 電磁気・地 学会（ ），Nov  11 14  2002  

笹井洋一・ 上 ・ 田 司・ 山 ・高橋 志・ ac ues Zlornicki・橋本武志，

島 2000 年活動 地磁気変 の ，日本火山学会（ ）， ct  

22 24  2002  

岡学・ 山 ・上 ・笹井洋一・橋本武志，2000 年 島 成時の磁

変動，日本火山学会（ ）， ct  22 24  2002  

小川 ・ 山 ・田中 和・橋本武志・ 谷英 ， 火山 辺 お る ー

を いた 地電位 測 ，日本火山学会（ ）， ct  22 24  2002  

中 真・小野博 ・橋本武志・大 敬宏・ 藤 明・吉川 ・ 雄・ W Hurst・

宇 木 ・ 中 也， 火山 お る ッ タテ ック を いた GPS

測 ，日本火山学会（ ）， ct  22 24  2002  

T  Hashimoto  S  Ikebe  H  no  and  Tanaka  Heat discharge  water level and 

geomagnetic changes o  the crater lake  so olcano  apan  Western Paci ic 

Geophysics eeting (Wellington)  ul  9 12  2002  

澤 記・ 士山 研究 ー ，電磁気観測から明らか った 士火山の

， 大学 研究 研究発表 会（ ）， eb  20 21  2003  

谷英 ・石戸 士・橋本武志・ 田 ・ 藤 子， 火山の岩石のゼータ電位

測 ， 大学 研究 研究発表 会（ ）， eb  20 21  2003  

田中 和・橋本武志・小野博 ・北田 人・吉川 ・ 島 ， 火山 お る 中

磁気測  し観測 て ， 大学 研究 研究発表 会（ ），

eb  20 21  2003  

澤 記・ 士山 研究 ー ， 士山地下の地殻 部 構造， 大学

研究 研究発表 会（ ）， eb  20 21  2003  

 

４． 研究  

科研 手研究( ) 表 橋本武志， 目 電位および の 的ト

よる火山の 部 の 明 2 6 0  (H13 14  2 年 )  

科学技  表 田中 和 分担 橋本武志， 目 科学 よる

噴火機構とマ マ活動 明のた の国 共同研究， 000  (H14 16  3

年 )  

日本学 会 日 科学協 事業 表 田中 和，分担 橋本武志・笹井洋

一・上 ・宇 木 ・ 中 也， 目 火山活動 電磁 の発生機構

と ン ーの 研究 ， 000 （H13 1  3 年 ） 

 

５． 会活動 
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研究 研究担当併任 

SG PSS（地 電磁気・地 学会） 21 員 

 

森済 

１．主 観測の  

（１） 山 2000 年噴火 地殻変動 知のた の 測地観測． 

 測 ・光波測 森済． 

 を 観測 月 施． 森 済． 

 西 の西山西火口 の隆 中 で 中．活動 後の を

観測中． 森済． 

（２）北海道  

北海道 構造 （2002 年 9 月 27 日 10 月 2 日 目的 火山噴火予知 の

一 として人 地震 よる北海道 の 部 度構造 明） るとと

2002 年 ・9月 の 業． 

 森済，鬼澤真也，青山裕，大島弘光，岡田弘，前川徳光，鈴木敦生，北海

道大学， 北大学， 田大学， 大学， 業大学，名 大学， 大学，

大学， 島大学，気  

（３）火山活動 のた の 辺 での 観測（2002 年 9 10 月）．

森済 

 

２．発表論文 

鬼澤真也・大島弘光・森済・前川徳光・鈴木敦生・一柳昌義・岡田 弘(2002)

火山地 の 3次 地震波 度構造 火山 47 49 06． 

岡 紀 ・高橋浩晃・笠原稔・石 ・森済・北川 ・藤原 ・中 明(2002)

高 度GPS観測 よる 2000 年 山噴火の地殻変動 火山 47 47 7． 

高橋浩晃・岡 紀 ・石 ・森済・ 島 ・渡 志・ ・中 茂・ 藤 ・

木 文 ・笠原稔(2002) ２ 波GPS 信機 よる 2000 年 山噴火前後の地殻変

動観測 火山 47 161 166． 

木 文 ・森済・山本 (2002) T GPS よる 山地殻変動 タ タ

ー（2000 年 4 月 1 30 日） 火山 47 167 170 

森済(2002) 前山北 山道 測 で明らか った上下変動 (1997 2001) 月

地 外 39 10 13． 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・ 井 ・ の 道・

及川 ・大 隆雄・山本 ・森 彦・平 ・宮 宏 ・岡田弘，2001 年 山

人 地震  3 次 P波 度構造，月 地 ， 39  14 21  2002． 

 

３．学会発表 

森済・鈴木敦生 前山北 山道 測 で明らか った上下変動(1997 2001)． 

   地 科学関連学会 2002 年 同学会，2002 年 6 月． 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・ 井 ・ の 道・

及川 ・大 隆雄・山本 ・森 彦・平 ・宮 宏 ， 山 お る人 地
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震 3次 波 度構造，地 科学関連学会2002年 同学会，2002年 6月． 

森済 山 1977 19 2 年活動 お る山 部の地殻変動 山 お る地殻変動

の ． 会 火山噴火の 予測と のた の 科学 2002

年 12 月 12 日． 

森済 山 1977 19 2 年活動 お る地殻変動 ． 火山 発の

ミク 平成 14 年度 ン ，2003 年 3 月 3 4 日． 

森済 1996 年 の 気 発の ま と前 地殻変動．北海道大学地震火山セ

ンター・ ン お る研究の と ，2003 年 3 月 日，

北海道大学． 

 

４． 研究  

科学研究 助 研究 火山 発の ミク ， 0 火山噴火の 予

測と のた の 科学 分担 ， 表 北海道大学地震火山研究観測セ

ンター 教授 岡田弘 

 

西村裕一 

１．主 観測の  

（１） ー お る海底地震観測 

 内 ーン ン おいて，海底地震 と ンを いた構造

を 施した． 

 機関 北海道大学， ン大学， ンマーク地  

（２） お る地 学的 研究 

 内 辺 おいて，噴気 ， ， の測 を 施

した． 

 機関 北海道大学， 業大学， 火山観測  

（３） 山の地殻変動 関 る 研究 

 内 山 山 からの地殻変動連 観測を した． 

 機関 北海道大学， 業技 研究 ，道  

（４）北海道 部の 波 関 る 研究 

 内 北海道中 部 平洋 おいて， 波 の 研究を した． 

 機関 北海道大学，日本大学 

 

２．発表論文 

高木 ・西村裕一・宮村 一，セ ト観測 よる 2000 年 山噴火後の地

殻変動．火山，47， 9 69，2002． 

大野希一・国 ま ・鈴木 ・西村裕一・ 井大 ・ 藤 彦・ ・ 真

． 山 2000 年噴火で たら れた火 の ．火山，47，619 643，2002． 

田 ・ 英夫・宮城 ・西村裕一・宮 育夫・ 大助・川辺 ， 火

山 2000 年噴火の火口 ．火山，47，64 661，2002． 

Nogami   Hirabayashi   Nishimura   and Suzuki   Nature and rigin 

o  olcanic sh in the 2000 ruption o  su olcano  Southwestern Hokkaido  
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apan  arth Planets Space  4  993 99  2002  

野上 ・平 順一・大 武・ 子勤・岡田弘・西村裕一・前川徳光・鈴木敦生，

山 2000 年噴火 お る地 学的研究 火山 成分の変動と火山

活動 ．火山，47，32 332，2002． 

reivik    jelde   Grogan  P  Shimamura  H  urai   Nishimura  

 and uwano    Possible Caledonide rm Through the arents Sea Imaged 

by S ata  Tectonophysics  3  67 97  2002  

高波 夫・村井芳夫・本多 亮・西村裕一・勝俣啓・島村英紀・ 谷川 ・ ，

海底地震 よる 19 2 年 勝 地震の震 での地震観測 報 ．北海道大学地

理学研究報告，66，63 7 ，2003． 

知北和 ・西村裕一・ 山 次・ 原信 ・城戸大 ・ 国， 山 2000 年噴火

よってで た池 の 支・ 学成分 支． 火山噴火 と新生

池 の の機構 関 る研究 ，科学研究 助 （ 表知北和 ）研究成

報告 ，3 4，2003． 

西村裕一， 史噴火と 史 波 1994 年 と 1640 年北海道 の噴火と 波

．月 海洋 外，2  132 137  2002   

 

３．学会発表 

hba  ulina  Nogami  Nishimura  Geochemical Survey at abaul Caldera  Papua 

New Guinea  The th ield Workshop on olcanic Gases  (Nicaragua and Costa 

ica)  2003 3  

Pecher  Henrys  annister avey  Nishimura  amada  Shimamura  Structure o  the 

Hikurangi Subduction Zone  ast Coast New Zealand  rom a Coincident cean 

ottom Seismometer  nshore/o shore  and ultichannel Seismic e lection 

Survey  eep Seismic eeting  Taupo (NZ)  2003 1  

reivik  jelde  Grogan  Shimamura  urai  Nishimura  Crustal Structure and 

Trans orm argin evelopment South o  Svalbard ased on S and Gravity ata  

eep Seismic eeting  Taupo (NZ)  2003 1  

Nishimura  Nakagawa  uduon  Wukawa  Timing and Scale o  Tsunamis Caused by the 

1994 abaul ruption  ast New ritain  Papua New Guinea  WPG  Wellington 

(NZ)  2002 7   

Nishimura  amada  Shimamura  Henrys  NIGHT Working Group  ocal Seismicity  

ast Coast o  North Island  New Zealand  etected by an S rray  WPG  

Wellington (NZ)  2002 7  

amada  Nishimura  Shimamura  Henrys  NIGHT Working Group  Crustal Structure 

o  astern Shore o  the North Island  New Zealand  as evealed by an S and 

irgun periment  WPG  Wellington (NZ)  2002 7  

Pecher  Henrys  annister  avey  Nishimura  amada  Shimamura  NIGHT Working 

Group  North Island Geophysical Transect (NIGHT)  irst esults rom a 

Combined cean ottom Seismometer and ultichannel Seismic e lection Survey  

WPG  Wellington (NZ)  2002 7  
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Henrys  annister  Pecher  avey  Stern  Strat ord  Salmon  White  Harrison  

Shimamura  Nishimura  amada  North Island Geophysical Transect (NIGHT)  n 

verview  WPG  Wellington (NZ)  2002 7  

Nishimura  Nakagawa  uduon  Wukawa  Timing and Scale o  Tsunamis Caused by the 

1994 abaul ruption  ast New ritain  Papua New Guinea  The ontagne Plee 

1902 2002 International Congress  Saint Pierre  artini ue ( rance)  2002   

Nishimura  atsushima  Saito  Takarada  Hasaka  Takagi  e ormation onitoring 

by  and Theodolite Surveys at the Western Part o  su olcano  Hokkaido  

apan  The ontagne Plee 1902 2002 International Congress  Saint Pierre  

artini ue ( rance)  2002  

Takarada  Hoshizumi  iyagi  Nishimura  iyabuchi  iura  awanabe  

Characteristics o  the arch 31  2000 Phreatomagmatic ruption at su olcano  

apan  The ontagne Plee 1902 2002 International Congress  Saint Pierre  

artini ue ( rance)  2002  

Czuba  itzmann  Grad  Guterch  okat  Nishimura  The Crustal Structure o  the 

Continent cean Transition Zone in the North Western Spitsbergen ased on the 

99200 Pro ile  periment S  II  GS  Nice ( rance)  2002 4   

Hirakawa  Nakamura and Nishimura  Huge Tsunamis and Their ecurrence Interval 

ased on Tsunami eposits long the Paci ic Coast o  ast Hokkaido  Northern 

apan  Tsunami isk and Its eduction in the sia Paci ic egion  andung 

(Indonesia)  2002 3   

平川一 ・中村 ・西村裕一， 島および 勝 の 波 の

と の 義． 史地震研究会，2002 年 10 月． 

山田亜海・西村裕一・島村英紀・I  Pecher・S  Henrys 海底地震 と ン よ

る ー ー ン 北島の地殻・上部マント 構造．地 科学関連学会 2002

年 同大会，2002 年 月．  

西村裕一・中川光弘・宮地 道 波 とテ から た噴火 波の発生時 と

波高．地 科学関連学会 2002 年 同大会，2002 年 月．  

 

４． 研究  

科研 研究 （海外） 2001 2003 年（平成 13 1 年）   

お る 部マ マ テ の究明 （ 表 西村裕一）  

科研 研究 （海外） 2001 2004 年（平成 13 16 年）   

地の 海 海 の 部地下構造と， 小地震から た 活動のいま

の 明 （ 表 島村英紀）  

科研 研究 （一 ） 2001 2002 年（平成 13 14 年）   

火山噴火 と新生池 の の機構 関 る研究 （ 表  知

北和 ）  

科研 研究 （一 ） 2001 2002 年（平成 13 14 年）   

史史料，および地 海 大地震の 関 る研究  

（ 表 司 ）  
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５． 会活動 

2002 年 10 月 12 日 地 ト ック協会主催 

  会 北海道 平洋 の 大地震と 波  

2002 年 6 月 6 日 理科大学 科学セミ ー 火山 観測と研究の最前  

2001 年 6 月 2 日 理科大学 科学セミ ー 火山 観測と研究の最前

 

 

青山裕 
１．主 観測の  

（１）北海道 構造  

火山噴火予知 北海道 の 部 度構造 明を目的 ，9月 26 日 10

月 2 日 国 大学の共同観測として人 地震 を行った． および 辺地 の

一 的 地震波 度構造 られた． 

青山裕，大島弘光，鬼澤真也，森済，岡田弘，前川徳光，鈴木敦生，北海道

大学， 北大学， 田大学， 大学， 業大学，名 大学， 大学，

大学， 島大学，気  

（２）2002 年 中  

中での 発的噴火の ー ン の および噴火 の 測 関 る

を るた ， 中 お る火 を行った． セー ン

した 的 からの 波の を した．また，地動と の

関しての 的 ータを た． 

青山裕，大島弘光，前川徳光，鈴木敦生， 北大学， ipepe(Italy) 

（３） 士山 地震観測 

士山および の 辺 お る地震活動のよ を目 して，2002 年度よ

地震観測 れた．北大担当分の地震観測点設 関 る 業を 2003 年 3

月 行い， 当て分の ータを 火山観測 て ター る． 

青山裕，大島弘光，前川徳光，鈴木敦生， 北大学， 大学，名 大学，

大学， 大学， 島大学，気 ， 科学技 研究  

 

２．発表論文 

青山裕・大島弘光・前川徳光， 山2000年噴火 活動，火山，47 ( )  21 32  

2002． 

H  oyama   Takeo and S  Ide  volution mechanism o  an earth uake swarm under 

the Hida mountains  central apan  in 199   Geophys  es  107   

S 1 S 20  2002  

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・ 井 ・ の 道・

及川 ・大 隆雄・山本 ・森 彦・平 ・宮 宏 ・岡田弘，2001 年 山

人 地震  3 次 P 波 度構造，月 地 ， 39  14 21  2002． 

大島弘光・青山裕，火山 発 の 出 度 噴出 度の 測 て ，

研究 火山 発の ミク 平成 14 年度成 報告 ，2003． 
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３．学会発表 

青山裕・大島弘光・前川徳光，2000 年 3 月 31 日の 山噴火で観測 れた と地

動，日本火山学会，2002 年 10 月． 

大島弘光・鬼澤真也・青山裕・ 本 ・ 原 和・ 田 夫・ 木知子， 山の

2000 年新山 お る地震 ，地 科学関連学会，2002 年 6 月． 

大島弘光・青山裕・鬼澤真也・前川徳光・ 内敬二・ 藤浩・ 内隆 ・高 浩二・

中村 明，TCP/IP ネットワークを いた火山観測 テ ータ テ の

，地 科学関連学会，2002 年 6 月． 

前川徳光・石川和也・大島弘光・青山裕・鬼澤真也， 小電 テ ータの

，地 科学関連学会，2002 年 6 月． 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森 済・前川徳光・鈴木敦生・岡田弘・ 井 ・

の 道・及川 ・大 隆雄・山本 ・森 彦・平 ・宮 宏 ， 山 お

る人 地震 3 次 P 波 度構造 ，地 科学関連学会，2002 年 6 月． 

青山裕， 関 した火山 地震の発生機構 いて，北大地震火山センター ン

お る研究の と ，2003 年 3 月． 

鈴木敦生・青山裕， の火山活動の ２ 地震活動 ，北大地震火山センター

ン お る研究の と ，2003 年 3 月． 

大島弘光・青山裕，火山 発 の 出 度 噴出 度の 測 て ，

火山 発の ミク 平成 14 年度 ン ，2003 年 3 月． 

 

４． 研究  

大学 研究 一 共同研究， 火山 地震・ 動の ータ ー の 成と発生

程の 研究，分担 ， 表 北大学大学院理学研究科・助教授・西村 志 

 

５． 会活動 

（ ）日本地震学会 議員（2002 年度） 

構造 報告会 催（2002 年 7 月， ） 

火山観測 一 （2002 年 7 月， ） 

 

鬼澤真也 

１．主 観測の  

北海道 火山人 地震  

 北海道 火山 部地震波 度構造 明のた 人 地震を いた構造 を

行った  

 岡田弘・大島弘光・森済・青山裕・鬼澤真也・前川徳光・鈴木敦生・北大・

大・ 北大・ 大・ 大・名大・ 料 ク ・ 大・ 大・ 大・気  

 日程 2002 年 9 月 26 日 10 月 2 日 

 

２  発表論文 
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nizawa S  H  ikada  H  Watanabe and S  Sakashita   method or simultaneous 

velocity and density inversion and its application to e ploration o  

subsur ace structure beneath Izu shima volcano  apan  arth Planets Space  

4( )  03 17  2002  

鬼澤真也・大島弘光・森済・前川徳光・鈴木敦生・一柳昌義・岡田弘  火山地

の 3次 地震波 度構造  火山  47( )  49 06  2002  

Tanaka S  H  Hamaguchi  T  Nishimura  T  amawaki  S  eki  H  Nakamichi  T  

Tsutsui  H  iyamachi  N  atsuwo   ikawa  T  hminato   iyaoka  S  

nizawa  T  ori and  izawa  Three dimensional P wave velocity structure 

o  Iwate volcano  apan rom active seismic survey  Geophys  es  ett  29  

10 1029/2002G 0149 3  2002  

田中 ・鬼澤真也・  岩手山 お る人 地震 観測および 動の  

地震研究 報  77  1 2  2002  

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・  火山 お る人 地震 観測および 動

の  地震研究 報  中  

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・ 井 ・ 道・及

川 ・大 隆雄・山本 ・森 彦・平 ・宮 宏 ・岡田弘  2001 年 火山

人 地震 3次 P波 度構造  月 地  外 39  14 21  2002  

鬼澤真也・大島弘光・森 済・前川徳光・鈴木敦生・一柳昌義・岡田 弘  火山

地 の 3 次 地震波 度構造  山 2000 年噴火と火山 関 る 的観測

研究  平成 12 年度科学研究 助 （ 研究 進 ）研究成 報告  110 117  

2002  

森済・木 文 ・山本 ・井口 人・ 大介・宮島 雄・高山鐵 ・大島弘光・

鬼澤真也・鈴木敦生・前川徳光  山 2000 年噴火 地 変動  山 2000

年噴火と火山 関 る 的観測研究  平成 12 年度科学研究 助 （

研究 進 ）研究成 報告  96 102  2002  

井口 人・山本 ・ 大介・高山鐵 ・ 石 弘・ 田 美・鬼澤真也・ 木原 

寛・平野 一郎  口 部島火山 お る地 変動  島火山・口 部島

火山の集中 観測（平成 12 年 月 平成 13 年 3 月）  99 10  2002  

 

３．学会発表 

nizawa S  H  shima  H   ori  T  aekawa   Suzuki   Ichiyanagi and H  

kada  Three dimensional seismic velocity structure around su volcano  apan  

3rd biennial workshop on subduction processes emphasizing the 

urile amchatkan leutian arcs  airbanks  laska  un  2002  

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・岡田弘・ 井 ・

の 道・及川 ・大 隆雄・山本 ・森 彦・平 ・宮 宏  山 お

る人 地震 3 次 P 波 度構造  地 科学関連学会 2002 年 同大会  
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 2002 年 月  

岡田弘・大島弘光・ 山構造 ー  山 お る人 地震 の

 地 科学関連学会 2002 年 同大会   2002 年 月  

大島弘光・鬼澤真也・青山裕・ 本 ・ 原 和・ 田 夫・ 木知子  山の

2000 年新山 お る地震  地 科学関連学会 2002 年 同大会   

2002 年 月  

大島弘光・青山裕・鬼澤真也・前川徳光・ 内敬二・ 藤浩・ 内隆 ・高 浩二・

中村 明  TCP/IP ネットワークを いた火山観測 テ ータ テ の

 地 科学関連学会 2002 年 同大会   2002 年 月  

前川徳光・石川和也・大島弘光・青山裕・鬼澤真也  小電 テ ータの

 地 科学関連学会 2002 年 同大会   2002 年 月  

 

茂木透 
１．主 観測の   

（１）道北・ ・ 地 ３次 MT （2002 年 月） 
 道北地 の地震発生地 と非地震地 との地殻構造の いを た． 
 茂木透，山谷 介， 波 ，西田泰典，高田真秀，一柳昌義 
（２） MT （2002 年 月） 
 の 3 次 構造を るた MT を 施． 
山谷 介・谷 ・西田泰典・茂木透・宮原昌一・吉田 一・ 波 ・      

Nagendra Pratap Singh・新 ・ 池晃 郎 
 

２．発表論文 

Elena Y. Fomenko, Toru Mogi (2002)A new computation method for a staggered 
grid of 3D EM field conservative modeling, Earth, Planets and Space, 54, 
499-509 

Spichak, V, Fukuoka, K., Kobayashi, T., Mogi, T., Popova, I., and Shima, H. 
(2002)ANN reconstruction of geoelectrical parameters of the Minou fault zone 
by scalar CSMT data, Jour. Applied Geophysics, 49, 75-90 

茂木透，日高 2000 ー (2002)日高地 での MT ，月 地 ，

vol.24, No.7, 485-487 
森 理 ， 島 男， 沢 夫， 野 彦，村田泰 ，名和一成，西島 ，茂木透(2002)

岡地 の 常 いて，地 研究報告，53 ，7/8 ，573-594 
Yasukawa, K, Mogi, T. Widarto D. and Ehara S. (2003)Numerical modeling of a 

hydrothermal system around Waita volcano, Kyushu Japan based on resistivity 
and self-potential survey result. Geothermics. 32, 21-46 

Singh,N.P. and T.Mogi(2003)Inversion of Large Loop Transient Electromagnetic 
Data over Layered Earth Model, Jour. Faculty of Science Hokkaido University, 
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Series , vol.12, No.1, 41-53. 
 

３．学会発表 

茂木透，日高 2000 ー (2002)日高 の 構造，地 科学

関連学会 2002 年 同大会，2002 年５月 
ogi T  and Takada  (2002)Geomagnetic trans er unction change associated 

with a large earth uake in Hokkaido apan  3rd International Workshop on 

agnetic  lectric and lectromagnetic ethod in Seismology and olcanology  

oscow (September  2002) 

茂木透， 田藤夫， 田 郎， 藤秀 ，谷 ， 波 ，西田泰典，高 一，

島 雄，田中 和(2002) 火山 2000 年噴火 での CS T・ T ，日本火山学

会 2002 年度 大会，2002 年 10 月 

茂木透， 藤秀 ，石川春義，Nagendra P. Singh，田村 ，渡辺顕二，後藤友宏，

内田 弘，Tae Jong Lee， 岡晃一郎(2002) 北海道北部中 地 お る３次

構造， 112 地 電磁気・地 学会 会，2002 年 11 月 
 

４． 研究  

科学研究 助 （ 研究員 ）火山及び活 お る時 電磁 の

３次 ン ー ン の 発， 表 

大学地震研究 共同研究( )地震活動 関連 る電磁気観測， 表 

大学地震研究 共同研究( )地殻 構造 ，分担，研究 表

上 （ 大学地震研究 ） 

大学地震研究 共同研究( ) 前 程 お る地殻活動 関 る 的研究，

分担，研究 表  吉田真 （ 大学地震研究 ） 

大学地震研究 共同研究( ) ・ の 部構造とテクト ク の

研究，分担，研究 表 鈴木 （ 大学大学院理学研究院） 

 

５． 会活動 

地震予知研究協議会 前 程 お る地殻活動 推進部会員 

業技 研究 地 科学 報研究部 主任研究員（併任） 

 
山本明彦 

２．発表論文 

amamoto   Gravity based active  ault mapping around  the eastern margin 

o  the Ishikari owland  Hokkaido  apan   ac  Sci Hokkaido niv  ol 12  

No 1  17 39  2003  

amamoto   and W  Sun ( ds )  eport on the Gravimetry in apan during the 

Period rom pril 199  to arch 2002  The National Committee or Geodesy o  

apan and the Geodetic Society o  apan   Geod  Soc  apan  4  17 227  
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2002  

amamoto   ( d )  eport on the Gravimetry in apan during the Period rom  

pril 199  to  arch 2002 (C )  The National Committee or Geodesy o   

apan and the Geodetic Society o  apan  2002  

山本明彦  石 平野と の 辺の 常 ト  北海道大学地 理学研究報

告  66  33 62  2003  

山本明彦  西 日本 ータ ー (C )の  日本地震学会 ー タ

ー  ol 14  No  26 29  2003  

山本明彦  地 の 常 日本地震学会 ー ター  ol 14  No  

表 ー( 常 )及び  2003  

山本明彦  日高 辺の 常  月 地  24  No 7  4 494  2002  

山本明彦  常から た活 と 構造  設 地震 のた の地震学的

新知 関 る 研究   分 １  平成 14 年度 報告  地震予知 研究

会  テクト ク 研究会  279 319  2003  

 

前川徳光 

２．発表論文 

前川徳光，２ 年 山噴火の推 と の後の観測 ，平成１４年度 大

学 技 研究会技 報告集， ４２ ４４，２ ３ 

大島弘光・前川徳光・ 木 人・武田 人 北海道の火山および の 辺地 お

る 測 ．北海道大学地 理学研究報告， ，１ １ １１ ，2003  

青山裕・大島弘光・前川徳光 山２ 年噴火 震活動，火山，４ ，

５２１ ５３２，２ ２． 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・ 井 ・ 道・及

川 ・大 隆雄・山本 ・森 彦・平 ・宮 宏 ・岡田弘，２ １年

山人 地震  ３次 波 度構造，月 地 ，３ ，１４ ２１，２ ２． 

野上 ・平 順一・大 武・ 子勤・岡田弘・西村裕一・前川徳光・鈴木敦生，

山２ 年噴火 お る地 科学的研究，火山，４ ，３２５ ３３２，2002  

 

３．学会発表 

前川徳光，２ 年 山噴火の推 と の後の観測 ，平成１４年度 大

学 技 研究会，２ ３年３月 日 日． 

前川徳光・石川和也・大島弘光・青山 裕・鬼澤真也， 小電 テ ータの

，地 科学関連学会２ ２年 同大会，２ ２年 月． 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・ 井 ・ 道・及

川 ・大 隆雄・山本 ・森 彦・平 ・宮 宏 ， 山 お る人 地震

３次 波 度構造 ，地 科学関連学会２ ２年 同大会，２

２年 月． 

青山裕・大島弘光・前川徳光，２ 年３月３１日の 山噴火で観測 れた 震

と地動，日本火山学会，２ ２年１ 月． 

大島弘光・青山裕・鬼澤真也・前川徳光・ 内敬二・ 藤浩・ 内隆 ・高 浩二・
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中村 明，TCP IP ネットワークを いた火山観測 テ ータ テ の

，地 科学関連学会，２ ２年 月． 

大島弘光・前川徳光・ 木 人・武田 人，北海道の火山および の 辺地 お

る の 年変 ，日本火山学会２ ２年度 大会，  

前川徳光・大島弘光， の １ 地殻変動 ，北海道大学地震火山センター・

ン お る研究の と ，２ ３年３月 日，北海

道大学． 

 

鈴木敦生 

１．主 観測の  

（１）北海道 構造  

2002 年 9 月 27 日 10 月 2 日 施 れた 構造 ると共 事前

として， 月から 下の 業を行った． 

 1 発 点・地震観測点の 点および 地 る事務手 ． 

 2 地震観測点の 地 ． 

 3 タ 観測 の構 本部の 設． 

（２） 士山 地震観測 テ ーター設 （2003 年 3 月 2 日 29 日） 

国共同観測として進 られている 士山の 地震観測のた 北大担当分の2観

測点の設 業を行った． 

（３） 前山観測 （2002 年） 

年度を て 下の 業を行った． 

 1 地 る事務手 ． 

 2 北山（ 前）・ ー ッ ・ 沢・支 内・美 観測点の新設． 

 3 分 の新設． 

 4 道内観測機 の ・ ． 

（４） 勝 観測点 （2002 年 12 月 9 日 16 日） 

設点の観測機 及びテ ーター の 新を行い上 野中 点を 設した． 

（５）2002 年火山 発 測 クト（2002 年 10 月 2 日 31 日） 

で 施 れた 中 おいて 震および地震の観測を行った． 

（ ） 火山観測 一  

2002 年 7 月 6 日 7 日 施 れた 火山観測 一 関して タ

ー の 成及び を行った． 

7 月 7 日 山構造 報告会 で行 れ，報告会 設 事前 を行

った． 

 

２．発表論文  

atsumoto N  Sato T  atsushima N  kita  Shibata T  

and Suzuki  Hydrological anomalies associated with crustal de ormation 

be ore the 2000 eruption o  su volcano  apan  Geophys  es  ett  

10 1029/2001G 01396 ，2002． 

Nogami  Hirabayashi  Nishimura  and Suzuki  ，Nature and origin o  
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 138

volcanic ash in the 2000 eruption o  su volcano  southwestern Hokkaido  apan  

arth Planets Space  4  993 99  2002． 

藤努・ 本 夫・ 田藤夫・ 田 郎・鈴木敦生・ 島 雄・高橋 ， 火山 2000

年噴火 って 市で観測 れた地下 位 常，火山，47，171 176，2002． 

野上 ・平 順一・大 武・ 子勤・岡田弘・前川徳光・鈴木敦生， 山 2000

年噴火 お る地 学的研究，火山，47，32 332，2002． 

鬼澤真也・大島弘光・森済・前川徳光・鈴木敦生・一柳昌義・岡田弘 火山地

の 3次 地震波 度構造，火山，47，49 06，2002． 

藤努・ 平・鈴木敦生・ 本 夫，電 測 よる地殻変動 の推 ，

火山，47，699 704，2002． 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・ 井 ・ の 道・

及川 ・大 隆雄・山本 ・森 彦・平 ・宮 宏 ・岡田弘，2001 年 火

山人 地震 3次 波 度構造 ，地 ，39，14 21，2002． 

藤努・ 平・鈴木敦生・ 本 夫，電 の る を いた地殻変動 の推

火山 2000 年噴火 関連して ，地 ー ， 1，7 10，2002． 

 

３．学会発表 

鬼澤真也・大島弘光・青山裕・森済・前川徳光・鈴木敦生・ 井 ・ の 道・

及川 ・大 隆雄・山本 ・森 彦・平 ・宮 宏 ， 山 お る人 地

震 3 次 波 度構造 ，地 科学関連学会 2002 年 同学会，2002 年 6

月． 

鈴木敦生・青山裕， の 2 地震活動 北海道大学地震火山センター・ ン

お る研究の と ，2003 年 3 月 日，北海道大学． 

 

戸谷雄造 

３．学会発表 
戸谷雄造，笠原稔，Identi ying seismic gap and uiescence by monitoring 

spatio temporal changes in seismic energy releases and recurrence patterns

地 科学関連学会２ ２年 ５月２ ３１日 

戸谷雄造，笠原稔，年平 変動 度の変 （ 度 ）から る地殻変動，日本地

震学会 大会２ ２年１１月１１ １３日 

 
 
 
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．教 育 活 動 
 



１．担当授業 

 

（１）大学院 

笠原稔 地震 理学 論Ⅰ  

島村英紀 海底地 理学 論Ⅰ  

高波鐵夫 海底地 理学 論Ⅱ  

岡田弘 火山 理学 論Ⅰ  

大島弘光 火山 理学 論Ⅱ  

茂木透 地殻 理学 論  

 

（２）学部 

学教育科目 

 岡田弘 地学Ⅱ 

教育科目 

笠原稔 連 学 

岡田弘 義 II 噴火予知と  

高波鐵夫 ータ 学  

茂木透 電磁気学  

大島弘光 理 Ⅱ 

茂木透，森済 理 Ⅲ  

 教官 地 理学 および ，論文  

 

（３）学外  

岡田弘 

教育活動（ 義・ ） 

 北大一 教育 ッ マン ー 研修(2002 年 9 月 3 日)  

  ッ マン ー 研修事前 明会（北大一 教育 2002 年 7 月 26 日） 

  ッ マン ー 研修（大 セミ ー 2002 年 9 月 3 4 日） 

  ッ マン ー 地研修 山の火山と 生 (2002 年 9 月 4

日) 

 北大一 教育 地学 II（1 年生後 2 位 2002 年 10 月 2003 年 2 月） 

北大一 教育 らしと 会のた の の科学 10

の を て・・2000 年 山噴火から学 の科学 （2002 年 12 月 日

90 分） 

 北大地 科学科 北海道大学理学部地 科学科 行学生大 セミ ー(7 月 6 7

日) 

火山野外 義 2000 年 山と （7月 6日） 

 北大大学 2000 年 山噴火 真 会（協 北大理学部 6月 日） 

 北大 マーセッ ン（外国人 33 名 国 32 人 12 人 2002 年 7 月 1 16
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日） 

義(英 大 セミ ー ) 山 地研修（英 ） 

 田大学教育文 学部集中 義 

 義 会 報学 (11 月 2 3 日 田大学教育文 学部) 

北海道 大学 テ 学部地 学科新 生研修会 

( 義 山野外研修 2002 年 4 月 13 日) 

 国 協 事業 （ IC ）国 研修（火山学及び火山 学） 

  義(英 ) 火山噴火と 機 理 （ 国 協 研修センター 2002 年 4 月

日） 

 北海道火山野外 (英 で ) 

（国 火山学研修 前山 山 北大 火山観測 2002 年 6 月 19 20 日） 

 

大島弘光 

中学 外学  

 

西村裕一 

2001 年 1 月 2 日 2 月 1 日 集中 義 北海道教育大学教育学部  

  地学 III 火山と 波の 科学  

 

２．学位論文 

（１）博士論文 

中雄  Study on ptimal nalysis Strategy o  ense GPS Networks 

（主 笠原稔） 

（２）修士論文 

岩下里志 GPS よる北海道 の地殻変動 

山田亜海 S ン よ られたHikurangi （ ー ー ン

）のP波 度構造 

渡辺顕二 非噴火時 お る 変動  

 

３．学生の学会発表 

戸谷雄造，笠原稔，Identi ying seismic gap and uiescence by monitoring 

spatio temporal changes in seismic energy releases and recurrence patterns

地 科学関連学会 

戸谷雄造，笠原稔，年平 変動 度の変 （ 度 ）から る地殻変動，日本地

震学会 大会 

山田亜海，西村裕一，島村英紀，Ingo Pecher  Stuart Henrys 2002，海底地震 と

ン よる ー ー ン 北 の地殻，上部マント 構造．地 科学関

連学会 
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４．センターゼミの記録 

64  4 月 1 日 

中雄 （国 地理院・測地観測センター） 高 度 GPS 連 観測 の最 手  

ol  jelde ( niversity o  ergen  Norway) apanese/Norwegian cooperative 

S projects  New insight on passive margins and oceanic spreading ridges  

 

6  4 月 22 日 

高橋浩晃 ２ 年 島 地震（ jma7 0）と 勝 の地震活動 

青山裕 199 年 山 の 発地震活動 

 

66  月 13 日 

岡田弘 火山噴火の予測と お る の  

大島弘光 山 お る 部  

 

67  月 20 日 

鬼澤真也 山 お る人 地震  

笠原稔 北海道の内 地震の  

宮城洋介 1 波 信機の観測  

  

6  6 月 3 日 

勝俣啓  ive years super slow aseismic precursor model or the 1994 3 

Hokkaido Toho ki lithospheric earth uake based on tide gauge data 

荒木洋美 Plane waves in Homogeneous edia and Their e lection and Transmission 

at a Plane oundary （論文 介） 

後藤友宏 市 下の地震活動 

 

69  6 月 10 日 

島村英紀 地震火山研究観測センターの最 の海底地震観測から 

山田亜海 海底地震 と ン よる ー ー ン 北島の地殻・上部マント

構造 

岩下里詩 GPS よる の地殻変動 

 

70  6 月 17 日 

Tuncay T Z Seismotectonics o  the Sea o  armara and Surrounding egions  

NW Turkey 

渡辺顕二 Simakin otcharnikov 2001 egassing o  strati ied magma by 

compositional convection （論文 介） 

 

71  6 月 24 日 

Nagendra Pratap Singh ective skin depth o   ield due to a large loop source 

and its application to survey design and data interpretation 
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高波鐵夫 １ ３年北海道 西 地震 での地震波ト ーの と日

本海海 変動 のテクト ック 明への  

 

72   7 月 1 日 

戸谷雄造  の て  

１ 地震 ネ ー と地震 発 ターンの時 変 から る地震活動と

の地  

  ２ 連 GPS 観測 ータから測 で る主 構造 地 （内 部） お

る地表変位と ート 動の関   

西村裕一 １． 波 から た北海道 部の 史地震   

      ２． ー火山噴火 100 年ワーク ッ 報告 

 

73   7 月 日 

干野真 分 構造を いた地震波ト ー 

本多亮 波 よる 的および動的変位の  （ ）  

 

74   7 月 1 日 

村井芳夫  19 2 年 地震の震 ー れた ミネー ン構造  

山本明彦 常から た活 と火山 構造  

 

7   7 月 22 日（月）1 00 17 00  

森済 北海道 の辺 観測  

茂木透 中電磁 よる火山 の   

 

76   9 月 2 日 

Teodorico  Sandoval Point source modeling o  the 1999 2000 and 2001 unrest 

o  ayon volcano  lbay province  Philippines  

後藤友宏 SP depth phase at small epicentral distances and estimated subducting 

plate boundary (論文 介) 

荒木洋美 震動予測研究の ト ン  

 

77   9 月 9 日 

Waithaka Hunja GPS study o  active tectonics in enya results rom 199 2002  

Tuncay Taymaz ctive Tectonics o  the astern natolia (Turkey)  Caucasus and 

Surrounding egions  

 

7   9 月 30 日 

岩下里詩 GPS よる の地殻変動    

山田亜海 論文 介 Crustal structure o  the central Sunda margin at the onset 

o  obli ue subduction   

渡辺顕二 の 介 
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79   11 月 1 日 

宮城洋介 GPS study on the kmok volcano   

青山裕 2000 年 3 月 31 日の 山噴火   

  

0   11 月 2 日 

岩下里詩 GPS よる の地殻変動   

山田亜海 海底地震 と ン よる ー ー ン 北島 の地殻・上部 

マント 構造 

渡辺顕二 噴火後の火道内マ マ ミク   

 

1   12 月 2 日 

谷岡勇市郎 波地震の発生     

岡田弘 山噴火と関連した 大 資料の活 課 いて    

 

2   12 月 9 日 

鬼澤真也 火山地 の 3次 地震波 度構造 の 3    

笠原稔 勝 ・ ・ 島の 結 いて    

 

3   12 月 16 日 

勝俣啓 Three dimensional P and S wave velocity structures beneath the Hokkaido 

corner  apan urile arc arc junction  

後藤友宏 ２ １年４月から まった 市 下の地震活動 

 

4   1 月 6 日（月）1 00 17 00    

岩下里詩 GPS よる北海道 の地殻変動   

渡辺顕二 非噴火時 の 的変動 マ マ ッ ミク    

 

  1 月 20 日 

Zbigniew Czechowski The privilege and non linearities as causes o  ractal 

distributions  

島村英紀 ートの 研究 

山田亜海 S ン よ られた Hikurangi  

（ ー ー ン ）の P 波 度構造 

 

6   1 月 27 日 

高橋浩晃 勝 の地震活動と地殻変動  

Nagendra Pratap Singh Inversion o  arge oop Transient lectromagnetic ata 

over ayered arth odels 

 

7   2 月 3 日 

高波鐵夫 １ ５２年 勝 地震の ーと当震 での海底地震 よる地下構
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造  

戸谷雄造 度・ 度 変 から る最 の地殻変動  

 

  2 月 10 日 

西村裕一 波 の と北海道 平洋 および日本海 お る 事   

干野真 最 （ ク ト ）を した波 の 分 構造ト

ーへの   

 

9   2 月 17 日 

本多 亮 地表 での動的及び 的変位 る表 地 の   

村井芳夫 非常 分布 る よる 2次 SH 波の と 度分 (2) 

  

90   2 月 24 日 

森済 山 2000 年活動 の 後の地 変動   

大島弘光 TCP/IP ネットワ ク よる火山観測テ タ テ の構   

 

91   3 月 3 日 

茂木透 北海道北部中 地 の３次 構造ー地震の ると と い

と で 地下構造 かー  

森谷武男 田 よる地震発生 行 る大気 内 H の 出   

ustin evenaugh Scattering and seismogenesis in Southern Cali ornia (

大学 ンタク ー ) 

 

92   3 月 10 日 

山本明彦 石 平野 辺の 常と活 マッ ン   

Waithaka  Hunja n analysis o  the enya ri t GPS network  

 

５．センターで主催した研究集会 

北海道大学地震火山研究観測センター・ ン  

お る研究の と  

３月 日（ ） １ １  

理学部３ ４ １教  

１  ５４年 まった の小活動 を しているか  

          岡田弘（北大・地震火山セ） 

 

１ １５ の最 の火山活動 気 よる観測結  

             谷口 （ 気 火山 ・ 報センター） 

１ ３  の噴火史と の                               

吉本 宏（ 大・地震研）・中川光弘（北大・地 ） 

１ ４５ 史時 噴火のマ マ と の変                        

高橋 ・中川光弘（北大・地 ） 
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１１  1942 年噴火 マ マ 気 発 った                        

高橋 ・中川光弘（北大・地 ） 

１１ １５ マ マから噴火活動 の を予測で るか                                 

中川光弘（北大・地 ） 

１１ ３  噴出 中の と 成分                                   

野上 （ 大・火山 研） 

１１ ４５ の地 と地下 分布                            

波武雄（ 道 地下資 ） 

（ ） 

１３  の火山活動の １ 地殻変動                                      

前川徳光・大島弘光（北大・地震火山セ） 

１３ １５ GPS よる北海道 辺の地殻変動                         

岩下里詩（北大・地震火山セ） 

１３ ３  １ 年 の 気 発の ま と前 地殻変動             

森済（北大・地震火山セ） 

１３ ４５ の火山活動の 2 地震活動  

                                       鈴木敦生・青山裕（北大・地震火山セ） 

１４  関 した火山 地震の発生機構 いて                           

青山裕（北大・地震火山セ） 

１４ １５ 火山 構造 で かった と から かった と                        

鬼沢真也（北大・地震火山セ） 

１４ ３  の 構造                                

山谷 介（北大・地 ）  

１４ ４５ の磁気構造と の変動                              

西田泰典（北大・地 ） 茂木透（北大・地震火山セ）  

（ ） 

１５ １５ ー 噴火と火 発生機構                            

川 （ 研） 

１５ ３  1929 年噴火 噴 の１次 常 よる                

大島弘光（北大・地震火山セ）・小野 （ 学 新 高 学 ） 

１５ ４５  気 を した噴 動の 中小噴 の タ ン 関 る

 

  田 彦( 大・地震研） 

１  論 

（ 会） 

 

 

 

 

 

 


